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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ｂｏｂ


地図製作　小林裕也
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　帝国暦






帝国暦元年　　　蛮ばん王おう死す。〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉の終息。


　　　　　　　　テラスティア大陸北部、ザルツ地方にルキスラ帝国建国。


帝国暦００２年　ダーレスブルグ王国、〝大橋〟の破は壊かいを試みるも失敗。北門を閉へい鎖さ。


　　　　　　　　ダーレスブルグのザイア神しん殿でん、大陸全土へ向けて遠えん征せい武ぶ官かん派は遣けんを開始。


帝国暦００３年　ダーレスブルグ王国、ルキスラ帝国に併へい呑どんされる。


帝国暦００５年　フェンディル王国、ルキスラ帝国に併呑される。


帝国暦２０９年　ルキスラ帝国、帝位継けい承しよう権けんを争あらそい内ない乱らんが発生。


帝国暦２１０年　ダーレスブルグ、公国としてルキスラ帝国より独どく立りつ。


帝国暦２１１年　フェンディル王国、ルキスラ帝国より独立。


　　　　　　　　ルキスラ帝国、内乱終息する。


帝国暦２１３年　未み帰き還かん者しや多数により、遠征武官制せい度どが大おお幅はばに見直される。


帝国暦２４６年　ルキスラ、ダーレスブルグ、フェンディルによる対蛮族バルバロス同どう盟めい成立。


帝国暦２８８年　ダーレスブルグ、北の大陸へ遠征軍を派遣。国土を大幅に拡かく大だい。


帝国暦３０３年　現げんルキスラ皇こう帝てい、ユリウス・クラウゼ即そく位い。


帝国暦３０８年　ダーレスブルグにて、遠征軍の凱がい旋せん20周年祭が催もよおされる。


　　　　　　　　そして……
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　プロローグ







　大きな船が、頭上を通過してゆく。


　本来ならば海を行くはずの、マストを三本持つ立りつ派ぱな帆はん船せん。


　少年は生まれて初めて、その船底を見上げていた。


「うわぁ…………」


　自分の上に大きな影かげを落とし、通り過ぎてゆく巨きよ大だいな飛空船。少年はキラキラと輝かがやく瞳ひとみで、その姿すがたを追った。のけぞりすぎて倒たおれそうになった小さな体を、力強く大きな手ががっしりと支えてくれる。


「気をつけろ、アレク。上ばかり見てると危あぶねぇぞ」


「父さん……」


　少年の背中を支えたのは、父だった。


　薄うす汚よごれた鎧よろいを身につけ、腰こしには剣けんが吊つるされている。


「父さん、あれが、飛空船？」


「ああ。見ての通りの、空飛ぶ船だ。すっげぇだろ」


「うんっ。父さんは、乗ったことある？」


「飛空船にか？　はは。残念ながらねぇなぁ」


　父のその言葉に、少年は少しがっかりした表情を浮うかべる。そんな息子むすこの頭を、父は乱暴に撫なでる。


「そんな顔すんなよ。飛空船なんざ、超ちよう貴き重ちよう品ひんだぞ。オレみたいな貧びん乏ぼう冒ぼう険けん者しやがおいそれと乗れるわけねぇだろ」


「うん……」


「それにな、あの飛空船には誰だれが乗ってるか知ってるか？」


　港のほうへゆっくりと下降してゆく船を見やり、少年は首を左右に振ふる。


「ルキスラ帝てい国こくの第二皇おう子じ、ユリウス・クラウゼ──次期皇こう帝ていの座ざを狙ねらってるって噂うわさのある、若き野心家の皇子様さ」


「ルキスラの、皇子様……」


　まだ幼おさない少年でも、ルキスラ帝国の名前はよく知っていた。


　彼が暮くらすダーレスブルグの隣りん国ごくであり、ザルツ地方最大の勢力を誇ほこる強大な国。その国の皇子となれば、まさに雲の上の人物だ。


「……僕ぼくも、乗ってみたい」


「飛空船にか？」


　そう問い返す父に、少年はこくりと頷うなずく。


「ははは。悪くない話だな、そいつは。よし、じゃあオレがひとつデカイ財ざい宝ほうでも見つけて、飛空船を一隻せき買ってやるよ」


「本当!?」


「ああ、本当さ！　オレたち冒険者は、それぐらいの夢ゆめを持たねぇとな」


「うんっ」


　父の笑顔に、少年も満面の笑みを浮かべる。


　無む邪じや気きで、純じゆん真しんな瞳。


　その視線は、まっすぐに優美な飛空船の姿を見つめている。


　いつか父がその甲かん板ぱんに立ち、自分を迎むかえに来てくれる日を夢見て。


　いつか風を切り、空を自由に飛び回る日を──夢見て。


　──そして、それから六年の歳さい月げつが流れた。




第一章『ルキスラ帝国』













　ザルツ地方において、都と言えば帝てい都とルキスラを指す。


　その隆りゆう盛せいは他を圧あつ倒とうし、ザルツ地方の盟めい主しゆであることを、誰だれもが無言で認みとめていた。


　財力、軍事力、生産能力、すべてにおいて他を凌りよう駕がし、さらに帝都の地下には広大な未み発はつ掘くつの遺い跡せきが眠ねむっている、まさに過去と今を繫つなぐ都市。


　だが巨きよ大だいで力ある存在は、常に内側からの腐ふ敗はいと戦わねばならない。


　それはルキスラとて、例外ではないのだ。




──ある歴史家の言葉





　　　　１




　小高い丘おかが連なる田園地帯を、一台の馬車が進んでゆく。


　石できれいに整備された街かい道どう。一頭立ての小さな馬車には全員乗りきれないのか、少年がひとり、馬と並ならぶようにして歩いている。


「アレク様、お疲つかれではありませんか？」


　そう言って荷台の幌ほろから顔を出したのは、オレンジ色の髪かみの少女だった。


　幼おさない顔立ちに、メイドのような衣い装しようを身につけた小こ柄がらな女の子だ。なんとも落ち着かなげな表情で、馬車と併へい走そうする少年を見つめている。


「まだまだ大だい丈じよう夫ぶだよ。そんな心配すんなって」


　少年は少し歩みを緩ゆるめて、荷台の脇わきを歩む。


　アレク・ダーニカ──それが、少年の名だ。十四歳さいにしては少し小柄だが、弾はずむように歩く姿からは元気のよさがはっきりと感じられる。腰こしには二丁ちようの手しゆ銃じゆうがあり、さらにひと振ふりの立りつ派ぱな剣けんが腰の後ろに吊つるされていた。


　身につけているのは、丈夫そうな服に革かわの鎧よろい。荷物は馬車に積んでいるのかバックパックこそ背負っていないものの、その姿はいかにも旅の冒険者といった風ふ情ぜいだった。


「ですが、アレク様を歩かせて、わたしが馬車の中というのは……申し訳ないです……」


　オレンジの髪の少女は、そう言って馬車から降りようと身を乗り出す。けれどその肩かたを、同乗者である別の少女が摑つかんでいた。


「大丈夫よ。ユーリカは朝からずっと歩いてたんだし、順番に交代で歩くっていうのは、みんなで決めたことなんだから。ね」


「ああ。そうだな」


　黒髪の少女に同意を求められ、アレクは苦笑しつつ頷うなずく。


　彼女の名は、リリアンナ・オレスティ。騎き士し神しんザイアの神官戦士であり、聖せい地ちを巡じゆん礼れいする遠えん征せい武ぶ官かんの少女だ。アレクと同じく十四歳だが、長い黒髪と凜りんとした表情のせいで、いくらか大人びて見える。


　そして彼女こそ、このささやかなキャラバンのリーダーでもあった。


「ルーンフォークなら、ルールに従いなさい。休むときにきちんと体を休めるのも、役目のうちよ」


「でも、わたしはまだまだ歩けますし、ルーンフォークは元来人の役に立つために存在するわけで……」


　そう告つげる少女──ユーリカの首や耳には、明らかに人とは異ことなる硬こう質しつな部分があった。


　魔動人造人間ルーンフオーク──彼女は三百年前に滅ほろんだ、魔ま動どう機き文明アル・メナスが生み出した、人造の生命体だった。


　本来は人の代だい替たい品として作られたが、あまりに人間とそっくりすぎたことから、魔動機文明後期には人権を得るに至っている。そして魔動機文明が滅ほろんだ今日では、苦楽を共にする仲間として共存していた。


　だが人に仕えることを喜びとする基本的な精神性はいまでも変わることはなく、ルーンフォークたちは自らの人生を捧ささげられる主人を求めている。そしてユーリカが主と決めた者こそ、アレクという少年だった。


「だからって、あなたひとり歩かせ続けるわけにもいかないでしょ。アレクは男の子なんだし、少しぐらい体力使わせたほうがいいのよ」


「そうそう。リリアンナと違ちがってユーリカは華きや奢しやなんだから、休んでなって」


「ちょっとアレク、いまのどういう意味!?」


　黒髪の少女──リリアンナは大きく荷台から身を乗り出し、怒おこり顔で拳こぶしを振り上げる。


「どういう意味もなにも、言葉通りだろ」


「あんたねぇ……っ」


「や、やっぱり、わたし降ります！」


　いまにもアレクに飛びかかりそうなリリアンナの機先を制し、ユーリカが荷台から飛び降りる。


「せめて、一いつ緒しよに歩かせてくださいっ。あの、そのほうが……嬉うれしいですし……」


　アレクのすぐ後ろに立ち、ユーリカは頰ほおを赤らめてモジモジした。その姿にいよいよリリアンナは眉まゆを吊つり上げ、馬車から飛び降りる。


「じゃあもうあんたたち二人が馬車に戻もどりなさいよ！　あとはわたしが歩くから！」


「い、いえ、そんなのいけませんっ。リリアンナ様の順番はまだ先ですし、馬車でゆっくりしていただかないと……」


「じゃあ、オレは戻ろうかな──」


「アレクの番なのに、あんただけ戻ってどうするのよ！」


　そそくさと逃にげようとするアレクの襟えり首くびを、リリアンナは強ごう引いんに摑つかむ。


「い、言ってることがメチャクチャだぞ……」


「うるさいっ」


「ぐえっ」


　少年には抗あらがえない剛ごう力りきで、リリアンナはずるずると引っ張る。


「あ、あ、無茶はおやめください、リリアンナ様……っ」


　怒おこるリリアンナと苦しむアレクを見て、ユーリカはとにかくおろおろするばかり。人間の世界にやってきたのは最近なだけに、彼女のやることはことごとく天てん然ねんだ。それだけに、ついついイライラが募つのるリリアンナである。


「……楽しそうでいいよね、アレクは」


　そんな三人の様子を、御ぎよ者しや台だいから見下ろすウサギが一羽。正しくは、タビット族という直立したウサギそっくりの亜あ人種である。愛らしい外見ではあるが、頭脳は平へい均きんして人間よりも遥はるかに高く、魔ま術じゆつに長たけた種族だ。


　彼──ヴラドもその例に漏もれず、優ゆう秀しゆうな魔術の使い手である。だがそれ以上に種族を問わず女好きという変わり者であり、二人の女の子に挟はさまれる友──アレクの様子が面おも白しろくないのである。


「──見えたぞ、ルキスラだ」


　そんなとき。


　その脇わきに座すわっていた黒こく衣いの魔法戦士が、手た綱づなを引いて馬車を止めた。それを合図にしたかのように、馬車の幌ほろに止まっていた使い魔フアミリアの隼はやぶさが空に舞まう。


　小高い丘から見下ろした先。


　そこには確かに、巨きよ大だいな都市の姿すがたが広がっていた。





「あれが、ルキスラか……！」


　馬車と一緒に足を止めたアレクも、思わず感かん嘆たんの言葉を洩もらしていた。


「すごい……」


　同じように立ち止まったリリアンナも、つい息を呑のむ。


　目の前に広がっているのは、堅けん牢ろうな城じよう壁へきに囲まれた、巨大な城じよう塞さい都市だった。


　アレクの故こ郷きようであるダーレスブルグも、堅牢さで名高い城塞都市だったが、根本的に規き模ぼが違ちがう。


　帝てい国こくと同名の都市──帝都ルキスラ。


　丘きゆう陵りようの頂いただきに優美な皇おう城じようがそびえ、そこから何重にも城壁が巡めぐらされていた。外がい縁えん部はひときわ堅牢そうな外壁で完全に囲まれており、強固さと力強さを感じさせる。そんな城壁の陰かげからいくつもの尖せん塔とうが頭を出し、屋根が陽光にきらめいていた。


　堅牢にして優ゆう雅が。広大にして鮮せん烈れつ。


　人間の世界が蛮ばん族ぞくに蹂じゆう躙りんされて三百年。人々は小さな城塞都市に押おし込こめられ、窮きゆう々きゆうとした生活を強しいられてきた。それだけに、こんな大都市など、もはや伝説や幻げん想そうの中にしか存在しないと誰だれもが思っていた。


　だが目の前に広がる光景は、現実。


　まさに威い風ふう堂どう々どうという言葉が相応ふさわしい大都市が、アレクたちの前に出現していた。


「噂うわさには聞いてたけど、本当にすごいもんだね」


　タビット族のヴラドも、目を細めると同意するように頷うなずく。


「こんな大都市、実在するんですね……」


　ユーリカも初めて見る大都市の姿に、深く嘆息する。生まれてからずっと蛮族の間で暮らしてきた彼女にとって、なにもかも未知のことばかりだ。


「ルキスラまでまだまだ距きよ離りがあると思ってたけど、ずいぶん近くまで来てたのね」


　リリアンナが長い黒髪を搔かき上げながら、表情を明るくする。


「これでようやく、アレクの呪のろいを解といてもらえるわ」


「……まあ、そうかもね」


　少女の言葉に、アレクは少し微び妙みような笑みを浮うかべ、腰こしの剣けんに触ふれる。


　そんな彼の瞳ひとみは、金色の円で縁ふち取どられていた。それは、少年が持つ魔ま剣けんの力によって、彼の魂たましいが〝穢けがれ〟ているからだ。


　そして彼らが帝都ルキスラまで旅をしてきた理由のひとつが、魔剣に呪われてしまったアレクの〝穢れ〟を祓はらうことだった。


「……ライフォス神しん殿でんに頼たのむってのは、少し不本意だけど」


　そうつぶやくリリアンナの胸むな許もとに揺ゆれているのは、盾たて型に剣が描えがかれた聖印──騎士神ザイアの紋もん章しようだ。アレクの解かい呪じゆはザイア神殿でも再三行ったが、すべて失敗に終わっている。ゆえに、ザルツ地方でも最大の勢力と規模を誇ほこるルキスラのライフォス神殿へ解呪を頼みに来たのだ。ザイア神殿とライフォス神殿は友好関係にあるが、やはりよその神殿の力を借りるのは癪しやくなのだろう。


　もちろん、ザイアの遠征武官であるリリアンナには、ザイアゆかりの聖地を巡礼するという大切な役目もある。だがリリアンナは、自分を助けるために魔剣に呪われたアレクを元に戻すことこそ、最大の使命と思っている節もあった。


「とにかく、今日のお昼ぐらいには、神殿で解呪の儀ぎ式しきをしてもらえそうね」


「……盛もり上がっているところ悪いが、ルキスラまであと半日以上はかかるぞ」


「え!?」


　黒衣の魔法戦士──ダリウスの指し摘てきに、リリアンナは改めてルキスラの遠景を見やる。


「……帝てい都とが大きすぎて、距離感が狂くるってるんだよ。周りに対象物になるようなものもあんまりないしね」


　妙みように冷静に、ヴラドが指摘する。


「夕方までに着ければ、いいところじゃない？」


「うそ～っ、まだそんなにかかるの……？」


　もう目の前かと思ってから突つき放されたためか、リリアンナは大きく肩を落とす。


「まあまあ、リリアンナ。慌あわてなくたって、今日中には着くんだからさ」


「それは、そうだけど……」


　やっぱり残念そうな表情を浮かべるリリアンナの様子に、アレクは苦笑を浮かべる。


　と、そんなとき。


「!?」


　頭上から唸うなるような音が響ひびき、同時にいきなり視界が影かげに被おおわれる。アレクたちは驚おどろき、すぐさま顔をあげた。


「飛空船……!?」


　そこには、巨大な船が浮かんでいた。


　それも、アレクが幼おさない日に見た空飛ぶ帆はん船せんとも、ときおりダーレスブルグを訪おとずれていた気き囊のう式の飛空船とも違う型だ。細長い、筒つつのような形をしている。


　しかもその外殻は金きん属ぞくでできているのか、陽光を浴びて銀色に輝かがやいていた。砲ほう座ざのようなものが無数にあり、一見するとゆっくり動いているようだが、あっという間にアレクたちの頭上を通り過ぎてゆく。


「すっっっっっっっげぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」


　アレクはその偉い容ようを目まの当たりにして、思わず歓かん声せいを上げていた。直後に突とつ風ぷうが巻まき起こり、髪かみが大きくなびく。


「四枚羽の竜りゆうの紋章──ルキスラの新造船だ！　なんだこれ、いままで見たのとは比べものにならないぐらいデケェぞ！」


　それこそ、アレクには頭上の船の大きさがどれぐらいか、類るい推すいすることもできなかった。


　ただ、とにかく巨大なことだけは間ま違ちがいない。それだけは、わかった。


「あれが、ルキスラの船……」


　リリアンナも、ぽかんと空を見上げることしかできなかった。ユーリカも、言葉を失って空を見上げている。


「ルキスラの空中戦せん艦かん……もう完成したのか……」


「ヴラド？」


「あ、ううん。すごいね、ルキスラの船。びっくりだよ」


「だよな、だよなっ」
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　タビットの少年は長い耳を揺ゆらして首しゆ肯こうし、それを見たアレクは興こう奮ふんを隠かくそうともせずまくし立てる。


「あんなでっかい船飛ばすんだから、どんな魔ま動どう核かく使ってんだろうなぁっ。何人乗りで、何人いれば動かせるんだろっ。乗ってみてぇなぁ……ううんっ、中を見せてくれるだけでもいい……いやいや、近くで見るだけでもいいや、見せてくれねぇかなぁっ」


「……やあねぇ、男の子って」


　興奮しすぎのアレクを見て、リリアンナが呆あきれたようにつぶやいた。そうしている間にも、巨大な飛空船は帝都ルキスラの上空へ向けて小さくなってゆく。


「ダリウス、急ごうぜ！　ひょっとしたら、降りたところ見られるかもしれないし！」


「……そうだな」


　ひとり無表情なまま、ダリウスは手た綱づなを握にぎり直す。


「アレク、御者台に乗れ。詰つめればもうひとりぐらい乗れるだろう」


「お、おうっ」


　ダリウスは少し座る位置をずらすと、アレクを御者台に座らせる。それを見て、ユーリカはようやく安心したように荷台に戻り、リリアンナは軽く頰ほおを膨ふくらませてそれに続く。


「行くぞ」


「頼むぜ、ダリウス！」


　そしてアレクの号令を受け、ダリウスは手綱を打って馬車を急がせるのだった。





　　　　２




　ダリウスと馬のがんばりもあってか、アレクたち一行は日が傾かたむく頃ころにはルキスラの北門を通過していた。


「……なあ、ダリウス」


「なんだ？」


　御者台に座るアレクは、隣となりで手綱を取るダリウスに声をかける。


「ダリウスって、ルキスラに来たのは初めてじゃないっぽいよね」


「……まあな」


「じゃあさ、今日は祭りかなにかなわけ？」


「いや、ごく普ふ通つうの日だ」


「ってことは……いつもこんなに人がいっぱいいるってのかよ!?」


　アレクは改めて周囲を見回し、驚きよう嘆たんする。


　いま彼らが乗る馬車が進んでいるのは、帝都の目め抜ぬき通どおりだ。北のダーレスブルグ公国、西のフェンディル王国、南の自由都市同どう盟めいという三つの国家が交わる場所にあるルキスラは、交易の拠きよ点てんでもある。それゆえ、どこよりも人の行き来の激はげしい街まちであった。


　それゆえ、ルキスラの目抜き通りには数々の馬車が行き交い、大勢の人々がせわしなく往来している。その人の数と賑にぎやかさは、ダーレスブルグの祭りにも匹ひつ敵てきするものだった。


「ダーレスブルグって結構街だと思ってたけど……これを見ると辺境だったんだなって思い知らされるぜ……」


「特にいまは夕食前で買い物に出ている人も多いからね。一番忙いそがしい時間だから、なおのことそう思うんじゃない？」


　そう言ったのは、同じく御ぎよ者しや台だいに座るヴラドだ。


「ルキスラの人口は、おおよそ八万人って言われてるけど、定住していない人たちを含ふくめたら十万人近いのかも」


「すごいもんだなぁ……」


　ヴラドの解説を聞いても、ただただ感かん嘆たんするばかりである。


「確かに、これは想像していた以上ね……」


　幌ほろから顔を出したリリアンナも、大きく嘆息する。


「でもなによりも早く、まずは神殿！　人の多さに驚おどろいてる場合じゃないわ」


「……この通りの正面に見えるのが、ライフォス神殿だ」


　そう言って、ダリウスがひとつの建物を指差す。


　するとそこには、白はく亜あの神殿がそびえていた。その大きさも規模も、ダーレスブルグのザイア神殿と比べるべくもない。


「立派な建物だなぁ……さすが帝都のライフォス神殿」


「べ、別に言うほどすごくないじゃないの。ふふ、ふふふ」


　素直に感心するアレクに対して、負まけず嫌ぎらいのリリアンナは心中穏おだやかでないらしい。


「確かにここで呪いを解けないとなったら、もうどこへ行ってもダメな気がするね」


「ヴラドくん、縁えん起ぎでもないこと言わないでっ」


「いやまあ、オレは別にこのままでもいいんだけどな……」


　思わずつぶやいたアレクを、リリアンナが怖こわい顔で睨にらむ。だが、何かを言いかけて言葉は呑のみ込んでいた。


　人ひと族ぞくにとって、魂たましいの〝穢けがれ〟は絶対の禁忌タブーだ。それは神代の時代から戦い続けてきた蛮ばん族ぞくが、自ら穢れたことに反発したのが起き源げんではあるが、それ以外にも大きな理由がある。


　それは、魂が穢れきると、生ける屍しかばね──アンデッドと化してしまうからだ。


　そのため、神官たちは〝穢れ〟を嫌きらう。生命と魂の輪りん廻ねを歪ゆがめ、生者を殺あやめることに喜びを見いだすアンデッドは、神官にとって絶対に相あい容いれない存在だからだ。


　神官戦士であり、その中からひとり選ばれた遠えん征せい武ぶ官かんであるリリアンナは、当然のように〝穢れ〟には否定的だ。子供の頃からそうやって教えられてきたし、それが正しいと信じて修道院でも修しゆ行ぎようを積んできた。


　中でも彼女が仕える騎き士し神しんザイアは、法と秩ちつ序じよを重んじ、弱者のために邪じや悪あくと戦うのが教義の神だ。特に〝穢れ〟は容よう認にんできない立場と価値観をもつ。


　だからアレクから〝穢れ〟を祓はらおうとするのは、当然の心理であり価値観だ。


　だが仲間であるダリウスは、生まれながら魂に〝穢れ〟を持つナイトメアという突とつ然ぜん変へん異い種族。そして彼の心の奥おく底そこに静かに燃えている正義の心を、リリアンナは知っていた。


　魂に〝穢れ〟を持つから、邪悪──その価値観が崩くずれてしまったため、リリアンナもすっかり思い悩なやむようになってしまったのだ。


　加えて、アレクも魔ま剣けんを担になう責任を感じ、〝穢れ〟を帯びてもその使命を全まつとうしようと覚かく悟ごを決めている。リリアンナも、そのことを知っている。


　それだけに、無む理り矢や理り〝穢れ〟を祓わせ、魔剣を手放すのが正しいのかどうか──よくわからなくなっているのだ。


「とにかく、一度ライフォス神しん殿でんには行かないとね。ザイア神殿から解かい呪じゆを依い頼らいする親書が送られてるし、最低でも挨あい拶さつだけはしておかないと」


　そう言って、リリアンナはひとり頷うなずく。


　始し祖そ神しんライフォスは、世界で最初に生まれた神とされている。その教義は調和、友愛、秩序といったもので、神殿では安定した秩序ある平和な世界の実現を目指すのだと教えていた。隣りん人じんを愛し、困っている者に手を差さし伸のべ、弱者を救きゆう済さいせよ──そう唱となえるライフォスの教えは、この世界に暮らす人々の道徳観の根源にもなっている。


　そして神話の上では、騎士神ザイアはライフォス神を守る守しゆ護ご騎き士しとしての功こう績せきを認みとめられ、神格を与あたえられたとされている。そのため、ライフォス神殿とザイア神殿は基本的に親しん密みつな関係にあった。だから協力して物事に当たることは、特別珍めずらしいことではない。


「それに、ライフォス神殿で相談してみれば、なにかいい策さくが見つかるかもしれないし」


「まあ、それはそうだよな」


　適当な妥だ協きよう点を提示され、アレクも素直に頷く。


　そもそも、アレクが持つ魔剣の呪のろいは強力で、簡かん単たんに解呪できるとは思えない。ライフォスの司し祭さいとはいえ、無理かもしれないのだ。それならそれで、完全に覚悟は決められる。アレクは、そんな風にも考えていた。


「今日中に挨拶だけでも済すませておきたいんだけど……間に合うかな？」


「顔を出すだけなら問題ない」


　午前から距きよ離り感かんの狂くるう出来事にばかり遭そう遇ぐうしていたリリアンナは、ライフォス神殿の大きさまで測りかねているらしい。だが幸いにして、今度は見た印象通りだった。


「……だが、なるべく急ぐようにはしよう」


　そう言って、ダリウスは手た綱づなを打つ。


　日が落ちるまでには、神殿にたどり着けそうだった。





　　　　３




「──お待ちしておりました。オレスティ遠征武官殿どの」


　立りつ派ぱな神官服をまとった司祭が、ゆっくりと頭を下げる。


　ライフォス神殿で用向きを伝えた一行は、いきなり豪ごう華かな応接室へ通されていた。そしてすぐに、高位の司祭が挨拶にやってきたのだ。


「癒いやしの部を担たん当とうしております、司祭のマルロ・ベツィーニと申します。そちらが、親書にあった少年ですね？」


　貫かん禄ろくを感じさせる中年の司祭は、丁てい寧ねいに名乗るとアレクを見る。


「あ、はい。今回は呪のろい祓ばらいをお願いするべく、神殿に寄せていただいたのですが……」


「ええ、存じ上げております。なにやら、大変な呪いをその身に受けてしまったとか。呪い祓いの準備はすべて整ととのっておりますので、どうかご心配なく」


　司祭はそう言って、アレクに微笑ほほえんでみせる。


（なんか、怖こわいな……）


　アレクは椅い子すから立ち上がり、頭を下げる。だが少年の第一印象は、それだった。


　顔は笑っている。けれど、その目はまるで獲え物ものを狙ねらう狩人かりゆうどのように、冷静で鋭するどい光を湛たたえていた。その視線を受け、アレクの背せ筋すじに冷たい感覚が走る。


「それで、その、呪い祓いについて相談があるんですが……」


「大だい丈じよう夫ぶですよ、オレスティ殿。ライフォス神の威い光こうはあらゆる呪いを祓います。聞けばこの少年はダーレスブルグの危機を救った英えい雄ゆうとか。そのような勇気ある者の魂に〝穢れ〟が生じるなど、あってはならないことです。わたくしどもが、完全に〝穢れ〟を祓って差し上げますので、ご安心ください」


「あの、えっと……」


　司祭は笑顔のまま、有う無むを言わせない調子で告げた。その自信に溢あふれた揺ゆるぎない態度に、リリアンナも言葉を返せない。


「それでは、こちらへどうぞ」


「え……？　いまからですか？」


　手て招まねきをする司祭を前に、リリアンナは戸と惑まどいの声を洩もらす。それは、アレクも同じ気持ちだった。


「こういうことは、早いほうがよいでしょう？」


　司祭は、笑顔で答える。だがその笑顔には、反論を許さないものがあった。


「ちょ、ちょっと待ってくれよ！　いくらなんでも今すぐってのは──」


「アレク・ダーニカさん。〝穢れ〟は放置すると、魂を侵しん食しよくするとも言われています。わたしどもの呪い祓いも、万能ではありません。極度に進行した〝穢れ〟は、祓うことができないのです」


「だけど、一日や二日で──」


「いいえ、いけません。特に、あなたは〝穢れ〟をもたらす魔剣を身に帯びたままです。一いつ刻こくも早く対たい処しよしなければ、危き険けんだということを認にん識しきしてください。そしてその危険が、あなた自身だけでなく、周りの方々にも及およびかねないということも」


「う……っ」


　そう言われると、アレクも反論するのが難むずかしかった。


　確かに、魔剣の誘ゆう惑わくに負けて、危あやうく仲間を傷きずつけそうになったこともある。そうした事故が、再び起こらないとは限らない。


　ヴラドやユーリカが、心配そうにアレクを見ている。表情こそ変わらないものの、ダリウスも少年のことを見つめていた。確かに司祭の言う通り、仲間たちに危険が及ぶ可能性があるならば、早めに対処した方がいい──そんな風にも思う。


「──おわかりいただけたようですね。では、こちらへ」


　アレクの表情の変化からその内心を読み取ってか、司祭はアレクを手招きする。それと同時に、応接室の扉とびらも開いた。部下らしい神官が何人か、廊ろう下かで待っている。


「じゃあ……」


　観念したように、アレクは司祭へと一歩歩み寄る。それに伴ともない、ダリウスやヴラド、ユーリカも立ち上がった。


「申し訳ありませんが、そちらのお三方はここでお待ちいただけますか？　ここから先は、ダーニカさんと依い頼らい主ぬしであるオレスティ殿だけご同行ください」


「でも……」


　心配げなユーリカが、アレクに歩み寄る。だが、司祭は拒きよ絶ぜつの視線を投げかけていた。


「ユーリカ、大丈夫。すぐ戻もどるよ」


　アレクは小こ柄がらなルーンフォークの少女に笑みを向けると、再び司祭へ向き直る。


「では、参まいりましょう」


　司祭は丁寧に、アレクとリリアンナを手招きする。


「…………」


　そして心配そうな三人を応接室に残し、二人は司祭と共に廊下へと出ていった。





　アレクとリリアンナが通されたのは、大きなライフォス神殿の中でも、かなり奥まった場所だった。


　壁かべも床ゆかも石いし造づくりで、天てん井じようは高く、部屋としても広い。形は円に近い多角形で、天井はドーム状だ。足音が反はん響きようするだけで、厳おごそかな雰ふん囲い気きが醸かもし出される。


　入り口はひとつしかなく、床には石に刻きざみ込む形で魔ま方ほう陣じんが描えがかれていた。そこではすでに神官が五人ばかり待機しており、魔方陣になにか文字を書き加えている。


「ここは……」


「儀ぎ式しきの間です。特に大事な儀式を行う際にのみ用いられる場所で、滅めつ多たに使われることはないのですがね」


　リリアンナの言葉に、司祭が答える。


「親書から察するに、ダーニカさんの受けた呪いは相当強力な様子。ザイア神殿がわざわざ私どもライフォス神殿に依頼するほどですから、よほどのことなのでしょう」


「はい……」


「特に、呪いの原因であるその魔剣は、かなり強い力を持つようですね。探たん査さの魔法を用いなくとも、気配だけで秘められた魔力の強さがわかるほどです」


「…………」


　リリアンナと司祭の会話を聞きながら、アレクはただ黙だまっていた。本来なら呪いを解かれ、〝穢れ〟を祓えるならば嬉うれしいことだ。なのに、なぜか落ち着かない。


（呪いを解いても、魔剣さえ扱あつかえるならヴィクトールとの約束は守れる……けど、なんか、ここはいやな感じがする……）


　これも呪いを解かすまいとする魔剣の誘惑なのか──アレクはそうも考えてみる。だが、感じている不安や違い和わ感かんはもっと根本的な本能の部分で感じているように思う。


「さあ、ダーニカさん。魔方陣の中央に立ってください。さっそく儀式を始めましょう」


「でも……」


　不安を消しきれず、アレクは素直に従う気になれなかった。それを敏びん感かんに感じ取ったのか、リリアンナも戸と惑まどいの表情を浮うかべて少年のことを見ている。


「大丈夫。不安を覚える必要はありません。すべて、こちらで対応します。あなたは、その魔ま剣けんごと、魔方陣の中央に立っているだけでいいんです」


　安心感を与える微笑ほほえみ。


　司祭の態度と声には、思わず身をゆだねたくなるような包ほう容よう力りよくを感じた。この司祭に頼たよれば間ま違ちがいなく救済される──知らず知らず、そう思わせてくれる。


（そうか……）


　だがそのとき、アレクは自分が感じている不安と違和感の正体に気がついた。


（自分が正しいと、信じて疑ってないんだ、この人……）


　司祭の瞳ひとみには、迷まよいも不安もない。神に対する絶対の信しん頼らい。自分が行おうとしていることに対する絶対の正義。それを、この司祭はまったく疑っていないのだ。


（でも、それだけ……？　オレが感じる不安は、それだけが原因なのか……？）


　司祭を見上げながら、アレクは不安の原因を探さぐろうと考えを巡めぐらす。けれど、彼が結論を導みちびき出すのを、司祭たちは待ってくれなかった。


「さあ、中央に立ちなさい。心配しなくとも、儀式が終われば、すべて元通りですから」


　がっしりとした手が、少年の肩かたを摑つかむ。そしてそのまま、半ば強引に魔方陣の中央へと運ばれていった。


「アレク……」


「オレスティ殿は、部屋の隅すみでお待ち願えますか？　そんなことはありえないとは思いますが、魔元素マナが不足した際は、お手伝いいただくかもしれませんので」


「は、はい」


　司祭の有う無むを言わせない態度に、気の強いリリアンナもおとなしく従う。


「それでは、儀式を始めましょうか」


　そう宣せん言げんすると、五人の神官たちは各々の持ち場に立った。


　そして最後にアレクを中央へ運んだ司祭が自分の持ち場へ立つと、儀式は厳かに始まる。


（本当に、いいのか……？）


　流されるままに魔方陣の中央に立たされたアレクは、落ち着かなげに周囲を見回す。


　司祭を中心に、神官たちはライフォス神へ祈いのりの言葉を捧ささげ始めていた。その声は唱しよう和わされ、巧たくみに計算されたドーム状の儀式の間の中で反響する。


　まったく同じ速度、同じ抑よく揚ようで唱えられる祈りの声。その完かん璧ぺきな調和による合唱は、独特の迫はく力りよくをもってアレクを包む。さらにはそれがドーム状の天井や円形に近い壁によって反響し、大きな唸うなりを伴ともなう。


（う……あ……）


　何重にも反響する調和された声──その唸りが生む恍こう惚こつ感かんは、アレクを一種のトランス状態へと導いていた。


　耳だけでなく、全身が祈りの声に満たされてゆく。さらに、魔方陣によって施ほどこされた各種様々な増ぞう幅ふく作用が、いっそう高い効果を生み出す。


「すごい……」


　儀式を見守るリリアンナも、ただただ圧あつ倒とうされるばかりだった。


　やがて儀式を取り仕切る六人の周りに、青白い光の粒りゆう子しが舞まい始める。それは、祈りによって高められ、凝ぎよう縮しゆくされた空気中のマナだ。さらに神官たちが内包するマナが儀式の間全体へと溢あふれ出し、祈りの声は遥はるか天空で眠ねむるライフォス神へと届けられる。


（これは……）


　半トランス状態になりながらも、アレクはどこか冷静な自分がいることに気づいていた。しかも初めに感じていた不安は、いまもなくなってはいない。


（どうなるんだ……？）


　カタカタと、腰こしの魔剣が振しん動どうしている。


　祈りの声を拒きよ絶ぜつするように、神の力を阻はばもうとするように、魔剣は震ふるえる。それは徐じよ々じよに強くなり、アレクの体をも揺さぶる。


（!?　け、剣が……!?）


　そして気がつけば、魔剣はゆっくりと鞘さやから抜ぬき放たれようとしていた。


　アレクは、指一本触さわっていない。無意識のうちに体を操あやつられ、剣を抜いたわけではない。ただ振動にあおられるようにして、魔剣が勝手に鞘から出ていこうとしているのだ。


（まずい……っ）


　そして祈りに反発するようにして、刀身に強い魔力が収しゆう束そくしつつあることに、アレクは気づいた。強力な魔剣さえ砕くだく、魔剣ソードブレイカー──その膨ぼう大だいな破は壊かいの魔力が、自ら放たれようとしてか、鞘から剣を押おし出しているのだ。


「儀式を……止め、て……っ」


　祈りに反発して、魔剣が暴れだそうとしている──そのことに気づいたアレクは、必死に声を振ふり絞しぼった。だがその声は悲しいほどに小さく、祈りの声にかき消されてしまう。


「アレク!?」


　だが儀式をずっと見守っていたリリアンナは、そのことに気づいた。腰の魔剣がゆっくりと引き抜かれつつあることにも、気づく。


「儀式を……儀式を、一いつ旦たん止めてください！」


　リリアンナは司祭の許もとへ、駆かけ寄よろうとする。だが儀式の間に充じゆう満まんする魔力の渦うずはいまや突とつ風ぷうのごとく強くなり、少女が壁かべ際ぎわから離はなれるだけでも全力が必要だった。


「──偉い大だいなる始祖神、あらゆる神々の父ライフォスよ！　この者を縛しばる呪のろいを、完全に祓はらいたまえ！」


　そしてアレクの声も、リリアンナの声も届くことなく、司祭は両手を広げて神への願いを訴うつたえる。集められた輝かがやくマナの粒りゆう子しは渦を巻まき、司祭たちの掲かかげた腕うでの動きに合わせ、天へと一いつ斉せいに放たれた。


　膨大な量のマナが神へと捧げられ、大いなる奇き跡せきが授けられる──儀式を取り仕切る司祭や神官たちは、そう信じて疑っていなかったのだろう。だから、儀式に異常事態が起きていることなど気づいてもいなかった。


　そして、その結果。


「だ、だめだ────ッ」


　必死に、アレクは魔剣の柄つか頭がしらを押さえ、魔剣を鞘へ戻そうと力を込める。


　だが、すべては徒と労ろうに終わった。


　魔剣ソードブレイカーは凝縮された力を一気に放ち、アレクを中心に恐おそるべき閃せん光こうが乱らん舞ぶする。


「アレク────」


　少年を呼ぶ、リリアンナの声。


「な、なんだと────」


　司祭の、驚きよう愕がくの呻うめき。


　だがそれらもすぐ、光の中に呑のみ込まれる。


　──そして。


　重々しい音と震しん動どうが、巨きよ大だいなライフォス神しん殿でん全体を、大きく揺ゆさぶっていた。
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「……なんだ、いまの震動は？」


　応接室で待たされていたダリウスは、敏びん感かんに石いし造づくりの神殿が揺れるのを感じ取っていた。


「わたし、様子を見てきます」


　ユーリカがソファから立ち上がり、扉とびらへと向かう。


「アレクの魔剣が、また暴走したのかな……」


　ヴラドも落ち着かなげに鼻をひくひくさせ、つぶやいた。だが、それに答えられるものは誰だれもいない。


「……鍵かぎが、かかってます」


「なに……？」


　応接室の外に出ようとしたユーリカが、深しん刻こくな表情で振ふり返る。


「どういうつもりだ？」


「生まれながらに〝穢けがれ〟を持つナイトメアと、魂たましいを持たないルーンフォーク……それに、神の末まつ裔えいを名乗るタビットの三人だからね。いかに友愛を説くライフォス神殿でも、ぼくたちみたいな異分子は信用に値あたいしないってことじゃない？」


　不ふ愉ゆ快かいさを隠かくそうともせず、ヴラドは皮肉を口にする。


「……この程度の鍵なら、開けられそうです。アレク様の様子を、見てきましょうか？」


「神官たちに見つからずにいけるか？」


「たぶん、問題ないと思います」


　隠おん密みつ能のう力りよくに長たけたルーンフォークの少女は、強がることなくそう答える。


「俺おれは神殿の外から使い魔フアミリアで様子を見る。情報を仕入れたら、適当なところで戻もどってきてくれ。単独行動はなるべく避さけろ」


「了りよう解かいしました」


　ダリウスの言葉に答える間にも、ユーリカは扉の鍵を外してしまっていた。細く扉を開くと、そのままするりと外へ出て行く。


「……神殿内が、ずいぶんと慌あわただしいな……」


「わかるのか？」


「ぼくたちタビット族は、第六感が優すぐれているからね」


　そう言って、ヴラドは大きな耳を立てていた。その表情は、毛皮に被おおわれていても渋しぶいものだとわかる。


「なにが起きた……？」


　ダリウスもすぐに使い魔の隼はやぶさへ視界を切り替かえる。神殿の屋根の上に待機させていた使い魔はふわりと飛び上がり、すぐに周辺の様子を映し出す。


「!?」


「どうしたの？」


「……ずいぶんな数の帝てい国こく兵へいが神殿に集結しつつある」


「帝国兵!?　どうして、ライフォス神殿を……？」


「わからん。だが、単なる見回りや挨あい拶さつというわけではなさそうだ」


「ダリウスさん、ヴラドさん……っ」


　そこへ、ユーリカが戻ってくる。その表情は、少し険けわしい。


「やはりアレク様の解かい呪じゆの儀ぎ式しきは失敗したようです。建物の一部が破は壊かいされ、事態収拾のために帝国の兵隊が動いているとか。それでアレク様やわたしたちを拘こう束そくすると……」


「……神殿のトラブルに、帝国兵が絡からむだと……？」


「対応も、早すぎるね」


「……事前に準備していたとしか思えんな」


「ルキスラの若き皇こう帝てい……ユリウスだっけ？　野心家で有名だけど……ひょっとしてアレクのことを聞いて、魔剣を狙ねらってるんじゃないかな……」


「アレク様……」


　ヴラドの推論に、ユーリカが怯おびえた表情を見せる。だがダリウスは、即そく答とうを避さけた。


「可能性は否定できないが……」


「ダリウスさん、帝国兵が……！」


　応接室の窓から外を見れば、完全武装の兵士が神殿の敷しき地ち内に入ってくるところだった。ダリウスはすぐに視界を使い魔に切り替え、その数が侮あなどれないものであることを確かく認にんする。


「……アレクが持つ魔剣は、国家の……いや、世界の命運さえ左右するかもしれない力を秘めている。帝国軍が、それを見み逃のがすわけはない……か」


「また魔剣が暴ぼう走そうしたんだったら、いまごろアレクも無事じゃない……っ。早く助けに行かないと！」


「まて、ヴラド」


「だけど！」


「いま俺たちが現場に向かっても、帝国兵と鉢はち合あわせするのがオチだ。いくらなんでも、いきなりアレクの命を奪うばうようなことはすまい。いまは……ここから離はなれるべきだ」


「逃にげるって言うの!?」


「俺たちまで捕つかまって、誰がアレクを救う!?」


「う…………っ」


　ダリウスの強い口調に、ヴラドは少しうなだれる。


「混乱しているいまなら、逃げるチャンスはある。ひとまず身を隠すぞ」


「……わかったよ、ダリウス……」


　頭の回転が速いタビットだけに、ヴラドは不本意ながらも同意した。ユーリカもいますぐアレクの許もとへ駆かけつけたい心境だろうに、必死に耐たえている。


「窓を破って庭から逃げる。ユーリカ、最さい後こう尾びは任せたぞ」


「……はい」


　ダリウスは呪じゆ文もんを唱えて部屋の入り口に強固な魔ま法ほうの鍵をかけると、窓の留とめ金を強ごう引いんに外した。そして、力任せに押し開ける。


「行くぞ」


「はい……」


「了解したよ」


　ダリウスが一番に窓から庭へ飛び出し、それにヴラド、ユーリカと続く。


　応接室の扉を誰かが叩たたいていたが、三人は無言のまま、夕日に赤く染そまる街まちの中へ姿すがたを消すのだった。
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『──剣けんを、手放すな……』


　地の底から響ひびくような声。


『剣は、もはやおまえの体の一部……そしてその剣は、大切な人を守るための力……』


（おまえは……）


　朦もう朧ろうとした意識の中で、アレクはその声を聞いていた。


　視界ははっきりとせず、なにもかもが歪ゆがみ、意識は混こん濁だくしている。


　だがアレクは、声の主が誰か知っていた。


　それは、ダーレスブルグで彼を救ってくれた謎なぞの剣士。まるでアンデッドのごとく、体の肉が腐くさり落ちた亡もう者じやのような存在。


『絶対に、守り通せ……それが、おまえの使命……おまえの役目……』


　亡ぼう霊れいの剣士は、それだけ告つげると、その存在を薄うすれさせてゆく。


『……彼女を、守ってやってくれ……魂たましいを、救うために……必ず、守って……』


　そしてゆっくりと、声は聞こえなくなる。


　代わりに聞こえてきたのは、少女の泣く声。


　必死に我が慢まんしているのに、どうしても洩もれてしまう、悲しい声。


　その声に呼ばれるように──アレクの意識は覚かく醒せいしていった。





「う……」


　額ひたいに走る痛みに、アレクは目を開く。


　最初に飛び込んできたのは、リリアンナの泣き顔だった。だがすぐに全身を激げき痛つうが襲おそい、アレクは目を閉とじて呻うめく。


「アレク!?」


「あぐ……っ。ぐ、ぐ……っ」


　頭も、両りよう腕うでも両りよう脚あしも、胸むねも腹はらも、あらゆるところが痛む。痛む場所が多すぎて、どうしていいかわからない。


「ザイアよ、この者の苦しみを和やわらげください……っ、お願い……っ」


　リリアンナが必死に神への祈いのりを捧ささげ、癒いやしの魔法を繰くり返し繰り返しアレクへかけ続けているのがわかる。そのたびに苦痛は和らぐが、ほんの一いつ瞬しゆんのことだ。すぐに耐たえ難がたい痛みが襲ってくる。


「リリアンナ……オレ……」


「アレク、意識が戻ったの!?」


　少年の頰ほおに、リリアンナは優やさしく手を置く。アレクは痛む腕をどうにか動かし、その手に自分の手を重ねる。


「なにが、どうなって……うっ」


「無理に動かないで！」


「オレ……？」


　再び走る痛みに、アレクは手を額に当てる。その指先に、硬かたいものが当たった。


「角……？　まさか、オレ……」


　霞かすむ目で必死にアレクは周囲を見回す。


　そこは、薄うす汚よごれた石造りの部屋だった。


　それも、狭せまく圧あつ迫ぱく感かんのある小さな部屋だ。窓はなく、出入り口は頑がん丈じようそうな鉄てつ格ごう子しのみ。粗そ末まつな寝しん台だいが二つあるきりで、アレクはそのうちのひとつに寝ねかされていた。


「魔剣が、暴走したのか……!?」


　手て許もとに魔剣がないことは、直感でわかる。その結果、自分の体が急激に〝穢けがれ〟に冒おかされつつあることも。


「アレク……」


「そうだ……確か、解呪の儀式の最中に、魔剣が暴れ始めて……」


　魔剣は暴走──そして、激はげしい衝しよう撃げき波はを放って、アレクの意識はそこで途と切ぎれている。


「リリアンナは、大丈……夫？」


「うん、わたしは平気……」


　そう告げる少女の顔には、疲ひ労ろうの色はあるものの、負ふ傷しようしている様子はない。


「ライフォスの司祭さんたちは？」


「……生きてる……けど、かなり重傷みたい……」


「そっか……。儀式は失敗……挙げ句、魔剣は暴走して司祭さんたちを吹ふっ飛ばし、そんな危ない連中は牢ろう屋やに閉じ込めとけ……ってことだな」


「大だい丈じよう夫ぶ、すぐにあれは事じ故こだってわかってもらえるから！」


　皮肉っぽくつぶやくアレクに、リリアンナは必死な様子で言葉を返した。だが易やす々やすとここから出してもらえそうにないことは、彼女自身もわかっているようだ。


「神しん殿でんの地下にも、こんな牢ろう屋やがあるんだ……」


　調和と友愛、慈じ愛あいと寛かん容ようを説とくライフォス神殿のイメージとはかけ離はなれた牢の雰ふん囲い気きにアレクは眉まゆ根ねを寄せる。


「魔剣は……取り上げられたのか……？」


「ごめん……アレクから放さないでってお願いしたんだけど、聞いてもらえなくて……」


「別にリリアンナのせいじゃないさ。だけど、魔剣と引き離されるのが、こんなにキツイもんだとはなぁ……」


　深しん刻こくな表情を見せるリリアンナに、アレクは冗じよう談だんっぽく告げる。だがすぐに再び激痛が全身を襲い、声も出せなくなる。


「～～～～～～～～っ」


「アレク!?」


「……っ、呪のろいの魔剣が、実質的には〝穢れ〟からオレを守ってるってんだから……笑いぐさだよなぁ……」


　どうにか持ち上がる自分の手を見て、アレクはつぶやく。


　アレクは、呪いによって魔剣を手放せなくなっている。無理に手放そうとすれば、呪いによって〝穢れ〟が増大し、肉体に苦痛と変化をもたらすのだ。


　手を見ただけでも、すでに黒い痣あざが広がっており、全身からは瘴しよう気きが漂ただよい出していた。


　魔剣を手放すことができない──これこそが、アレクの持つ魔剣ソードブレイカー最大の呪いなのだ。


　だが、ライフォスの司祭たちはそのことに気づいていないのだろう。魔剣と引き離された状態でいれば、最悪アレクの魂たましいは穢れきってしまい、亡者アンデツドになりかねない。


「ごめんね、アレク……わたしが無理にライフォス神殿へ連れてきたばっかりに、こんなことになって……」


　冷たい床ゆかにひざまずき、硬かたいベッドに両りよう肘ひじを突ついて、リリアンナは祈るような姿すがたでうなだれた。彼女のそんな弱気な姿を見たことがないアレクは、肉体的な苦痛の中にあっても、つい戸と惑まどってしまう。


「だから、リリアンナのせいじゃねぇって」


「だけど！」


「……オレだって、〝ひょっとして呪いが解とけるんじゃねぇかな〟って思ってた。〝穢れ〟が溜たまってアンデッドになっちまうのは怖こわいし、いつまた暴走させるかわかんねぇ魔剣を持ち歩くのも、正直怖いしな……」


「アレク……」


「でも、オレはヴィクトールと約束をしたんだ……剣を受け継つぐって。なのに、〝やめられるなら、やめちまおう〟みたいなこと考えたから、バチが当たったんだよ」


　苦痛を堪こらえ、アレクは苦笑を浮うかべてみせる。


「一度乗ったら、下りられない船だったんだよ、やっぱり。そういう意味じゃ、覚かく悟ごは決まったな……あの魔剣と、一生付き合うよ」


「だったら……わたしも守るよ……アレクのこと、ずっと守る……」


「え……？」


「だって、わたしが魔剣の封ふう印いんを解かなければ、アレクが呪われることもなかった……わたしがアレクをルキスラなんかに連れてこなければ、こんなことにはならなかった……だから、せめて……わたしは、あなたを守る。命に代えても、アレクのことを……」


　そう繰くり返しながらも、少女の両りよう肩かたは震ふるえていた。どんなに誓ちかっても、アレクの苦痛を取り除くことさえできず、牢から出ることもできない自分の無力さに、リリアンナは苦しみ、憤いきどおり、落らく胆たんしていた。


　ザイアの信徒として、強くあらねばならない──強い責任感と自尊心が、リリアンナの精神を強固にしている。だが同時に、細く鋭するどく磨みがかれた刃やいばのように、少女の心は脆もろく砕くだけやすいものになっていた。


「リリアンナ……」


　身動き取れない身になって初めて、アレクはそのことがよく見えた。リリアンナが普ふ段だんどれほど無理をして、自分を奮ふるい立たせているのかがわかった。


　どうにかしてやりたい──少しでも心の負ふ担たんを軽くして、折れないように支えてやりたい。強く、そう思う。


「はは……普通はさ、男が女の子に言うもんだぜ、〝おまえを守る〟ってな」


「アレク……？」


「迷めい惑わくがられてもかっこ悪いし、黙だまってようと思ったんだけどさ……オレこそ、リリアンナを守るつもりでこの旅に参加したんだぜ？　それが、まさか先に逆の宣せん言げんをされちまうとはなぁ。男としてかっこ悪いことこの上ないぜ」


　アレクは苦笑し、顔をあげたリリアンナの瞳ひとみを見つめる。


「わたしを、守る……？」


「迷惑だよな、そんなの」


「ううん、そんなことない……そんなことないよ、アレク……」


　弱気だったリリアンナの顔に、ほんの少しだが精気が戻もどる。けれど、堪こらえていたはずの涙なみだが、無意識のうちにこぼれていた。


「リリアンナ……？」


「ごめんなさい、なんだかわからないけど、急に涙が……へんだよね、こんなの。すぐ泣く女って、わたし大だい嫌きらいなのに……」


　リリアンナは苦笑を浮かべ、必死に両手で涙を拭ぬぐった。だけど、不思議なぐらい涙は止まらない。


「泣くなよ……どうしたらいいか、わかんねぇじゃねぇか」


「……そうだね、ごめんね……」


　アレクは痛みを堪え、謝あやまるリリアンナの頭を撫なでた。初めはびくっとなったリリアンナだったが、黙って額をアレクの胸に預あずける。


　どれぐらい、そうやっていただろうか。


　アレクは意を決し、身を起こした。リリアンナも驚おどろいたように顔をあげる。


「どうしたの、アレク？」


「ここから、脱だつ出しゆつする。このままじゃ、破は滅めつを待つようなもんだからな」


　歯を食いしばって苦痛に耐たえ、アレクは履はいたままの靴くつに手を伸のばす。そして踵かかとを捻ひねって外すと、そこからは小さな銀色の球きゆう体たいが出てきた。


「それ……」


「予備の魔動制御球マギスフイアだよ。こんなこともあろうかと、仕込んどいたんだ」


　アレクは短く起動語コマンドワードをつぶやくと、小さな銀色の球体はふわりと浮かび上がった。


　マギスフィアには、様々な機能が隠かくされている。魔動機師マギテツクであるアレクは、それを自在に引き出すことができる。


「すごい……だけどアレク、体動かして大丈夫なの？」


「リリアンナの看かん病びようが効きいたのかな、少しはマシになってきた。牢ろうを脱出して、魔剣を取り戻せば、きっと元通りになるさ」


　穢れのせいで生えてきた角を触さわり、アレクはベッドから降りる。


　両りよう脚あしに力が入らず、がくっとなった。だがそれを、リリアンナが咄とつ嗟さに支える。


「マギスフィアには、小さな鍵かぎぐらいなら吹っ飛ばせる程度の小型爆ばく弾だんを作り出す機能があるからな。まずはそいつで、入り口の鍵を壊こわす。魔剣に近づけば体も楽になっていくはずだから、魔剣探しもそう難むずかしくはないさ」


「うん……そうだね」


　リリアンナもアレクの意図を理解し、頷うなずく。そして少年に肩かたを貸し、鉄格子の入り口へと向かった。


　だがすぐに、二人の動きは止まる。


　なぜなら、足音がゆっくりと近づいてくることに気づいたからだ。


「見回り……？」


「いや、それにしては足音がなんか変だ……」


　近づいてくる足音は、二つ。だが、片方は柔やわらかい素材の靴音で、もう片方は硬かたくて重そうな足音だ。見回りの兵士なら、そんな不ふ揃ぞろいなことはないはず。


「──どうやら、まだ人間のままみたいだね、アレク君」


　やがて、牢の前にひとりの男が姿を現す。


　廊ろう下かに灯ともされた、薄うす暗ぐらい照明の中に浮かび上がったその顔を、アレクは覚えている。


　バーレスの町で私刑リンチにされそうになっていた少年を救い、剣けん技ぎの基本を手ほどきしてくれた金きん髪ぱつの剣士──スレイ。


「なんで、あんたがこんなところに……？」
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　アレクは驚おどろき、身構える。


　だがそれとは対照的に、剣士はにっこりと微笑ほほえんでいた。





　　　　６




「誰だれ……？」


　リリアンナは、突とつ如じよ現れた男を前に、アレクをかばうよう前に立つ。


「そちらのお嬢じようさんとは、初めて会うことになるね。僕ぼくは、スレイ。アレク君とは、以前バーレスの町で知り合った仲だよ」


「スレイ……？」


　薄暗い地ち下か牢ろうに似に合あわない、さわやかな笑みに優ゆう雅がな物もの腰ごし。


　さしずめ興きよう味み本位に囚しゆう人じんを見物に来た貴き族ぞくの坊ぼつちゃん、といった風ふ情ぜいだが、革かわ鎧よろいと剣で武ぶ装そうしているところを見ると、冒ぼう険けん者しやのようにも見える。


「……それで、アレクのお友達が、こんなところになんの用？」


「もちろん、きみたちを助けに来たんだよ」


「助けに……？」


「ああ。どうやら魔動機術で鍵を壊して逃にげるつもりだったみたいだけど、そんなことをすれば物音ですぐに警けい備び兵へいが駆かけつけてくる。勇ゆう敢かんな決断は評価するけど、ちょっと無む謀ぼうかもしれないね」


「……他ほかに、手がなかったからな」


　呻うめくような声で、アレクは答える。


「そんなことより……スレイさん、でしたっけ？　わたしたちを助けに来てくれたのはありがたいんですけど、どうしてここがわかったんですか？　そもそも、わたしたちが捕つかまったこと、どうして知っているんです？」


「ふふ……賢かしこいお嬢さんだね。いい質問だよ」


　スレイは小さく笑うと、鍵束を取り出す。


「まず、なぜきみたちがこんな地下牢に押し込められたか、教えてあげよう」


「そんなの、魔剣が暴走したからじゃ──」


「それは理由として、半分しか正解じゃない」


「半分……？」


「そう。魔剣が暴走し、儀ぎ式しきの間が破は壊かいされたのは、ライフォス神しん殿でんにとっても誤ご算さんだった。彼らは、本気で呪のろいを解とき、アレク君と魔剣を引き離はなすつもりでいたからね」


「そういう依い頼らいなんだから、当然なんじゃ……」


「建たて前まえ上はね。でも彼らの真意は、別にある……厳げん密みつに言えば、彼らライフォス神殿の背後にいる人物の、だけど」


「ライフォス神殿が誰かに操あやつられているって言うの!?　そんな馬ば鹿かなことってないわ！　どんな国でも、神殿は強い独立性を持ってるはず……ましてや、ルキスラのライフォス神殿はザルツ地方でも最大の信者数と規き模ぼなのよ!?」


「さすがザイアの遠えん征せい武ぶ官かんだね、リリアンナさん。なかなかの見けん識しきだ」


（わたしの名前も、知ってる……？）


「もちろん、ライフォス神殿全体が操られているわけじゃない。神殿内の、一部の人間の話だよ」


「どういうこと……？」


「調和と友愛、秩ちつ序じよと善を教義に掲かかげるライフォスの神殿とはいえ、ここまで規模が大きくなれば、組織としての腐ふ敗はいは避さけられない。最高権けん威いであるイシュメル・チャーチ師しが敬けい虔けんかつ善良なライフォス信徒であることは確かだ。この神殿に勤つとめるほとんどの神官や司祭が、同様に善良で徳の高い人物なのも間ま違ちがいない」


「だったら……」


「でも、全部じゃない。若く、理想に燃え、熱い信念を持つきみには理解しがたいことかもしれないけれど……人の心は簡かん単たんに腐くさるんだ。一見高こう尚しような人徳者に見えても、金や権力の誘ゆう惑わくに抗あらがえない大人なんて、このライフォス神殿にだってたくさんいる」


「……でもそんな人たちが、どうしてわたしたちを閉とじ込めたりするわけ……？」


「そろそろ予想できてるんじゃないかな、賢いお嬢さん」


　スレイは笑みを消すと、少女の後ろに立つアレクを見る。


「儀式を成功させ、アレク君と魔剣を引き離す……つまり、きみたちが持つ魔剣を欲ほつする者が、欲よくに目がくらんだライフォスの司祭を操って奪うばおうと画かく策さくしていたってことだよ」


「オレの、魔剣を……」


「誰が、そんなことを!?」


　リリアンナの疑問に、スレイはすぐ答えなかった。値ね踏ぶみするように少女の瞳ひとみを見つめ、それからゆっくりと口を開く。


「──ルキスラ帝てい国こく皇こう帝てい、ユリウス・クラウゼ」


「!?」


　その名を聞いた瞬しゆん間かん、二人は電でん撃げきを受けたかのように体を震ふるわせた。


「ルキスラの、ユリウス皇帝!?」


「意外かい？」


「それは……でも……っ」


　リリアンナは、思わず口ごもる。


　ザルツ地方に暮くらす者で、皇帝ユリウスの名を知らない者はまずいない。


　六年前──先代皇帝カリストが突とつ如じよ病死し、第一位王位継けい承しよう権けんを持つアリオウス皇おう子じもまた不可解な死を迎むかえたことで、弱じやつ冠かん二十二歳さいで即そく位いした若き皇帝。


　しかしその圧あつ倒とう的てきなカリスマ性と強ごう引いんな手法で混乱する宮きゆう廷ていをあっという間に平定し、皇帝及および皇子暗殺の疑いで反旗を翻ひるがえした旧きゆう皇帝派貴族も迅じん速そくに鎮ちん圧あつ。大規模な内乱に発展するのを未然に防いだ手しゆ腕わんは、若じやく輩はいと侮あなどっていた門もん閥ばつ貴族や近きん隣りん諸国の権力者を驚かせた。


　その後もユリウスは軍備の増強を続け、貿ぼう易えきを活発にし、冒険者の活動を奨しよう励れいして魔動機文明時代の失われた技術復興に力を注いだ。


　歴史と伝統はあるものの、緩ゆるやかに国力を低下させつつあったルキスラ帝国は、この六年で大おお幅はばに変わったと言ってもいい。比ひ較かく的穏おだやかな性格だった先代皇帝とは大きく異ことなり、皇帝ユリウスは徹てつ底ていして富ふ国こく強きよう兵へいに邁まい進しんした。そしてそれは、現在でも続いている。


　その結果、皇帝ユリウスについた二つ名は、〝若き野心家〟だ。そしてユリウス本人もまた、そのことを否定していない。


　ゆえに、誰もが噂うわさし、ささやきあう──いずれは帝国の版はん図とを広げるべく、挙きよ兵へいするのではないかと。


「……ユリウス皇帝が、冒険者を支し援えんして魔動機文明の遺い産さんを集めているのは知ってるけど……でも、どうしてアレクの魔剣を……」


「疑問に感じる理由があるのかな？　きみは、魔剣の力がどれほどのものか、知っているだろう？　そしてその力の源みなもとが、三百年前に魔動機文明アル・メナスを滅ほろぼした、〝蛮ばん王おう〟に由ゆ来らいするものだということも」


「!?」


「……あなた、本当に何者なの……？」


「ここまで来て、隠かくしたって始まらないからね。素直に話すよ。だけど、話を聞いたら、僕についてきてほしい」


　スレイはそう告つげると、ほとんど聞こえない声で何事かつぶやいた。すると、硬かたいものが床ゆかを打つような足音が響ひびき、奇き妙みような存在が牢ろうの前に現れる。


「石の従者ストーン・サーバント……？」


　それは、魔法で生み出された疑ぎ似じ生命体。人の形を模もして、魔力を与あたえた石によって造られたゴーレムだ。背せ丈たけはリリアンナとさほど変わらないが、重厚でどっしりとした体格をしていた。その腕うでには、アレクとリリアンナの装そう備びが一式抱かかえられている。


　そしてその一番上にあるのは──ひと振ふりの魔剣。


「それ……」


「ソードブレイカー!?」


　アレクが飛び出し、鉄格子を摑つかむ。


　魔剣が近づいたことで、アレクの体は正常に戻もどりつつあった。瘴しよう気きは消え、角は引っ込み、全身に広がりつつあった痣あざもなくなってゆく。


「きみ以外がこの魔剣に触ふれると、大おお怪け我がするのは体験済ずみなんでね。魂たましいを持たない魔法生物に運ばせてみたってわけだ」


　足を止めたストーン・サーバントの頭を、スレイは手で撫なでる。


「僕はいま、この国の抵抗組織レジスタンスに協力している。軍備を増強し、帝国の版図を広げ、いずれはすべてを支配しようともくろむユリウス皇帝を倒たおそうという人たちにね」


「レジスタンス……？」


「これ以上、皇帝ユリウスに力をつけさせるわけにはいかない。本ほん音ねとしては、きみたちにも協力してもらいたいんだけど、この魔剣が皇帝の手に渡わたらないだけでも十分なんだ」


　スレイはそう告げると、鍵かぎを使って牢屋の錠じよう前まえを外した。そして再び何事か指示を出し、ストーン・サーバントに剣を差し出させる。


「鍵は開けたよ。ここから逃にげ出す秘ひ密みつの抜ぬけ道も、僕は知っている。レジスタンス活動に協力しろ、とは言わない。だから、僕を信じて、一いつ緒しよに脱だつ出しゆつしてほしい」


「スレイ……」


　アレクが、牢の扉とびらを開ける。それを見て、リリアンナはどうするべきか迷まよった。


　レジスタンスの手引きでここから脱出すれば、協力するとしないとにかかわらず、一員と見なされるだろう。許可もなく勝手に牢を出るということは、それだけで立りつ派ぱな犯はん罪ざいだ。


　だが強引に地下牢へ閉じ込めたライフォス神殿の対応も、理り不ふ尽じんなものだ。このまま座ざして待っていたとしても、解放される保証はどこにもない。


「迷っているみたいだね、リリアンナさん」


「……っ」


「ライフォスの盾たてとして神々の戦争を戦い抜いた騎き士し神しんザイア……その信徒であり、秩ちつ序じよと法の番人であるザイア神官が勝手に牢を抜け出すことに抵てい抗こうを感じるというのは、きみが正常で優ゆう秀しゆうな人間だという証あかしだよ」


「わたしは……っ」


「大だい丈じよう夫ぶ。僕はきみたちを強引に牢から出し、拉ら致ちするんだ。きみたちの意思とは関係なく、連れ去るってわけさ」


「え……？」


　急に軽い口調で告げ、ウィンクさえしてみせるスレイの態度に、リリアンナは戸と惑まどう。


「きみたちに、迷めい惑わくはかけない。だから、安心してついてきてくれ」


　金きん髪ぱつの剣けん士しは、戸惑う少女の手を摑つかみ、強引に牢の外へと引っ張り出した。突とつ然ぜんのことにリリアンナは抵抗することもできず、スレイの腕の中に捕つかまる。


「!?」


「ははは。これできみは僕の虜とりこだ」


「や、やめてくださいっ」


　リリアンナは細ほそ身みの剣士の体を強引に突つき放し、距きよ離りを取る。その様子を見て、スレイはもう一度笑った。


「失礼、お嬢じようさん。でもこれで、きみは抵抗したという事実ができた。もし再び捕まったとしても、噓うそは言わないですむだろう？」


「う……っ」


　ザイアの神官は、噓をつくことを嫌きらう。たとえそれが方便であっても、だ。スレイという男は、そうした心理もよく理解していた。


「アレク君も、剣を取りたまえ。きみの大切な女の子を粗そ雑ざつに扱あつかった僕を、いつでも斬きっていいからね」


「ス、スレイっ」


「ははははは」


　顔を赤くするアレクを見て、金髪の剣士は笑う。


「さあ、こっちだ。時じ間かん稼かせぎの策さくは打ってきたけれど、いつまでもここでのんびりしていられるわけじゃないからね」


　スレイはそう言ってウィンクすると、歩き出す。


「アレク……」


「……ついていくしか、ないよな」


「うん……」


　まだ釈しやく然ぜんとしないリリアンナだったが、アレクは意を決したように魔剣を摑んでいた。それを合図に石の従者もスレイを追って歩き出し、少年もそれに続く。


「…………っ」


　そしてリリアンナもしかたなく、彼らのあとを追うのだった。




第二章『レジスタンス』













　始し祖そ神しんライフォスの教えは、あらゆるものを許し、あらゆるものと調和することにある。


　それは神代の時代、ライフォス神自身が多くのものに力を分け与え、共に繁はん栄えい発展しようとしたことに由来している。持たざるものをなくし、すべてのものを富み栄えさせることで、差別なき平和をもたらそうとしたのだろうか。


　だがその楽園のような世界を、戦神ダルクレムと蛮ばん族ぞくたちは完かん膚ぷ無なきまで破は壊かいした。力あるものが、すべてを得る──圧倒的な暴力の前に、調和は蹂じゆう躙りんされたのだ。


　以来、ライフォスの使徒は、蛮族だけは許さない。たとえ調和の教えに反しても、〝穢けがれ〟持つ蛮族だけは、断固として許さないのだ。




──ある神学者の研究ノートより





　　　　１




　ライフォス神しん殿でん周辺は、にわかに騒さわがしくなった。


　帝てい国こく兵へいが神殿へと詰つめかけ、その乱入を止めようとする神官戦士たちと押おし問答が始まり、やがて強ごう引いんに帝国兵が神殿内へと突とつ入にゆうするという騒ぎに発はつ展てん。


　本来ならば鉄てつ壁ぺきの団結で帝国兵といえど一兵たりとも通さないだろうライフォス神殿の対応にも混乱があり、結局は帝国軍の強制捜そう査さを一部受け入れる結果となっていた。


　捜査の理由は、神殿内での大規模な爆ばく発はつ事じ故こ。だが帝国兵が現れたのは爆発直後であり、事前に仕組まれていたという噂うわさがまことしやかに語られている。


　神殿内が混乱したのは、最高司し祭さいイシュメル・チャーチ師しが外遊中で不在だから──という意見が大半だが、数台の護ご送そう馬車が神殿から離はなれてゆくのを目もく撃げきした者もおり、帝国の強引なやり方に批ひ判はん的な声をあげる市民も多くいた。


　そうしたドタバタの一ひと幕まくに野や次じ馬うまも集まり、ライフォス神殿周辺は、夜半までちょっとした騒そう乱らん状じよう態たいだった。


　だからその隙すきにいなくなった者がいても、誰だれも気づかない。


　それがたとえ、事件の真相に近い人物だったとしても。





「──親父おやじ、特別冷えたエール酒を三つだ。それと適てき当とうな食事も頼たのむ」


　下町の場末の酒場に入ると、ダリウスはそれだけ注文して奥おくまった席に陣じん取どる。


「ダリウス、こんなところでのんびり食事してる場合じゃないよ！　神殿が混乱している隙に、アレクを助けに行かないと──」


「いいから座すわれ」


「わっ」


　背後に続きながら抗こう議ぎするタビットの首根っこを摑つかみ、ダリウスは椅い子すに座らせる。


「神殿のどこにいるかもわからない、どんな状態にあるかも不明な状じよう況きようで、渦か中ちゆうに飛び込むのはリスクが高すぎる。いま動くのは危き険けんだ」


「でも……アレク様のこと、心配です……」


　どかっと椅子に座ったダリウスの側そばに立ち、ルーンフォークの少女もうつむく。


「もしあの騒動の原因が魔ま剣けんの暴ぼう走そうだとしたら、アレクやリリアンナは大変なことになってるかもしれない。アレクの身にもしものことがあったら、どうするんだよ!?」


　珍めずらしく感情をあらわにするヴラドに対し、ダリウスはあえて表情を消す。


「……アレクは無事だ、というのがすべての前提だ。その上で、アレクが神殿側に確保されようと、帝国側に捕とらわれようと、すぐにどうこうされることはない」


「なんでだよ!?　ライフォス神殿が特に〝穢れ〟を嫌きらっているのは有名な話だ。そんな彼らが、〝穢れ〟をもたらす呪のろわれた魔剣の暴走を目の当たりにして、まっとうな対応ができるとは思えないっ」


　ヴラドは椅子の上に立ち、テーブルを叩たたく。


「……最悪、アレクは苦境に立たされている可能性はある。幽ゆう閉へいされ、拷ごう問もんされる可能性だってあるだろう」


「ア、アレク様……っ」


「だが焦あせって無む理り矢や理り助けに行っても、事態は悪化するばかりだ。最悪俺おれたちも捕つかまってしまえば、もう誰もアレクを救うことはできない」


「それは……そうだけど……」


　ひとしきり言い合って、ヴラドは少し冷静さを取り戻もどしていた。ちょうど給仕の男がジョッキに入った泡あわ立だつエール酒を運んできたので、椅子に座り直してそれを受け取る。


「ユーリカも座れ」


「は、はい……」


　ダリウスはそう命じると、ジョッキを摑つかんで一気にあおった。冷えた発はつ泡ぽう性せいの酒が喉のどを下るにつれ、少し気持ちが落ち着いてくる。


　ダリウスは意外と自分が焦あせり、苛いら立だっていることに気づき、大きく息を吐はいた。


「……なあ、ダリウス。あの震しん動どうは、やっぱり魔剣の暴走だと思う……？」


「憶おく測そくしかできないが……そう考えるのが妥だ当とうだな」


「ぼくも、同じ考えだけど……いくつか腑ふに落ちないことがあるんだ」


　ヴラドはちびっとエールに口をつけ、苦みに顔をしかめる。


「ライフォス神殿が〝穢れ〟を嫌っているのはわかるよ。だけど、アレクの呪のろい祓ばらいをあんなに急いだのは不自然だ。しかも、あの震動が起こった直後に、帝国兵が雪な崩だれ込こんできてる。まるで、事件が起こるのを知ってたみたいに」


「……それは、俺も同感だ。手際がよすぎる」


「うん……いったい、どうしてこんなことになったんだろう……」


　ヴラドは短い手で頭を押さえ、飲み慣れないエールをもう一口呑のむ。


「……やっぱり、アレク様の魔剣が狙ねらいなんじゃないでしょうか……？」


　おそるおそる口を挟はさんだのは、ユーリカだった。その言葉に二人が振ふり返り、ルーンフォークの少女はびくっとなる。


「あ、あの、すみません、余計なことを言って……」


「いや、俺も同じことを考えていた」


「……そうだね。ぼくも同じだよ」


「え……？」


「魔剣については、親書でも触ふれていないはずだし、秘ひ密みつにしてある。ダーレスブルグの地下でのことや、鬼き哭こく山ざんでのことも、目もく撃げきした者は基本的に俺たち以外にいないからな」


「〝蛮ばん王おうの剣つるぎ〟について知ってるのは、ぼくら以外じゃマグダレーナ将軍と、その側近ぐらいだもんね」


「だから、アレクを直接狙う者などいないと思っていたが……」


「す、すみません……っ」


　二度にわたってアレクを殺そうとしたユーリカは頭を下げて小さくなった。だが彼女の目的だって、魔剣だったわけではない。


「情報が漏もれてる……？」


「あるいは、よほど察しのいいやつが裏で糸を引いているか、だ」


「魔ま動どう機き文明アル・メナスを滅ほろぼした、〝蛮王の剣〟の一本。欲ほしがるやつは、いくらでもいるだろうからね」


　ヴラドは嘆たん息そくし、腕うでを組む。


「……だけど、今回は帝国兵まで動いてる……神殿と事を起こすことも辞さないって強きよう硬こうな態度……そんなことができる人物となれば……」


　そこまでつぶやき、ヴラドはひとつの結論に至る。


「ルキスラ皇こう帝てい、ユリウス・クラウゼ？」


「……だろうな」


　ダリウスも、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で同意する。


「ザルツ地方一番の野心家と言われる皇帝か……〝蛮王の剣〟を欲しがる人物としては、まさしく筆ひつ頭とうだね」


　あまりに強大な相手の名前が出てきたことに、ヴラドは大きく嘆息した。アレクが帝国軍に捕らわれているとすれば、助け出すのは困こん難なんを極きわめる。


「……アレク様は、そのユリウス・クラウゼという人物に捕らえられているのですか？」


「その可能性が高い……ってことだけど」


「じゃあ、その人を殺してきます」


「わあっ、待って待って待って！」


　ガタッと席を立つユーリカに、ヴラドが慌あわててすがりつく。


「どうしてですか？」


　そう言って、ルーンフォークの少女はきょとんとした表情を浮うかべる。


「首しゆ謀ぼう者しやを殺せばいいってもんじゃないんだよ。事態はもっと複ふく雑ざつで困難だからさ……」


「……じゃあ、どうすればいいんでしょう……？　わたしがアレク様のためにできることなんて、敵てきを殺すぐらいなのに……」


「ま、まあ、落ち着いて。いま方法を考えてるからさ」


「はい……」


　ヴラドになだめられ、ユーリカは肩かたを落として椅子に座り直す。蛮族の間で主人への奉ほう仕しと暗殺だけを仕し込こまれてきた少女にとって、いまの事態は複雑すぎるのだ。


「──待たせたね。今日はこれしかできないよ」


　そこへ、給仕が大皿の料理を持ってきた。元がなんだったかよくわからない肉が、炭になる寸前まで焼かれて盛もられている。作り置きなのか冷めているし、古い油を使ったらしくにおいもいまいちだ。


「うわ……これ、本当に食べ物……？」


　給仕が去るのを確かく認にんして、ヴラドは顔をしかめる。


　だがダリウスはフォークで肉をかき分けると、皿の底の色を確かめた。そして無表情なまま肉を食らい、エールで流し込む。


「食べて大だい丈じよう夫ぶなの、それ……？」


「ああ。それと、すぐに出るぞ」


「え……？」


「焦こげた肉は、敵の接近。赤い皿はなじみの情報屋が今日は営業中という意味でな」


「符ふ丁ちようだったの、これ!?」


「？」


　驚おどろき納なつ得とくするヴラドの横で、ユーリカがきょとんとなっている。


「何年かは、ルキスラを拠きよ点てんに冒ぼう険けんをしていた。このあたりは顔が利きく」


「さすが古強者ベテラン……」


「この店で、ぬるいエールの十倍の値段もする冷えたやつを頼たのむのは、急ぎで情報が欲しいやつだけだからな。頼んだ数は緊きん急きゆう性せいを示す暗号だ」


　ダリウスがこの店を選んだのも、酒を飲まないヴラドの分までエールを頼んだのも、すべては店主との暗号だったのだ。冒険者の中には、情報を得るべく裏社会と通じている者も少なくない。そしてダリウスは、そういった情じよう報ほう網もうをこのルキスラに持っているのだ。


「行くぞ」


「了りよう解かい」


　席を立ったダリウスに、ヴラドも続く。


「あ、待ってください……っ、ご飯食べないんですか……？」


　ひとり状じよう況きようを理解していなかったユーリカは、肉を食べようとし口を開いたところだった。戸と惑まどった挙げ句、肉を口へ放ほうり込み、慌てて二人を追いかける。


「邪じや魔ましたな」


「……毎度どうも」


　ダリウスは去り際に店主へ金貨を放り、店の裏口へと向かう。


　帝国兵が店内へ雪崩なだれれ込んできたときには、もう彼らがいた痕こん跡せきさえ、残されていなかった。
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　一方のアレクたちは、古びた石いし造づくりの地下道を歩いていた。


　驚いたことに、この地下道はアレクたちが幽ゆう閉へいされていた地ち下か牢ろうから続いていた。秘密の扉とびらがあり、スレイはそこを抜ぬけて地下道に入ったのだ。


「……神しん殿でんの地下に、こんな抜け道があるなんて……」


　頭を打ちそうなほど天てん井じようが低い場所や、体を横にして歩かないと通れないほど狭せまい場所もあった。足場もいいとは言えない。だが地下牢から脱だつ出しゆつできた解放感から、リリアンナは少し興こう奮ふん気味に嘆たん息そくした。


「ルキスラは魔動機文明アル・メナス以前の遺い跡せきを元に復ふつ興こうした国だからね。かつては大だい規き模ぼな地下街もあったと伝えられているし、この街の地下は驚くほど隠かくれる場所や抜け道が多いんだ」


　先頭で魔ま法ほうの明かりを照らしながら歩くスレイが、短く説明する。


「いまでも未み探たん査さの地下施し設せつはたくさんあるよ。冒険者がルキスラに集まる理由は、なにも皇こう帝ていの保護が手て厚あついってだけじゃなくてね。最近艤ぎ装そうが完かん了りようした空中戦せん艦かんを飛ばすための魔動核かくも、この街の地下から発見されたって話さ」


「ここで……」


　アレクは少なからず感動を覚えて、石造りの壁かべに指で触ふれる。埃ほこりっぽい、ひんやりした感かん触しよく。だが、夢ゆめやロマンが眠ねむっているような気がして、気持ちが高ぶる。


「ルキスラ皇帝ユリウスは、冒険者たちを優ゆう遇ぐうする一方で、ここでの発はつ掘くつ品ひんを独どく占せん的に買い上げている。場合によっては、発掘品を手放すのを拒こばむ冒険者から、強ごう引いんな手段を使っても……ね」


「そんなこと……」


「そう。冒険者が見つけたものは、冒険者自身が自由に扱あつかえる──これは、誰だれが決めたわけでもない、冒険者と付き合う際の不ふ文ぶん律りつだ。だがユリウス皇帝は、自国の発はつ展てんと己おのれの野望のために、そんなことは平気で無視する……」


　スレイが語ったことは、アレクもリリアンナも知っていることだ。


　冒険者が古代の遺跡から見つけ出してきたものは、すべて発見者のものとなる。だからこそ一いつ攫かく千せん金きんを目指して冒険者は危き険けんに挑いどむのであり、誰も知らない知識や魔術の秘ひ奥おうを求めて暗くら闇やみの中を進むのである。


　これを国家が強引に横取りするようなことがあれば、冒険者稼か業ぎようは成り立たない。結果的に遺跡へ挑む者は激げき減げんし、人族社会の文明復興は極めて遅おくれることとなる。


　だからこそ、どの国家も冒険者には過大なほどの自由を与あたえ、大金をもって取引を行っていた。公費で遺跡探たん索さく隊たいを養やしなえるほど、どこの国家も余よ裕ゆうはない。それゆえ、使い捨てしやすい冒険者を一時的な金で利用しているのである。


「こうしたユリウス皇帝のやり方に、不満を覚える冒険者も多い。反対を訴うつたえる貴き族ぞくや役人もね。そうした有志が集まって、僕ぼくたちレジスタンスは結成されたんだ」


「…………」


　話を聞きながら、アレクにはまだ最終的な判断がつかなかった。


　冒険者に対する憧あこがれの強い少年にとって、その自由を抑よく圧あつする皇帝の存在は、許し難がたいようにも思える。だがその一方でユリウス皇帝は冒険者の活動を支し援えんしているとも聞く。


　なにが正しくて、なにが間ま違ちがっているのか──まだ広い世界に飛び出したばかりの少年には、難むずかしいことばかりだった。





「スレイ！　無事に連れてきてくれたか！」


　いくつもの隠し扉を抜け、やっとたどり着いたひとつの部屋で、アレクたちは大勢の人間に出で迎むかえられた。


「きみならやってくれると信じていたが、心配したよ！　さあ、早くこっちへ！」


　そう言って両手を広げてスレイに近づいてきたのは、丁てい寧ねいに整ととのえられた口ひげを生やした、黒マントの男だった。


　帽ぼう子しも黒、マントの下の衣い装しようも黒で統とう一いつされており、いかにも地下に潜ひそむ者といった出いで立たちだが、明らかにどれも上等な仕立ての服だ。男の態度にも上品さと余よ裕ゆうのある動きが見られ、決して平民や卑いやしい身分の者には見えない。


「きみがザイアの遠えん征せい武ぶ官かんであるリリアンナ・オレスティさんだね？　ここまで大変だったろう！　すぐに休きゆう憩けいできる場所へ案内させよう」


「あの、あなたは……」


「おお、興奮のあまりレディに名乗るのを忘れるとは、大変失礼をした。ゆえあって身分は明かせぬが、わたしはレジスタンスを組織している有志のひとりで、ハリスと覚えていただけるかな？　あなたのような美しく勇ゆう敢かんな女性とお近づきになれて、実に光栄だ」


　ハリスと名乗った男は、丁寧にお辞じ儀ぎをすると、戸惑うリリアンナの手を取ってひざまずき、キスをした。その行こう為いに少女は驚き、アレクは目を丸くする。


「おい、おっさん！」


「ま、待って、アレク」


　いまにも摑つかみかからんばかりの勢いで飛び出すアレクを、咄とつ嗟さにリリアンナが止めた。まだ本調子にはほど遠いアレクは、あっさりと引き留とめられる。


「す、すみません、ハリスさん……」


「いやいや、構わんよ。平民出とはいえ、魔ま剣けんを手にした勇敢な少年だ。少々の無礼を許せないほど、わたしも不ふ寛かん容ようではないからね」


　ハリスはリリアンナに笑顔でそう告げるが、アレクを見る目には蔑さげすみがあった。アレクは強い不快感を覚えたが、周りに控ひかえる兵たちが一いつ斉せいに武器へ手を伸のばしたのも見み逃のがしてはいない。だから、それ以上なにも言わなかった。


「我われらのレジスタンスには、様々な者が参加している。いずれみんなに、きみたちのことも紹しよう介かいしよう。それよりもまず、いまきみたちに必要なのは休息と食事ではないかね？」


「は、はい、ありがとうございます……」


　上品な笑顔で告つげられ、リリアンナは頭を下げる。


「さあ、こっちへ。こんな地下だが、意外と快かい適てきな場所もあるのだよ」


　ハリスは配下の兵を先頭に、奥の扉へと向かう。


「行こう。帝てい国こく兵へいを出し抜いた僕たちは、ここでは英えい雄ゆうだからね」


「…………」


　スレイに促うながされ、アレクとリリアンナもハリスに続く。


　だがスレイの言葉とは裏うら腹はらに、周りに立つ兵士たちの目は、危険なものを見るような、警けい戒かいした眼まな差ざしだった。
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「これが、レジスタンスのアジト……」


　いくつかの扉を抜け、開けた場所に出る。


　その光景を見て、アレクは軽く息を呑のんだ。


　それは、巨きよ大だいな空くう洞どうだった。


　それも、天てん然ねんの洞どう窟くつなどではない。明らかに人間の手によって掘ほられ、形を整ととのえられた人工の空洞だ。


　天てん井じようの高さは、四、五階建だての建物に匹ひつ敵てきするだろう。小さな城ならすっぽり入ってしまいそうだ。広さに至っては、どれぐらいあるか見当もつかない。それこそ、田舎いなかの村なら丸ごと入るのではないだろうか。


　その空洞内に、壁かべから階段状に建物が並ならんでいた。それら建物の前や窓には魔法のものらしい明かりが灯ともされ、幻げん想そう的な光景が広がっている。それはまるで、星空の中に迷まよい込んだかのようだ。


「こんなすごい場所が、ルキスラの地下にあるの……？」


「ははは。どうだい、驚いただろう？」


　目を丸くするリリアンナを見て、ハリスが笑う。


「三百年前の〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉当時、ルキスラは戦火から市民を守るために、大規き模ぼな地下都市を造った。結局は蛮ばん族ぞくの侵しん入にゆうを許し、ほとんどの部分が破は壊かいされたり放ほう棄きされたりして、いまではほとんどが迷めい宮きゆう状態だがね。我々はその中でも比ひ較かく的無事だった場所を見つけ、そこをアジトとして復興させたというわけだよ」


　ハリスは得意げに語りながら、地下都市を見下ろせる通りを案内しながら歩く。


「もちろん、ここを見つけた冒険者たちの存在にも感かん謝しやしている。ユリウスは冒険者を優ゆう遇ぐうしているから冒険者に人気があると思われがちだが、我々の使命に共感してくれる者も少なくはない証しよう拠こだな」


「は、はぁ……」


「こちらのスレイなど、我々にとってなくてはならない存在だ。高い知性と豊富な経験、優すぐれた武芸に魔術の才能。冒険者としても優ゆう秀しゆうなのだろうが、我々にとっては軍ぐん師しのような存在だよ」


「そこまで褒ほめていただくと、逆に恐きよう縮しゆくですよ」


「ははははは」


　謙けん遜そんするスレイの言葉に、ハリスは大きな声で笑う。


「さあ、ここだ。いくら巨大な地下都市とはいえ、地上のような屋や敷しきはなくてね。こんな小さな建物だが、我が家と思ってくつろいでほしい」


　そう言って、ハリスは一いつ軒けんの屋敷の前で足を止めた。だがその説明とは裏腹に、目の前の屋敷はかなり立りつ派ぱなものだった。


「地下に、こんな屋敷まで……」


　ハリスは小さいと言うが、アレクの感覚からすれば十分豪ごう邸ていだった。


　二階建てで、小さいながら前庭があり、地下だからかそこには樹じゆ木もくを模もした石の置物や彫ちよう像ぞうが並んでいる。玄げん関かんの扉とびらも重厚な造つくりで、見るからに高級そうだ。


「今日からは、ここがきみたちの家だ。状じよう況きようが状況だけに、しばらく太陽とは無む縁えんの生活になってしまうが、屋敷の中にあるものはすべて自由にしていいからね」


　そう言って、ハリスは玄関へ向かう。すると素早く従者たちが走り、門もん扉ぴを開いた。そのまま玄関扉まで進み、ノックをしてからこちらも開く。


（地下組織ってイメージじゃないね……）


（ああ。どちらかってーと、貴き族ぞくの遊びって感じだよ……）


　リリアンナの耳打ちに、アレクも同意する。


「さあ、入りたまえ」


　しかしハリスに促され、二人は一度顔を見合わせてから、屋敷の中へと入っていった。





　屋敷の中は、外見以上に豪勢な造りだった。


　建物自体は、三百年前に造られたものを補ほ修しゆうした古いものらしいが、居い並ならぶ家具調度はどれもこれも真新しく高級で豪ごう華かなものだ。


（すげぇな……）


（うん……わたしの家でも、ここまでじゃないよ……）


　リリアンナの実家であるオレスティ家も、ダーレスブルグの子し爵しやく位いを持つ貴族である。だがそんな彼女でさえ、ここに居並ぶ調度類は高価に見えた。


「お待ちしておりました、ハリス様。みなさま、お待ちになっておられます」


　上品な物もの腰ごしのメイドが、一行を出で迎むかえる。これまた、調度品に負けず劣おとらずの美人だ。二は十た歳ち前後だろうか。豊かな金きん髪ぱつをきっちりと結ゆい上げ、その所しよ作さには一分の隙すきもない。


「おお、そうか。みな、なかなか情報が早いな」


　上じよう機き嫌げんでそう答えると、ハリスはメイドの案内でひとつの扉へ向かった。いい加減疲ひ労ろうのピークにあるアレクやリリアンナは、この上まだなにかあるのかと嘆たん息そくする。


「──あと少しの辛しん抱ぼうだよ……たぶん」


　多少は事情を知っているのか、スレイがアレクたちに耳打ちする。


　そして通された部屋に入るや、アレクたちは面めん食くらうことになった。


「な、なんだこいつら……!?」
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　アレクが驚おどろくのも、無理はない。なぜなら、広い応接間に集まっていたのは、仮か面めんをつけた者たちばかりだったからだ。


　みな地味な色合いのガウンやマントをまとい、各々ソファや椅い子すに腰こし掛かけている。その数は、十人ほどだろうか。だがどの人物も明らかに高級な素材の服をまとい、その態度はふてぶてしいものだった。


　そんな男たちが、ハリスの姿すがたを見て一いつ斉せいに立ち上がり、寄ってくる。顔の大半を隠かくす仮面のせいで、奇き妙みような魔ま物もののパーティに迷い込んだような錯さつ覚かくに陥おちいりそうだ。


「やあ、ハリスくん！　その子たちが例の者たちかね!?」


「帝てい国こく軍ぐんが動いたと聞いたときは肝きもを冷やしたものだが、ここまで連れてくるとは見事な手しゆ腕わんだね！」


「スレイ、今回もそちの手て柄がらと聞いているぞ。いやあ、たいしたものだ」


　銘めい々めいが賞賛を口にしながら、部屋に入ったハリスとスレイに寄ってくる。


「おお、そちらが遠征武官のリリアンナさんだね？　ダーレスブルグのオレスティ子爵家の出だと聞いているよ。噂うわさ以上に美しい娘むすめさんだね」


「きみがアレクくんだったかな？　ほおお、それが例の魔ま剣けんだね？　いや、なかなか雰ふん囲い気きのある逸いつ品ぴんじゃないか」


　ハリスとスレイに続き、仮面の男たちはリリアンナやアレクにも寄ってきた。中には強ごう引いんに握あく手しゆする者もいる。


「さあ、疲つかれているだろう。こちらに座すわりたまえ」


　男たちは押おし込むようにして、二人をソファに座らせる。そしてすぐに、幾いく人にんものメイドが飲み物や食べ物を運んできた。もちろん、男たちも杯さかずきを手に取る。


（疲れてると思うなら、放っといてくれってんだ）


（アレク、一応助けてくれた人たちだから、失礼のないようにしないと……）


　ぶつぶつと文句を言うアレクを、リリアンナが小声でたしなめる。だが、その言葉にも戸と惑まどいがあった。


「ここにいる方々は、みなレジスタンスに協力し、資金を提供してくれている有力者の方々だ。あいにくと正体を明かすわけにはいかないが、許してくれたまえ」


　ハリスはそう告げると、別のソファに腰を下ろす。


「いやあ、神しん殿でんに帝国軍が乗り込んだと聞いたときはもうだめかと思ったがね。無事に魔剣が我らの元へ届けられたからには安心したよ」


「左さ様よう左様。ユリウスめは、ライフォス神殿にも相当な影えい響きよう力りよくを持っていますからな」


「イシュメル大だい司し祭さいとも懇こん意いの仲というが……いったいどれぐらいの金を積んだのやら」


「今回の件で、我らが資金提供している司祭が何人も捕とらえられたと聞く。これでは投資も大半が水みずの泡あわだよ」


「なに、金で動く者などまだまだ他ほかにもおりますよ」


「ユリウスがごとき小こ僧ぞう、すぐに絞こう首しゆ台だいへ送ってくれるわ」


　仮面の男たちは、口々に皇こう帝ていへの不満や悪口を並べ立てる。それはユリウス皇帝のことを知らない者が聞いても、気分が悪くなるようなものだった。だが同時に、言い知れない恐きよう怖ふ心しんも見え隠かくれしている。


「アレクくん、だったね？　きみの魔剣、見せてもらってもよいかな？」


　仮面の男のひとりが、丁てい寧ねいな口調でそう提案する。だが、アレクは小さく首を振ふった。


「……この魔剣、オレ以外が持つと危あぶないんで……触さわらないほうがいいぜ」


「危ない……？　それはどういう意味だね？」


「言葉通り怪け我がするってことだよ」


　アレクは面めん倒どう臭くさそうに答える。〝穢けがれ〟の影響はなくなったものの、長時間苦痛に晒さらされた疲労と痛みは、まだはっきりとアレクの体に残っていた。早く横になって休みたい、というのが本ほん音ねなのだ。対応がぞんざいになるのも当然だろう。


「怪我をする？　それはまことか？」


「噓うそ言ってどうすんだよ。疑うってんなら、触ってみろよ」


「う……」


　アレクが差し出した魔剣を前に、仮面の男は一歩退ひいていた。疑いつつも、自分で手に取るのは怖こわいのだろう。


「おい、あれを持ってみよ」


「は？　は……」


　その男が連れてきた従者かなにかなのだろう。より質素な格好をした仮面の男が、震ふるえる手を魔剣へと伸のばす。


「よせ！」


　まさか本気で誰だれかが触ると思っていなかったアレクは、咄とつ嗟さに魔剣を引っ込めようとした。だが疲労の影響か、従者の男が剣の柄つかを摑つかむほうが早かった。


「ギャッ!?」


　直後、男は絶ぜつ叫きようしてひっくり返る。その手はズタズタに裂さけ、鮮せん血けつが絨じゆう毯たんやテーブルを濡ぬらした。男は手を押さえたまま、泣きわめいている。


「手が、手がぁ……ひぃっ、ひぃぃっ」


「……これが、魔剣の呪のろいか」


「恐おそろしい……」


「だが間ま違ちがいなく、本物のようですな……」


「左様……ですが、なんと凶きよう暴ぼうな……」


　仮面の男たちはざわめき、口々に驚きよう愕がくの声を洩もらす。だがひとりとして、倒たおれた男を助けようとする者はいなかった。


「リリアンナ……っ」


「うんっ」


　アレクは魔剣を抱かかえ、リリアンナがすぐに立ち上がって怪我人へ駆かけ寄よろうとする。だがそれより早く、彼らを案内してくれたメイドが男を抱え起こしていた。そこへ、スレイが素早く歩み寄る。


「傷きず口ぐちを」


「はい」


　スレイの指示を受け、メイドは男の手を摑んでいた。そこへ、スレイは呪じゆ文もんを唱となえて手をかざす。すると、ひぃひぃ泣いていた男の手の傷は見る見るふさがってゆき、流れ出ていた血も止まる。


「素す晴ばらしい。素晴らしい力だよ、アレク君！　噂通り、伝説の魔剣はきみ以外の人間には力を貸さない……それどころか、完全に拒こばむというのだね！」


　そうした一連の動きを見ていたハリスが、手を叩たたいてアレクを賞しよう賛さんする。


「これほどの魔剣を受け入れ、使いこなす者がきみのような若者とは、まことに恐おそれ入いる。伝でん統とうあるザイアの遠えん征せい武ぶ官かん殿どのが護衛に任命するのも納得というものだよ」


「…………」


　満面の笑みで褒ほめちぎられても、アレクはまったく喜ぶ気にはなれなかった。むしろ、より警けい戒かい心しんが強くなる。


「もうわかってもらえたと思うが、我らは横暴なる現皇こう帝てい、ユリウスを打だ倒とうするために集まった抵抗組織レジスタンスだ。同どう志しはここに集まっている者以外にもいるし、シンパも多い。当然、直接動かせる兵力もかなりのものだ」


「……それで？」


「我々に協力してくれないか、アレク君。我らは近い将来、皇帝打倒のための行動を起こす。そのとき、きみのような優ゆう秀しゆうで勇ゆう敢かんな者が必要なのだよ」


「オレが……？」


「そうだ。ユリウスは、冒ぼう険けん者しやを使って大陸中から同様の魔剣を集めさせているという。もし魔ま動どう機き文明を滅ほろぼした蛮ばん王おうがごとき力をやつが手に入れているとするならば、それに匹ひつ敵てきする力が必要になる……だから、きみは我々の希望の星。そして、切り札ふだなのだ」


　ハリスは歩み寄り、アレクの両りよう肩かたを摑む。


「もちろん、ザイアの遠征武官として、リリアンナさんにも協力願いたい。この上ザイア神の加か護ごもあれば、我らの正義は疑いようのないものとなる」


「だけど……」


「皇帝ユリウスは、前皇帝陛へい下かを秘ひ密みつ裏りに暗殺し、実の兄さえ手にかけた簒さん奪だつ者しやだ。理想も愛情もなく、私し欲よくと征せい服ふく欲、それに戦を求める凶きよう暴ぼうな性質の男など、速すみやかに排はい除じよされねばならない！　突とつ然ぜんのお願いで戸惑うのはわかる。だが、わたしは必ず、きみも我らの崇すう高こうな理想を真に理解してくれるものと信じているよ」


　そう言って、ハリスはアレクの瞳ひとみを見つめた。その瞳の色は、揺ゆるぎない信念に裏打ちされているのか、強い光を秘めている。


「ルキスラ帝てい国こく三百年の歴史は、蛮族との闘とう争そうの歴史だった。だがいまやルキスラ周辺に大規模な蛮族の襲しゆう撃げきはなく、交こう易えきは盛さかんとなり、民は富み、平和という言葉を再び人々は取り戻もどそうとしている。にもかかわらず、ユリウスの小こ僧ぞうは軍備を増強し、他国を威い圧あつし、税を増やし、伝統ある帝室や貴き族ぞくの財と権力を奪うばおうとしているのだ。こんな危険な男を、我らは断固としてのさばらせはしない！」


「そうだ！」


「その通り！」


　ハリスの言葉に呼応して、仮面の男たちが次々と声をあげる。


「アレク君。魔剣を手にしたきみの存在は大きい。横暴なる暴君、皇帝ユリウスを打倒するためにも、我々にはきみの勇気、きみの力が必要なのだ。協力してくれるね、魔剣の勇者アレク！」


　ガッと、ハリスはアレクの両手を握にぎる。


　熱い眼まな差ざしに、力強い手。


「…………」


　だが、アレクの心は動かない。ハリスの情熱が熱ければ熱いほど、素直には頷うなずけない自分がいる。


「……少し、考えさせてくれ」


　絞しぼり出すような、アレクの言葉。


　ハリスは、少し意外だったのだろう。少年の言葉を聞くと、わずかに両目を見開く。だがすぐに笑顔を浮うかべると、手を放した。


「もちろんだとも。これほど重要な決断、即そく座ざにせよというほうが無茶というものだ。しっかりと体を休め、じっくりと考えて、また改めて答えを聞かせてほしい」


　ハリスは再びアレクから離はなれると、大きく二回手を叩く。


「さあ、歓かん迎げいの宴うたげだ。我らが勇者を無事救い出した祝いと、我々の輝かがやかしい未来のために、乾かん杯ぱいしようではないか！」


　そう宣せん言げんすると、待機していたらしいメイドたちが次々に入ってきて、食事や酒を並べてゆく。仮面の男たちも歓かん声せいをあげ、笑顔を浮かべた。


「…………」


　だがアレクの表情は、優すぐれない。むしろ、仏ぶつ頂ちよう面づらと言ってもいい。


「アレク……」


　心配げな、リリアンナの声。


「大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫だよ……たぶん」


　アレクは大きく嘆たん息そくし、半ば諦あきらめたように、ソファへと身を預あずける。


　心身ともに、少年は疲れ切っていた。





　　　　４




　結局、アレクは宴えん会かいが始まって早々に、部屋を抜ぬけ出していた。


　もはや疲ひ労ろうの極きわみだったことが最大の理由だが、仮面の男たちに囲まれていることが苦痛だったのだ。


　寝しん室しつへは、出で迎むかえてくれた金きん髪ぱつのメイドが案内してくれた。だがそこからは眠ねむ気けと疲労でほとんど記き憶おくがなく、気がつけば、ベッドの上だった。


「……よく寝ねた……気がする……」


　どれぐらい寝ていたのか、いまがどれぐらいの時間なのか、地下都市の屋や敷しきの中ではまったくわからなかった。ただ、ぼんやりとした魔ま法ほうの明かりで部屋は照らされており、真まっ暗くらということはない。


　とりあえず身を起こし、アレクは自分の身の回りを確かく認にんした。


　鎧よろいと上うわ着ぎは脱ぬいであり、ベッドの脇わきに乱雑に重ねてあった。魔剣はベッドの枕まくら元もとに立てかけてあり、誰だれかが触さわった形けい跡せきもない。


「だいぶ回復した気はするけど……」


　ベッドから飛び降り、軽く体を動かしてみる。少しだるいが、疲労や痛みはない。


　そんなときだ。入り口の扉とびらを、誰かが遠えん慮りよがちにノックする。


「……誰？」


「──わたし。リリアンナ。アレク、起きてた？」


「ああ。さっきね」


「入っていい？」


「ん……？」


　アレクは自分の格かつ好こうを見て、急いで上着を羽は織おった。それから、すぐに「いいよ」と答える。すると、リリアンナが入ってきた。アレクの姿すがたを見て、安あん堵どの表情を浮かべる。


「よかった……やっと目が覚めたんだね」


「やっと……？」


「うん。何回か様子を見に来たんだけど……ずっと寝てたから……」


「そっか……オレ、どれぐらい寝てたんだ？」


「地下だから正確な時間はわからないけど、たぶん丸一日ぐらい……かな」


「そんなに……？」


「うん。だから、ちょっと心配したんだけど……よかった、元気そうで」


「まあ、それだけ寝てればね」


　安堵の表情を見せるリリアンナに、アレクも苦笑する。


「リリアンナは、大丈夫？」


「わたしは、特に怪け我がもなにもしてないから。それに、わたしもいくらか寝て、元気も出たわ。ここ、ご飯はおいしいし」


　リリアンナにそう言われた瞬しゆん間かん、アレクのお腹なかが思い出したようにぐぅっと鳴った。


「ずっと寝てたから……」


「あはは。一応、食べるものは用意してあるよ」


　リリアンナは部屋に置かれていたテーブルに歩み寄ると、かけられていた布ぬのを取った。そこには、パンや果物くだものなどが置かれている。


「それなりに、賓ひん客きやくとして扱あつかわれてはいるわけね」


　アレクもテーブルに歩み寄り、水差しからカップへ水を注いで飲み干す。


「……あれから、レジスタンスの連中はなにか言ってきた？」


「ううん、特にはなにも。スレイも、あれから姿を見せないし」


「そっか……」


　アレクはテーブルの椅い子すを引くと、座すわった。そしてパンを手にとって口へ運ぶ。


「リリアンナはどう思う？」


「え……？」


「ここの連中のことさ。信用できると思うか？」


「それは……」


　少し口ごもりつつ、リリアンナもテーブルにつく。


「正直、あんまり好きじゃないな……」


「オレもだ」


　アレクはパンを飲み下しつつ、果物を手に取った。籠かごの中に一いつ緒しよに入れてあったナイフを手に取り、手早く皮を剝むく。


「わたしが騎ザ士イ神アの神官だからかもしれないけど……そもそも、レジスタンスってものをあんまり肯こう定ていできなくて……だって、街まちの賑にぎわいや人々の顔を見たら、わざわざ武ぶ装そう蜂ほう起きして皇こう帝ていを倒たおす必要があるのかなって……」


　騎士神ザイアの教えは、法と秩ちつ序じよを守り、弱者のための盾たてとなる、というものだ。平時に乱を起こすような行いは、受け入れられるわけがない。


「確かにユリウス皇帝はいつ戦争を起こすかわからないって、故郷ダーレスブルグでも恐おそれられてたけど……この街で暮くらしてる人間が、わざわざ打倒する必要があるかどうかは疑問だよ」


「うん……」


「それにあの仮面の連中……顔を見せねぇってだけでうさんくさいったらねぇや。たぶんレジスタンスに協力してる貴き族ぞく連中だろうけど、正直いけ好かねぇぜ」


「……そうだね」


「どいつもこいつも、欲よくで濁にごった目をしてたしな。お嬢じよう様さまのリリアンナはともかく、〝穢けがれ〟持ちのオレを見る目は、まるっきり珍ちん獣じゆう扱いだよ」


　アレクはきれいに剝いた果物を半分に切り、片方をリリアンナに差し出す。


「あ、ありがと……」


「だけど、ルキスラの皇帝さんも、相当恐れられてるな」


「そうね。みんな、本気で怖こわがってた……」


「野心家だって噂うわさはダーレスブルグにいたときから聞いてたけど……あの連中の話が本当だとすれば、相当な人物みたいだなぁ」


「うん……しかも、魔ま剣けんを集めてるんでしょ？　アレクが狙ねらわれるのも、当然よね」


「それにしちゃ、あっさり街の中に入れたのが不思議なんだけどさ」


「確かにそうね……アレクを本気で捕つかまえる気なら、街の入り口で捕まえたほうが簡かん単たんなのに……」


「なにか、こう、気持ち悪いんだよな。中ちゆう途と半はん端ぱな情報だけ聞こえてくるから、なにが正しいのか全然わかんねぇや」


「こんなとき、ダリウスさんかヴラド君がいてくれたら……」


「だよな」


　アレクはパンと果物を次々と平らげると、窓と扉を交こう互ごに見る。


「……リリアンナ。オレは、皇帝陛へい下かもレジスタンスも信用できない。だから、どうにかしてここを脱だつ出しゆつして、ダリウスたちと合流しようと思うんだ……」


　小声で告つげるアレクの言葉に、少女も頷く。


「だけど、警けい備びは厳きびしいわよ。この階は自由に動けるけど、階段の下や建物の外とか、武装した兵士がいっぱいいるもの。これじゃ、まるで軟なん禁きんよ」


「逃にがすつもりはない……ってことか」


「あのハリスって人もこの屋敷にいるみたいだし、仮面の人たちも入れ替かわり立ち替わり顔を出してるみたい」


「人気者になったもんだぜ」


「どうする？」


　真しん剣けんな眼まな差ざしで尋たずねてくるリリアンナを前に、アレクは腕うで組ぐみをしてしばし考える。


「……難むずかしいな。やっぱり、圧あつ倒とう的てきに情報が足りなさすぎる。せめてここから出られれば、地上へ上がるための抜け道も探さがせるんだけど……」


　ひと通り食事を済すませたアレクは、椅子を立って窓へと向かった。


　地下に建たつ屋敷に、本来ならば窓など無用のものだ。だがここに地下街を造つくった三百年前の者たちの気持ちを、アレクは理解できた。窓がない部屋など、窮きゆう屈くつすぎて息が詰つまる。たとえ窓の外が地下であったとしても、窓はないよりあったほうがいい。


「ん……」


　アレクは窓を開け、外を見る。


　相変わらず、星空のような地下街の光景が目の前にあった。部屋が二階にあるだけに、さらに見晴らしはよくなっている。


　そして視線を下に向ければ、リリアンナの言う通り、武装した兵が屋敷の前庭を警護していた。街がい路ろを見れば、巡じゆん回かいしている兵士の数も決して少なくはない。


「やっぱり、警備は厳げん重じゆうね……」


「こいつは難なん儀ぎだな……」


　リリアンナと並ならんで窓の外を見ていた、そのとき。


「なんだ……？」


　地下街の反対側で、閃せん光こうが走った。直後、爆ばく発はつ音おんが反はん響きようして聞こえてくる。


「爆発!?」


「なにが起きたの……？」


　二人は窓から身を乗り出すが、その程度で暗い地下街の様子を見通せるわけがない。


　しかし、立て続けに閃光が走るのを見て、アレクはだいたいの予想ができた。


「……あれは、魔法の攻こう撃げきだ」


「攻撃!?　じゃあ……」


「ここが、帝てい国こく軍ぐんにばれた……ってことじゃないかな……」


　アレクの考えた通り、急きゆう激げきに屋や敷しきの内外が騒さわがしくなり始めていた。


「襲しゆう撃げき!?」


「敵てき襲しゆうだ！　帝国軍が来るぞ！」


　兵士が慌あわただしく走り回っている。それに伴ともない、戦いの音がだんだん広がってゆく。


「リリアンナ、脱出のチャンスかもしれねぇぞ」


「……うん」


　アレクが言うまでもなく、リリアンナも同じことを考えていた。すぐに自分の部屋へと向かうべく、扉を振ふり返る。


「荷物、まとめてくる」


「オレも行くよ。どうせ、手持ちの装備なんてたいしてないんだ」


　アレクの言葉にリリアンナも頷うなずき、二人は同時に部屋を出る。


　混乱は、徐じよ々じよにアジト全体へと広がりつつあった。





　　　　５




　突とつ如じよ地下都市を襲おそった喧けん噪そうは、瞬またたく間まに広い空くう洞どう内全体へと広がっていった。


　帝国兵の規き模ぼは決して少なくはなく、対応に押おっ取とり刀がたなで飛び出したレジスタンスたちを一いつ蹴しゆう。次々と捕ほ縛ばくしつつ地下都市全体へと展てん開かいしていた。


　そもそも、魔法使いや魔動機師マギテツクを擁ようした完全武装の帝国兵と、金で雇やとわれた傭よう兵へい崩くずれのようなレジスタンス兵では勝負にならない。中には武器を構えることなく降こう伏ふくする者も出る有様だった。


「脱出するまでの時間ぐらい稼かせげんのか！」


「早く荷物をまとめろ！　どれもこれも大切な家か宝ほうだぞ！　そっと扱あつかえ！」


「命をかけてわしを守れ！　死んでも帝国兵を通すな！」


　階下から、貴族たちの怒ど号ごうが聞こえる。アレクたちは部屋を出て、廊ろう下かから玄げん関かんホールを見下ろせる吹ふき抜ぬけへ走った。そこにはバリケードを築くレジスタンス兵と、屋敷から出ようとする貴族とが押し合いへし合いしていた。貴族の中には明らかに酩めい酊ていしている者もおり、昨日の夜から宴えん会かいを続けていた者もいたのだろう。


「……ひでぇな……」


「……うん」


　大人たちが繰くり広げるその光景は、アレクたちの表情を曇くもらせるに十分だった。


「どけっ」


　アレクたちを押しのけ、弩クロスボウを持った兵士が窓を蹴け破やぶり、身を乗り出す。だが直後に、マナによって生み出された炎ほのおが爆発し、兵士は吹き飛ばされた。


「うわ……っ」


　炎までは届かなかったものの、爆風の凄すさまじさにアレクとリリアンナは思わずしゃがんでいた。顔を上げれば、さっきの兵士が床ゆかに転がって呻うめいている。


「ここまで帝国兵が……!?」


「ザイアよ、この者の傷きずを癒いやし給たまえ……っ」


　リリアンナが咄とつ嗟さに癒しのための祈いのりを捧ささげ、アレクは破は壊かいされた窓に素早く歩み寄り、外の様子を覗のぞき見る。


「これは……」


　屋敷の正面は、いままさに戦いが始まったばかりだった。


　甲かつ冑ちゆうと盾たてで完全武装した帝国の装そう甲こう兵へいが、整然とした隊たい伍ごを組んで屋敷の前の道を進んでくる。その後ろから、長ちよう銃じゆうを構えた火力支し援えん部隊が援えん護ご射しや撃げきを行っていた。


　レジスタンス兵も、それに対たい抗こうするべく弓や弩で矢を放つ。だがそれらはすべて装甲兵の分ぶ厚あつい鎧よろいや盾に阻はばまれ、有効なダメージを与あたえるには至っていない。逆に帝国の狙そ撃げき兵へいが一いつ斉せい射撃を行うごとに、バタバタとレジスタンス兵が倒たおれてゆく。


「勝ち目なんてねぇぞ……」


　銃撃を恐れて物もの陰かげに隠かくれても、そこへ装甲兵の陰から魔法使いによる広こう範はん囲い攻撃魔法が飛ぶ。あっという間に前庭は爆ばく炎えんに包まれ、熱にあぶられ飛び出した者は銃で撃うたれる。


　そして装甲兵が十分な距きよ離りまで接近したところで、全員が剣けんを突つき上げた。そのまま号令一下、一気に前庭へと突とつ入にゆうしてくる。


「こいつはまずい……っ」


　前庭の防ぼう衛えい陣じんは完全に崩ほう壊かいし、レジスタンス兵は次々と抵てい抗こうを諦あきらめている。屋敷は立りつ派ぱで頑がん丈じような造つくりゆえに玄関を破壊するのは骨が折れるだろうが、所しよ詮せんは時間稼ぎだ。


「リリアンナ、脱出するぞ」


「でも、この人……」


「その人はもう死んだりしない。それに、これから出る怪け我が人にん全員をリリアンナひとりで診みることなんて不可能だ。そもそも、オレたちは帝国軍にもレジスタンスにも荷か担たんするつもりはないし、これ以上肩かた入いれしたら仲間扱いされちまうぞ」


「う、うん……」


　まだ傷の痛みに苦しんでいる兵士を申し訳なさそうに一いち瞥べつし、リリアンナは立ち上がった。怪我人を放置することの罪ざい悪あく感かんも強いが、アレクの言うことも理解できる。


「いまなら屋敷の外も中も大混乱だ。オレたちがいなくなっても、見とがめるやつはいない。レジスタンスが抵抗している間なら、オレたち二人ぐらい闇やみに紛まぎれて逃げられる」


　アレクはリリアンナに説明しつつ、部屋に戻もどってカーテンを引きちぎった。ベッドのシーツも引き剝はがし、手早く結んでロープにする。それを、ベッドの脚に結びつけた。


「リリアンナ、いくよ！」


「わ、わかった」


　アレクは即そく席せきのロープが十分地面まで届くことを確かく認にんすると、躊ちゆう躇ちよなく窓の外へ飛び出した。少しもたつきはしたが、ロープを伝って下まで降りる。


「急いで！」


「わ、わかってるってば……っ」


　リリアンナも意外と高い窓からの光景にごくりと生なま唾つばを呑のみつつ、ロープ片手に窓の外へ出た。そのままおっかなびっくり降りてくる。


「あ……っ」


「お、おい……っ、ぐえっ」


　あと少しというところで、リリアンナの手が滑すべる。アレクはそれをどうにか受け止めたものの、武装した少女を抱だきとめるには、力が足りなかった。


「ご、ごめん……」


「い、いいから逃げるぞ……いてて……」


　顔をおしりで潰つぶされたアレクではあったが、非常時だけに素早く次の行動へ移る。


　戦いは正面玄関を中心に行われており、まだ屋敷周辺までは帝国兵も展てん開かいしていなかった。だが屋敷の裏は岩がん盤ばん。目の前も高い塀へいで囲われている。


「裏口ぐらいありそうなもんだが……」


　アレクはとにかく、屋敷の裏側へ向かった。だがすぐに行き止まりになる。


「くそ……っ」


「こっちよ！」


　そんなとき、思いがけない人物が声をかけてきた。振り返れば、外がい壁へきの一部が小さく開いていて、そこからあの美人メイドが顔を出している。


「抜け道……？」


「急いで、早く！」


「お、おうっ。リリアンナ」


「うんっ」


　もはや選せん択たくの余地もなく、アレクとリリアンナは抜け道へと駆かけた。そのまま狭せまい隠かくし扉とびらを抜け、外壁の外へ出る。


「メイドさん、あんた……」


「話は後。急いでここを離はなれるわよ」


「りょ、了りよう解かい」


　有う無むを言わせぬ態度で、メイドは地下の街を駆け出した。二人は勢いに呑まれる格好で、その後を追う。


「地上に出るための抜け道が、こっちにあるから。そこなら、たぶん帝国軍も押さえてないはずよ」


「あ、ありがとうございます……」


　リリアンナも、ただついていくばかりだ。だがメイドはよほどこの地下都市に詳くわしいのか、迷まよわず的てき確かくに帝国兵がまだ展開していない路地を抜け、一定の地点を目指して駆ける。


　地下都市の混乱は、まだまだ拡かく大だいしている最中らしく、方々から怒号や絶ぜつ叫きようが聞こえてくる。場所によっては火の手も上がり、赤々とした光が天てん蓋がいを照らし出す。それは地下では本来あり得ない、夕焼けの空のようだ。


「あの、あなたは……」


「この街に詳しい、ただのメイドよ。いまは、それでいいでしょ」


　喧けん噪そうの中、メイドはスカートを片手でたくし上げて走る。


　彼女が向かったのは、屋敷の近くにある、使われていない一いつ軒けんの古びた屋敷だった。その入り口を蹴破り、中に入る。


「ここは……？」


「さっき言った抜け道への入り口。帝国兵に見つかる前に、逃にげるわよ」


　メイドはがらんとしたホールに入り、アレクたちを振り返る。


「脱だつ出しゆつ路ろはこの奥おく。急いで」


「お、おう」


　メイドが手にした指輪に何事かつぶやくと、魔ま法ほうの光が灯ともった。そして、奥へ向けて動こうとしたときだ。


「──リリアンナさん、アレク君、無事だったようだね」


　ホールに無数の足音と、男の声が響ひびく。


「ハリスさん!?」


　リリアンナは振ふり返り、同じく廃はい屋おくのホールに現れた男の姿すがたを確認した。そこにいるのは、確かに彼女たちを保ほ護ごした髭ひげの男だ。


「ここは、ごく一部の人間しか知らない秘ひ密みつの抜ぬけ穴あなだ。きみたちが偶ぐう然ぜんここに気づいたのは、幸運以外のなにものでもないな」


　武装した兵士を数人従えて、ハリスはゆっくりと近づいてくる。


「それとも……我われらの中に、裏切り者がいたか、だ」


　言うや、ハリスは目にも留まらない速さで腕うでを振るった。すると、一いつ瞬しゆんの閃せん光こうと共にナイフが闇やみを切り裂さく。その切っ先は、奥にいたメイドへと走る。


「!?」


　メイドは咄とつ嗟さにナイフを避さけ、鋼こう鉄てつの刃やいばは壁かべに当たってキンッと甲かん高だかい音を立てた。武装した兵士たちが、素早く三人を取り囲む。


「今回の帝国軍の攻こう撃げきも、内通者がいなければ成立しない手て際ぎわのよさだ。さしずめ奇き襲しゆうで我らを一いち網もう打だ尽じんにしつつ、戦火を避さけて魔ま剣けんの少年を安全に連れ出す手て筈はずだったのだろう？　だが、そうはいかん」


「内通者……じゃあ、あんた帝国の密みつ偵ていか!?」


「…………」


　アレクが振り返っても、メイドの表情は硬かたくこわばったまま微び動どうだにしなかった。だがその口から、釈しやく明めいの言葉も出てこない。


「リリアンナさん、アレク君。その女を始末したら、わたしたちと一いつ緒しよに行こう。アジトはなにもここだけではない。より安全な場所へ案内するから、安心してついてきたまえ」


　ハリスはそう言って、さらに一歩歩み寄る。


　だが、アレクは首を振った。


「悪いが、オレは帝国にもあんたらレジスタンスにも協力する気はねぇ。所しよ詮せん、あんたらは自分の欲よくやらなんやらを満たしたいためだけに戦いくさの準備をしてるんだろ？　そんなやつに肩入れする気なんざ、さらさらねぇんだよ」


「馬ば鹿かなことを。きみはまだ若いから、我らの崇すう高こうな目的が理解できんのだ。ユリウスは、いま討うたねば我らでさえ手が出せないほど強力な存在になる。やつのような簒さん奪だつ者しやをのさばらせておけば、この帝国は……いや、ザルツ地方全体が戦火に包まれることになるぞ」


「あいにくと、そんなことはオレみたいなガキには関係ねぇんでな。オレは自分で考え、自分で決める。地ち下か牢ろうから出してくれたことには感謝してるが、だからといってあんたらの都合に合わせて戦争する気もねぇんだ。理想を語るなら、悪いが他ほかを当たってくれ」


「……どうやら、我らの理想を理解するには、頭の中身が幼おさなすぎるようだな。所詮は子供ということか」


　ハリスの表情が、一気に冷たいものへと変わる。


「ユリウスは、己おのれの目的のためなら手段を選ばん。この小こ僧ぞうにこれ以上力が備そなわる危き険けん性せいがあるというのならば……ここで始末しておく他、方法はあるまい」


「始末……!?」


　アレクが身構えるのと同時に、周りの兵士たちが一いつ斉せいに剣の切っ先を向けてきた。


「全員殺せ。むざむざ敵てきの手に渡わたるぐらいならば、死体にしたほうがマシだ」


「ハリスさん……!?」


　リリアンナが、絶望的な声を洩もらす。だがハリスが連れている直属の部下たちは、こうしたことに慣れているのだろう。殺意を滲にじませながら間合いを詰つめてくる。


（こいつは、まずいな……っ）


　アレクは男たちの技量が、自分たち以上だと敏びん感かんに感じ取っていた。しかも武装もままならない。その上数でも負けているとなると、勝ち目はなかった。


（数は……六、七、八人か……）


　ホルスターにある二丁ちようの銃じゆうに手をかけつつ、アレクはこの場を切り抜ける方法を考える。


（魔剣を、抜くのか……？）


　蛮ばん王おうの剣つるぎ──魔剣ソードブレイカーを振るえば、人間の兵士程度ならば瞬しゆん殺さつできるかもしれない。しかし、人間相手にそんな無差別な力を用いることに、戸と惑まどいがあった。


「ハリスさん！　やっぱりこんなのおかしいです！　意に沿わない相手だから殺すなんて、そんなことに正義はありません！」


　リリアンナの叫さけびに、ハリスはにやりと笑う。


「正義は常に、勝者が唱となえるものだよ。死体は抗こう議ぎも自己弁護もしないからな」


「そんな……」


「下らん問答は終わりだ。やれ」


「はっ」


　ハリスの号令を受け、八人の男たちは剣を手に攻撃を開始した。その動きは戦い慣れた者特有のものであり、無む駄だなく素早く間合いを詰めてくる。


「……あなたたちは逃げなさい」


　そう言って前に立ったのは、メイドだった。素手のまま、緩ゆるく拳こぶしを固めて身構える。


「あんた……」


「問答してる余よ裕ゆうはないわ。そろそろ助すけっ人とも来る頃ころだし、そっちと合流して逃げるのよ」


「でも……」


「早く！」


　叱しつ責せきするような、強い声。


　だが武装した屈くつ強きような兵士八人に対し、メイドの女性ひとりなにができると言うのか。


（くそ……っ）


　もはや、魔剣の力に頼たよらざるを得ない──アレクが心を決めようとした、瞬しゆん間かんだった。


「真、第六階位の攻ヴエス・ジスト・ル・バン！　火炎、灼熱、爆裂フオレム・ハイヒルト・バズカ──火球フオーデルカ！」


　素早い呪じゆ文もんの詠えい唱しようが響ひびき、アレクたちの背後から火線が走った。直後、少年の眼前で火か炎えんが爆ばく発はつする。


「真しん語ご魔ま法ほう……ソーサラーがいるのか!?」


　辛かろうじて範はん囲い外だったハリスは慌あわてて身を引き、突とつ然ぜんの爆発に目を丸くした。だが直ちよく撃げきした兵士たちはみな吹ふき飛ばされ、床ゆかに転がっている。


「わ、わたしの身を守れ！　奴やつらも逃がすな！」


　ハリスは矛む盾じゆんした命令を出し、負傷した兵士たちは混乱した。それでも三人がよろよろとハリスの守りにつき、残り五人がアレクたちへと突とつ進しんする。


「こ、殺せ！　確実に息の根を止めろ！」


　感情をあらわにして、ハリスが叫さけぶ。


　怒ど声せいをあげながら突つっ込こんでくる五人の兵士。だがその眼前に、メイドと肩かたを並ならべるようにしてリリアンナが立った。


「アレクは、やらせない！」


　片手半剣バスタードソードを引き抜き、両手を広げて構える。


「あなたたち──」


「うらあッ！」


　兵士の剣が走る。だがひとり目の刃を剣で弾はじき、もう一刀はどうにか鎧よろいの硬かたい部分で受ける。メイドも自分に斬きりかかってきた兵士の剣をかいくぐり、猛もう烈れつなカウンターでその顎あごを跳はね上げていた。さらに、脇わきを通り抜けようとしたもうひとりの足を払はらう。


　だが、あとひとりを足止めできない。そいつは駆かけ込み、アレクへと剣を振り下ろす。


「アレク、逃げて！」


　リリアンナの悲痛な叫び。だがいまさら距きよ離りを取ることさえままならない。


「死ね、小僧ッ！」


　必殺の刃が、アレクを襲おそう。その初しよ撃げきを、少年は必死に避けた。道中ダリウスやリリアンナに鍛きたえられていなければ、不可能な体たい捌さばき。しかし、体勢は大きく崩くずれていた。


「とどめッ！」


「く……っ」


　突き出された切っ先が、鎧さえ身につけていないアレクの鎖さ骨こつの辺りに突き立つ。だがほぼ同時に、少年も二丁の手しゆ銃じゆうを引き抜いていた。痛みを堪こらえ、弾だん丸がんに魔ま力りよくを込める起動語コマンドワードを唱える。


（ヴィクトール、力を貸してくれ……！）


　自らの銃と、偉い大だいなる守もり人びとヴィクトールの遺い品ひんである銃。その両方に精せい一いつ杯ぱいの想おもいを込め、アレクは床に倒たおれざま、引き金を引く。


　ダンダンッ！


　両手の銃が魔力の光を放ち、もう一撃を加えようとしていた兵士を直撃した。その威い力りよくに、鍛きたえられた兵士も吹き飛ぶ。そのまま床に転がると、もう立ち上がってはこなかった。


「やった……っ」


「ガ、ガキがぁッ！」


　リリアンナと剣を交えていたひとりが、怒いかりの絶ぜつ叫きようをあげた。否いや応おうなしに乱戦に巻まき込まれたアレクへと、兵士は大きく剣を振りかぶる。


　だがそこへ──黒い旋せん風ぷうが飛び込んでいた。


　ギィンッ！


　金きん属ぞくと金属がぶつかり合う音。だが吹き飛んだのは、兵士ひとりだった。


「な……!?」


「ダリウス!?」


　驚おどろくハリスとアレク。だがその表情は、真ま逆ぎやくのものだった。


「……どうやら、間に合ったようだな」


　ダリウスは油断なく大剣を構え、少年たちと兵士の間に立った。直後、小さな影かげがアレクに突進するような勢いでしがみつく。


「アレク！　アレクアレクアレク！　無事か!?　無事じゃないのか!?　血が出てるじゃないか!?」


「ヴ、ヴラド……？」


　アレクにしがみついていたのは、タビットの少年だった。ヴラドは素早く呪文を唱え、杖つえの先でアレクの傷口に触ふれる。すると、すぐに痛みは消えた。


「心配したんだぞ！　だけど、元気そうでよかった──」


「こいつ──ッ」


　乱戦の中、抱ほう擁ようを交わす人間とタビットの少年に、兵士のひとりが怒いかりの剣を振り上げる。だがその剣は振り下ろされることなく、兵士は鮮せん血けつをたなびかせながら倒れた。


「アレク様、ヴラド様、わたしの後ろに！」


「ユーリカ!?」


　そこに現れたのは、二本のナイフを構えたルーンフォークの少女だった。


「来てくれたのか！」


「はい。遅おそくなって申し訳ありません」


　ユーリカは、まったく付け入る隙すきのない構えで敵を威い嚇かくする。その姿は、普ふ段だんのおっとりした雰ふん囲い気きとは完全に逆だ。


「や、やはり、仲間がいたのか……ええい、構うな！　全員殺せ！」


　ハリスは必死に命令を出すが、それはもはや叶かなえられようもなかった。


「が……っ」


「ぐあ……っ」


　ダリウスに、ユーリカに、リリアンナに、兵士たちは叩たたき伏ふせられる。


「引き時よ」
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　そして、メイドの女がそう告げると、ダリウスが頷うなずく。


「ユーリカ、先せん導どうしろ」


「了りよう解かいしました」


　ダリウスの指示を受け、ルーンフォークの少女はアレクの許もとへ駆かけ寄よった。そしてその手を取り、立たせる。


「こっちです」


「ひょっとして、そっちって……」


「ああ。俺たちが来た通路だ」


「……なら、大だい丈じよう夫ぶだよな……」


　ダリウスの言葉に、アレクは小さく頷うなずく。


　メイドの女に対する不信感はいまだ消えていないが、仲間たちがいてくれることは心強い。だから、アレクはヴラドを抱かかえ上げ、ユーリカが先導する闇やみへと足を向ける。


「お、おい、ぼくはぬいぐるみじゃないんだから──」


「傷きずを治してくれた礼だよ」


「それならそれで、男よりはかわいい女の子に抱いだかれたいな……」


「贅ぜい沢たく言うな。リリアンナ、行こう」


「……うん」


　共に不安を抱きつつも、少女もアレクに続いた。メイドの女が併へい走そうするように後こう退たいし、最後にダリウスが身を翻ひるがえす。


「ま、待て！」


　ハリスの声が響ひびくものの、もはやアレクたちを積極的に追つい撃げきする戦力は彼らにはない。


　こうして、アレクたちは地下都市の闇の中へと消えていった。




第三章『皇こう帝ていの苦く悩のう』













　異質なる存在は、いつの時代も忌いみ嫌きらわれる。


　劣おとっているものならば、蔑さげすみ、嘲あざ笑わらわれることで。


　優すぐれているものならば、危き険けん視しされ、白眼視されることで。


　最初のナイトメアがいつ生まれたのか、記録はない。彼らに関する記録そのものが、ほとんど残っていないのだ。そしてその事実が、彼らがいかに忌み嫌われてきたかの証あかしとも言えるだろう。


　ある時代では、生まれてすぐに殺されていた。ある国では、危険な存在として管理された。功績を立てても認みとめられず、むしろ恐おそれられることが普ふ通つうだった。


　そしていま、ナイトメアは冒ぼう険けん者しやとしてのみ、その能力を評価されている。彼らにとって、乱世こそが心休まる時代なのかもしれない。




──ある生物学者の著書より





　　　　１




　帝てい都とルキスラの全ぜん貌ぼうを見下ろすように立つ、皇こう城じよう。


　そのもっとも高い位置にある主しゆ郭かくに、皇帝ユリウスの執しつ務む室しつはあった。


　ザルツ地方でもっとも強大な力を持つ、ルキスラ帝国──その最高権けん力りよく者しやである皇帝の執務室にしては、その部屋はさほど広くない。


　丁てい寧ねいに揃そろえられた調度品と、必要最小限の書しよ棚だな。あとは、皇帝が執務に使うための大きな机つくえがあるのみだ。


　そして現ルキスラ皇帝ユリウスは、午前中をこの執務室で過ごす。膨ぼう大だいな量の書き仕事を午前で終え、午後からは公務や謁えつ見けん、諸大臣や軍関係者との会議などをこなすためだ。


　よほど仕事の量が手に余るときは、秘書を入れることもある。だがほとんどの場合、ユリウスはひとりで仕事に打ち込むのを好んだ。


　そんな、多た忙ぼうだが平へい凡ぼんな午前。


　急使の訪ほう問もんによって、若き皇帝の手が止められていた。


「──ほう。無事にレジスタンスのアジトは制圧できたか」


　皇帝ユリウス・クラウゼは、報告を聞いて、わずかに微び笑しようを浮うかべる。


　美しい男だった。


　白はく磁じのように透すき通った肌はだ、窓からの陽光を浴びて輝かがやく黄金の髪かみ。青い瞳ひとみは深く澄すんでおり、そこには知性と強い意思、そして奥おく底そこに鋭するどい輝きを湛たたえている。


　弱じやつ冠かん二十八歳さいの皇帝を、若じやく輩はいと笑う者もいる。だが外見だけならば二は十た歳ち前後の若々しさを保ちつつも、ユリウスは無言でそこに座ざしているだけで、王者の風格を感じさせた。


「は。レジスタンスに協力していた貴き族ぞくも大半を捕ほ縛ばく、現在牢ろう獄ごくへと移送中です。ですが、若干の取り逃にがしもあり、また……魔ま剣けんの少年の確かく保ほにも失敗しております」


　報告を伝えに来たのは、長身なルーンフォークの男だった。


「おまえが指し揮きして取り逃がしが出るとは、珍めずらしいな。ゲイリー」


「面めん目ぼく次し第だいもありません」


　じろりと睨にらまれ、ルーンフォークはやや大おお仰ぎような態度で頭を下げる。だがその様子を見て、皇帝は小さく笑みを浮かべた。


「まあいい。今回は最大規き模ぼのアジトを制圧しただけで十分な成果だ。魔剣の少年を取り逃がしたのは、いささか残念だがな」


「申し訳ありません、陛へい下か」
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「引き続き、逃のがした逆ぎやく臣しんどもを追え。やつら相手には一切容よう赦しやする必要はない」


「は。心得てございます」


　そう言って頭を下げる様子は、やはり少し芝しば居いがかっている。どうやらそれが、このルーンフォークの癖くせらしい。


「ただし、魔剣の少年は追い詰つめすぎるな。ほどよく圧力をかけるだけでいい。無む理りして捕とらえようとはしないことだ」


「泳がせる……ということでありますか……？」


「そうだな。いずれ、向こうから網あみの中へ飛び込んでくる。下へ手たに追い込んで、怒おこらせてはいらぬ怪け我がをするだけだ」


「は……」


　皇帝は遠回しな物言いをするが、ゲイリーは特に疑問を差し挟はさむことなく頭を下げる。


「報告は以上か？」


「はっ。詳しよう細さいはこちらに資し料りようとしてまとめてあります」


「そこへ置いておけ。目を通しておこう」


「では、失礼します」


　ゲイリーは丁寧に巻まかれた書しよ簡かんを執務机の一いつ端たんに置くと、踵かかとを合わせ、右手を胸むねに当てて一礼した。そして完かん璧ぺきな儀ぎ礼れいに則のつとって皇帝の執務室を後にする。


「……ふふ。逃げたか」


　ユリウスは優美な手で書簡を手に取ると、すべての仕事に優先してそれを開く。そしてそこに記されている作戦結果の詳細、捕縛した貴族の一いち覧らん、及および現場での特筆すべき出来事を素早く読み終える。


「必要な駒こまは、揃いつつあるようだな」


　ユリウスはもう一度笑み、書簡をしまう。


　だがその笑みは、どこか殺気さえ感じさせる、凄すごみを含ふくんだ笑みだった。





　　　　２




　地下都市を脱だつ出しゆつしたアレクたちは、迷めい路ろ状じようの地下道を抜ぬけ、地上へと到とう達たつしていた。


　古びた涸かれ井い戸どを上り、太陽の下に出る。そこは、帝都ルキスラの中でも比ひ較かく的てき山やまの手てに位置する市し街がいの裏うら路ろ地じだった。涸れ井戸だけに人気はまったくなく、アレクたちは見上げた太陽の位置で、すでに夕ゆう刻こくに近いことを知る。


　その後もダリウスの先導で複ふく雑ざつな裏路地を抜け、ついに一いつ軒けんの屋や敷しきにたどり着いていた。裏門の鍵かぎを開け、素早く全員敷しき地ち内に入る。


「ここは……」


　アレクは敷地に入り、屋敷を見上げる。


　地下都市で軟なん禁きんされていた屋敷に、負けず劣おとらず年期を感じさせる建物だ。二階建だてだが一階ごとの天てん井じようが高く、威い圧あつ感かんを覚えるほどに大きい。


　小さな庭もあり、一応手入れはされているようだった。だが屋敷全体から生活感の薄うすさを感じる。まるで、何年も人が住んでいないかのようだ。


「こっちだ」


　敷地内に踏ふみ込んでからも、先頭はダリウスだった。彼は躊ちゆう躇ちよなく裏口を開け、屋敷の中へアレクたち一行を招まねき入れる。


「ここ……ダリウスの隠かくれ家が？」


　アレクはたまらず、そう尋たずねていた。だが黒こく衣いの魔ま法ほう戦せん士しは返答することなく、比較的広くて小ぎれいな応接室へと全員を案内する。


「──ここ、ダリウスの生家よ」


「バルバラ」


　少年に耳打ちした金きん髪ぱつのメイドを、ダリウスが鋭するどく叱しつ責せきした。それを受けて、バルバラと呼ばれたメイドはぺろりと舌を出す。


「ダリウスの生家……？　ここが？」


　しかしアレクは、その言葉を聞き漏もらしてはいなかった。


（こんな立りつ派ぱな屋敷で、ダリウスは生まれ育ったのか……？　なのにどうして、いまは誰だれも住んでないんだ……？）


　様々な疑問が湧わいてくる。だがこの屋敷に来てからのダリウスは、いつにも増まして話しかけづらい雰ふん囲い気きをまとっていた。はっきりと、不ふ機き嫌げんだと言ってもいい。


「ガノッサ家……？」


　応接室にかけてある肖しよう像ぞう画がに、その名が刻きざまれていた。そこには、甲かつ冑ちゆう姿すがたのいかめしい顔をした老人が描えがかれている。そしてその横には、もう少し小こ振ぶりの肖像画がかけてあった。その絵姿を見て、アレクは軽く驚おどろく。


「ダリウスだ……」


　ヴラドも気づいたらしい。そこに描かれていたのは、三人の男性。先ほどの老人を中心にして、左右に二人の若者が立っていた。


　ひとりは、黒くろ髪かみの青年。もうひとりは、銀髪の青年。


「ダリウスと……エーラ……？」


　五年前。北の大陸レーゼルドーンの開かい拓たく地ちで、アレクは黒髪と銀髪の二人組の冒ぼう険けん者しやに命を救われている。その名前が、ダリウスと──確かエーラだった。


「ねえアレク。これって、写真ってやつ……？」


　リリアンナの声に振ふり返れば、大きな暖だん炉ろの上には確かに何枚かの写真が飾かざられていた。魔ま動どう機き文明時代にはありふれた技術だったらしいが、現在では腕うでのいい魔動機師マギテツクでなければ扱あつかえない貴き重ちような代しろ物ものだ。


「ダリウスと……この女の人、誰だろ……？」


　困った顔の若きダリウスと一いつ緒しよに、まだ少女と言ってもいい元気そうな女性が写っていた。他ほかにもダリウスとエーラ、もうひとり別の少女と写っているものもある。みな武ぶ装そうしており、冒険者として活動していた時期のものだとうかがえた。


「……この屋敷なら、当分は安全だ。好きに使ってくれ」


　しかしダリウスは不機嫌そうに言うと、写真立てを倒たおしてしまった。アレクたちは勝手にダリウスの過去を覗のぞき見したということに気づき、少し申し訳なさそうに口をつぐむ。


「みんな、ダリウスが冒険者を引退する前の、ダーレスブルグ時代の写真よ。その頃ころのダリウスってば、モテモテでね」


　あえて少し茶ちや化かすような態度で、バルバラは言った。きつく結ゆっていた髪をほどき、メイドとして見せていた上品な態度から一変して妖よう艶えんな表情を浮かべる。


「バルバラ、いい加か減げんにしろ」


「ふふ……大だい丈じよう夫ぶ。まだ純じゆん真しんな坊ぼうやに余計なことは言わないわ」


　バルバラは艶なまめかしい手つきでアレクの頰ほおから顎あごを撫なでると、ソファに腰こしを下ろす。


「そ、それより……あんた何者なんだ？」


　アレクは少しドギマギする心を抑おさえるために、当面の疑問を口にした。そんな少年を見やり、バルバラは諦あきらめたように嘆たん息そくする。


「なんでオレたちを助けた？　やっぱり帝国の密みつ偵ていなのか？」


「話せることと話せないことがあるけど……いい？」


「それは……」


「まあいいわ。まず、わたしはレジスタンスじゃないし、本当はメイドでもなんでもない。レジスタンスの動向を探さぐるために潜せん入にゆうしていたのは、確かに事実よ」


「じゃあ──」


「帝国に雇やとわれた密偵か……という話なら、ノーコメント。わたし、これでも一応冒険者なのよね。だから、依い頼らい人にんが不利になるようなことは、冒険者のプライドにかけて、話すことはできないわ」


　その答えは、アレクの予想の範はん疇ちゆう外だった。てっきり帝国のスパイだとばかり思っていたからだが、冒険者ならば確かに依頼人の情報をおいそれと話せないのも納なつ得とくできる。


「それと、わたしが冒険者なのは、ダリウスがよく知ってるはずよ」


「ダリウスが……？」


　女の言葉に、視線が黒衣の魔法戦士へと集まる。


「ダリウスがまだルキスラを拠きよ点てんに活動してた頃、何度か一緒に冒険に行ったのよ。街まちの地理や地下の遺い跡せきに詳くわしいのも、その頃の知識と経験ってわけ」


「そうなのか？」


　アレクの確かく認にんに、ダリウスは無言のまま小さく頷うなずく。


「だからここがダリウスの家だってのも知ってたし、情報屋を通じてダリウスにも魔剣の少年──つまりあなたがあそこにいることも伝えたってわけ。まあ、これはダリウスの行動パターンを読んで、先読みで仕し込こんでただけのことだけど」


「……全部を信用するわけにはいかないけど、助けてもらったのは事実だし、とりあえず礼は言っとくよ。ありがとう」


「どういたしまして」


　頭を下げるアレクに対し、バルバラは笑顔で応こたえる。


「だけど、しばらくは一緒にいてもらうぜ。完全に信用したわけじゃないしな」


「その用心深さ、将来は相当有名な冒険者になれそうね」


　そう言って、バルバラはアレクにウィンクする。


　思わず赤面したアレクの態度に、ついリリアンナが足を蹴け飛とばしてしまう。


「い、いてっ!?　なにすんだよ!?」


「え!?　あ、ううん、別になにも……」


「なにもないのに蹴るなよ、いてて……」


「ま、まあ、ともかく、全員無事に揃そろったんだしさ！　とりあえず情じよう報ほう交こう換かんでもしようよ。暴ぼう走そう事じ故この後、なにがあったか興きよう味みあるし」


　そう言って、空気を変えたのはヴラドだ。


「そ、そうだな。オレも、ダリウスやヴラドがどうやって地下都市の情報を仕入れたか、細かい話を聞きたいし」


「じゃあ、お茶でも用意しますね」


　アレクの言葉に、ユーリカも荷物を降ろしてバックパックからお茶の缶かんを取り出す。


　そしてみなそれぞれ、ソファに座すわるのだった。





「スレイ……？」


　アレクが金きん髪ぱつの剣けん士しの話をしたところで、ダリウスが怪け訝げんな顔をする。


「ダリウス、知り合いなの？」


　アレクの問いに、黒髪の戦士はしばし沈ちん黙もくする。


「……いや、容よう姿しや言動が、古い知り合いに似にていたものでな。だがそいつは銀髪で、しかもいまさらルキスラに姿を見せるはずがない」


「銀髪……？」


　エーラのことだ──アレクはすぐに気づく。確かに、エーラとスレイは似ていた。そしてなぜいまダリウスとエーラが共に行動していないのかも、改めて気になる。


「……ひと通り話を合わせてみると、いくつか見えてくることがあるね」


　そう言ったのは、ヴラドだ。


「まず、この街には皇こう帝ていを倒そうとするレジスタンスがいるってこと。そして彼らはその手段として、クーデターを画かく策さくしているってこと。さらに、そのための切り札ふだとして、アレクと魔ま剣けんを欲ほしいと思ってることだ」


「ユリウス皇帝も魔剣を集めてるって話だったぜ」


「そうね。それに、この街に来てから感じてたの……魔剣の気配が、複ふく数すうあるような気がするなって」


「そうなのか、リリアンナ？」


「うん。初めは気のせいかなって思ってたんだけど……魔剣が複数この街に集められているなら、理解できるし」


「〝蛮ばん王おうの剣つるぎ〟が、この街に複数ある……」


　アレクは顔を上げ、剣の柄つかに軽く触ふれる。


「きな臭くさいことこの上ないね。しかも神しん殿でんにまで兵士を送り込んでくるし、やっぱりユリウス皇帝って、野心家って以上に危き険けんな人物に思えるんだよな」


「ユリウス皇帝の、真の狙ねらいはなんなんだろう……」


「本気で戦争を起こすつもりでいるなら、許し難がたいことだけど……」


　アレクの疑問に、リリアンナも答えられない。それは、ヴラドにしても同じだ。みな腕うで組ぐみしたまま、唸うなるしかない。


「みなさんお疲つかれのようですし、食事にしてはいかがですか？」


　そんなとき、応接室に戻もどってきたのはユーリカだった。その手には大きなお盆ぼんがあり、湯気を上げているシチューの鍋なべと、人数分のお皿がある。


「うお、いい匂におい……」


「手持ちの食料を使って、ここのキッチンで急いで作ったものですけど……携けい帯たい食料をそのままかじるよりはおいしいかなって」


「そりゃそうだ！　うん、ひとまず休きゆう憩けいにしよう」


　いい加減体は疲れ切っており、頭の中も、もうぐちゃぐちゃだった。そこへシチューのような食しよく欲よくをそそる匂いをかいでしまっては、もはや食べ物のことしか考えられない。


「じゃ、休憩ね」


　リリアンナもそれに同意し、話し合いはひとまず休止となる。


　窓の外も、夜が近いことを主張するように、暗くなりつつあった。
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「ふーっ、食べた食べた！」


　リリアンナはスプーンを空の皿に置くと、大きく息を吐はく。


　暗い地下を長時間逃にげ回って疲れ切っていた体には、ユーリカのシチューは絶品だった。


「ユーリカって、料理うまいよね。感心しちゃうなぁ」


「たぶん、元々は家事用に造られたんじゃないかと思うんです、わたし」


「なるほどねぇ……」


　てきぱきと食器を片付けるルーンフォークの姿すがたに、リリアンナも頷うなずく。


「これでお風ふ呂ろにでも入れたら、最高なんだけど……」


「あるわよ、お風呂」


「え……？」


　リリアンナの言葉に答えたのは、バルバラだった。


「この屋や敷しき、お風呂ついてるわよ。しかも、魔ま動どう機き文明様式の、全自動給きゆう湯とう装そう置ち付き。広くてあったかくて、気持ちいいわよ？」


「マジで!?　すげー、見てみてぇ！」


　魔動機に目がないアレクは、すぐに興味を示す。だが、リリアンナは別のところが引っかかっていた。


「……なんでそんなこと、バルバラさんが知ってるんですか？」


「だって、使ったことあるもの。ねぇ、ダリウス」


「…………」


　リリアンナに問われ、バルバラはダリウスを見た。だが、答えは特に返ってこない。


「……バルバラさんって、ダリウスさんとどういう関係だったんです……？」


「どういう関係だと思う？」


　率そつ直ちよくに疑問を口にするリリアンナへ、バルバラは妖艶な笑みを浮うかべながら問い返してきた。その色っぽい笑みに、同性ながら少し赤面してしまう。


「うふふ。早くお風呂入ってきなさいな。詳しいことは、お風呂上がりにダリウスにでも聞いてみたら？」


「バルバラ」


「はいはい、冗じよう談だんよ。アレク君なら装置の使い方、わかるでしょ？　せっかくだし、順番に入って疲れを取ったら？」


「そうだな。おい、ヴラドも手伝ってくれよ」


　そう言って幼なじみのタビットを振ふり返るが、返事はなかった。食事もまだ途と中ちゆうで、口に運ぶ途中のスプーンには、すっかり冷めたシチューが載のったままだ。なにか考え込んでいるらしく、動きは完全に止まっている。


「ヴラド？」


「え？　ああ、ごめん。聞いてなかった」


「だから、風呂を沸わかす魔動機械動かすから、手伝ってくれって」


「風呂を沸かす魔動機械？　そんな大がかりなものまであるんだ」


「……そこから聞いてなかったのかよ」


　呆あきれつつ、アレクは嘆たん息そくする。


「とにかく早く食えよ。すぐに行くぞ」


「う、うん。そっか、風呂か。風呂はいいな。人間の生んだ最高の文化だよなぁ」


「……覗のぞかないでよ」


「まだ命は惜おしいよ」


　リリアンナの突つっ込こみに、アレクは観念したとばかりに両手を挙あげて答える。


「じゃあ、お風呂使わせてもらおうかな。ダリウスさん、構わない？」


「……好きに使ってくれ」


　素そっ気けなくダリウスは答えるものの、それを聞いたリリアンナは満面の笑みを浮かべる。


「まさかお風呂に入れるなんて思わなかったから、嬉うれしいな」


　少女はすっと立ち上がり、バックパックを開けて風呂の準備を始める。その横では、ユーリカが食事の後片付けを始めていた。


「アレク、どれぐらいでお風呂使えるようになりそう？」


「そんなの現物を見てみないとわかんねぇけど、まあそんなにはかかんねぇだろ」


「じゃあユーリカ、片付け終わったら一いつ緒しよにお風呂入ろ」


「え、わたしと……ですか？」


「そうよ。だって、いつ敵てきが襲おそってくるかわからない状じよう況きようでしょ？　やっぱり二人一緒に行動したほうがいいじゃない」


「そういうことなら……了りよう解かいしました」


　ユーリカは頷き、少し嬉しそうに微笑ほほえむ。


「よし。じゃあ、給湯装置見てくるよ。ヴラドも、食ったらすぐ来いよ」


「……わかってるよ」


　席を立つアレクに、タビットの少年は特別急ぎもせずに食事を再開するのだった。





　屋敷の奥おくには、立りつ派ぱなボイラー室があった。


　魔動機文明時代に造つくられたものを修復レストアしたらしく、一見して古びてはいるがかなり大規模な風呂への給湯にも耐たえられる代しろ物もののようだ。


「すげーな。こんな立派なボイラー、初めて見たぜ」


　貯水タンクから繫つながるパイプや、加熱するための燃焼室を確かく認にんし、アレクはざっと使い方を把は握あくする。


「しかも魔元素マナを自動的に蓄ちく積せきするタイプだぜ。半永久的に使える代物だぞ、これ。一体いくらぐらいするんだろうなぁ……」


　魔動機械内のマナ残量を示すメーターが、満タンになったままだ。


「長いこと使ってなかったんだな。もったいねぇ。だけどこれなら、オレたちがマナを供給する必要もねぇし、二人で来るほどのこともなかったか」


「…………」


「ヴラド？」


「……え？　あ、ああ。すごい装置だね」


「どうしたんだよ、さっきからぼーっとして」


「いやその、別に……はは、ちょっと疲つかれてるのかな？　ずいぶん走り回らされたからさ」


「ならいいんだけど……まあ、風呂に入れば疲れも取れるか。よいしょっと」


　アレクは起動装置を見つけ、自分の魔動制御球マギスフイアを設置した。二言三言起動語コマンドワードを唱となえると、ボイラー装置全体が低く振しん動どうを始める。


「よし、起動したぞ。あとはこいつで、給湯開始……っと」


　最後にいくつか指示を出すと、給水パイプから水が流れる音が聞こえてきた。その水はボイラーで温められ、そのまま浴槽へ流れ込んでゆく。


「湯量の調整とか、どうすんだろ……ヴラド、そっち見てくれ」


「了解」


　ボイラー装置は部屋の壁かべ一面を埋うめる大きさだ。アレクは高い位置を中心にいろいろ確認して回り、ヴラドは低いところを見る。


「しっかし、マジで今回ばかりはやばかったぜ」


「え……？」


「ほら、また魔ま剣けんは暴走するし、牢ろう屋やに放ほうり込まれて魔剣と引き離はなされるし、そのせいでまた〝穢けがれ〟の汚お染せんが進むしさ……挙げ句、レジスタンスに拉ら致ちされて、そこに帝てい国こく軍ぐんが攻せめてくるとか……どんだけ大事件が連発するんだっつーの」


「……正直、すごく心配したよ」


「心配？　ヴラドが？」


「当たり前だろ！　何年の付き合いだと思うんだよ！」


　思いがけず強い口調で言葉が返ってきたため、アレクは少し面めん食くらう。


「ご、ごめん、大声出して……」


「あ、いや、別に……」


「……だけど、自分でも驚おどろいたのは事実だよ。きみと離ればなれになるのが、こんなに不安だとは思わなかった」


「まあ、ずっと一緒にいたからな」


「そうだね。ダーレスブルグの事件のときも、鬼き哭こく山ざんでも、きみとはずっと一緒だった。だからあんまり感じてなかったけど……アレク、もしきみが死んだり、〝穢れ〟きったりしたらって考えたら……すごく怖こわくなったんだ」


「そっか……心配かけちまったな……」


「別に、アレクが悪いわけじゃないだろ。だけど、これまでみたいに浮かれてはいられないってことも、骨ほね身みに染しみてわかったよ」


「ルキスラ帝国だの、レジスタンスだの、話が大きくなってきたもんなぁ……」


　つぶやき、アレクは腰こしに吊つるしたままの魔剣を軽く触さわる。


「これまでだって必死に生き延のびてきたけど、ここから先……いままでと同じじゃ生き残れないかもしれない……」


「……ヴラドは、ダーレスブルグに帰ってもいいんだぜ？　元々、魔剣の呪のろいとも聖せい地ち巡じゆん礼れいとも関係ないんだしさ」


「そういう冷たいことを言うか、アレク？　泣くぞ」


「……ごめん。だけど、これからはお互たがい、命の保証もなさそうだし……」


「だからこそだよ。ひとりおめおめとダーレスブルグに帰って、おかみさんにどんな顔すればいいんだ？」


　ヴラドは幼おさない頃ころにダーニカ家に拾われ、アレクと兄弟のように育てられた。だから、アレクの母はヴラドの母でもあった。


「……となると、死なないように、負けないように、オレたちも強くなるしかねぇか」


　アレクは改めて、そう告げる。


「いつまでも、リリアンナに守ってもらったり、ダリウスに頼たよってばっかりってわけにもいかねぇもんな」


「はは、そうだね……」


「だけど、ダリウスはやっぱすげーよな。あれ、真しん語ご魔ま法ほうの〝火球フアイアボール〟だろ？　ほとんど姿も見えないような距きよ離りから撃うってきてさ、兵士を一発で吹ふっ飛ばすとか、半はん端ぱねぇよ」


「う、うん……」


「剣の腕うでもすげーのに、魔法もあれだけ本格的に扱あつかえるんだからな。ただナイトメアだってだけじゃないすごみを感じるぜ。系けい統とうは違ちがうにせよ、同じ魔法を扱う者として、間近で見てどうよ？」


「……そうだね、すごかったよ」


　そこは妙みように素っ気なく、返事が返ってくる。少し気になって幼なじみの親友を見やれば、そちらもアレクのことを振り返ったところだった。


「は、ははは！　なんというか、嫉しつ妬とみたいなもんだよ、嫉妬！　ぼくは魔法を使う以外取とり柄えがないのに、ダリウスはなんでもできるから、なんか正直悔くやしくてさ！」


「はは、なるほどなぁ。まあ、あっちは冒ぼう険けん者しや歴れきも長いベテランだから、いまは負けててもしょうがねぇだろ。まったく、こと魔ま術じゆつに関してはタビット族はプライド高いからな」


「当然だよ。世界で一番賢かしこい種族だからね」


「ホントかー？」


「タビット族をバカにする気かい、アレク？」


「冗じよう談だんだよ、冗談。頼りにしてるさ」


　そう言って、二人は声を出して笑い合う。


「……実際、おまえがいてくれて助かるよ。気心が知れてるって、悪くないもんだな」


「な、なんだよ急に」


「種族は違うけど、オレたちは兄弟だってことだよ」


「は、恥はずかしいこと真ま顔がおで言うなって！」


「恥ずかしいってこたねぇだろ」


「そういうことはね、口に出して言うと値打ちが下がるっていうか……もうっ。そんなことよりアレク！」


「な、なんだよ」


　強ごう引いんに話を打ち切り、ヴラドは給湯装置の一角へと歩み寄る。


「さっきなんだけどさ。給湯装置の裏に、浴室へ繫つながるメンテナンス用ハッチを見つけたんだけど……どう思う？」


「どう思うって……おまえ、まさか……」


「行こう、アレク。ぼくたちのワンダーランドへ」


「ヴラド、おまえまだ懲こりてねぇのかよ!?」


「前回は失敗したが、今度こそじっくり堪たん能のうするのだよ、アレク君。なんとかあのバルバラさんも見てみたいものだ……引き締しまったすらりと長い手足、ボリュームある大人のバディ……初うい々ういしいリリアンナさんとはまた違った妖よう艶えんさは、間違いなく絶品だよ……」


「……だからなんでおまえはそんなに人間の女体が好きなんだ……」


　恍こう惚こつと妄もう想そうに耽ふけるウサギそっくりの少年を見下ろし、アレクは軽く嘆たん息そくする。


「とりあえず湯は出せるようになったし、リリアンナたちに教えてくるよ」


「待ってるぞ戦友。リリアンナさんのときは特等席を譲ゆずってやるから、バルバラさんのときはぼくが優先権を主張するからね」


「へいへい」


　アレクは苦笑しつつ、小さなハッチを調べるヴラドに返事をする。


　温められた湯は、滔とう々とうと浴槽へ流れ込んでいた。
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「うわー、広ーい！」


　浴室に入ったリリアンナの第一声が、それだった。


　ダリウスの生家である屋や敷しき──その浴室は、まるで公こう衆しゆう浴よく場じようのような規模だったのだ。


　すべて滑なめらかな石で造られ、まるで泉いずみのような浴よく槽そうが壁から大きく広がっていた。そこには石の彫ちよう刻こくがいくつも並ならべられ、湯気を上げるお湯がこんこんと流れ出している。


「すごいですね……」


「ちょっとした観光名所になりそう……ダリウスさんって、実はすっごい金持ちのボンボンだったのかな……？」


　湯気の立つ浴室へ入り、ユーリカとリリアンナはしばし茫ぼう然ぜんとしていた。


「ホントに謎なぞの多い人だけど……とにかく、いまはこんな素す敵てきなお風ふ呂ろに入れる幸運に感謝しよう」


　リリアンナは大きく頷うなずき、まずは打たせ湯のように湯が溢あふれている彫像の下へ向かった。美しい女性の像が持つ水みず瓶がめから、湯がどんどん溢れている。その温度を確かめ、少女は頭からそれを被かぶった。


「うわーっ、気持ちいい！　ユーリカもおいでよ！」


「あ、あの……」


　もじもじするユーリカを見て、リリアンナはすたすたと戻もどってきた。そして手を摑つかみ、にっと笑うと強引に打たせ湯へ引き込む。


「きゃ……っ」


「ね、気持ちいいでしょ？」


　頭から湯を被りながら、リリアンナはウィンクする。だがまるで小さな子同然に目を閉とじているユーリカには、見えていない。


「旅の埃ほこりを落としたら、お湯に浸つかりましょ」


「は、はい……っ」


　もはやリリアンナのなすがままに、ユーリカは浴槽へ引っ張られていった。そのまま二人で、ざんぶと湯に浸かる。


「うーん、いいお湯！　ここの給湯設備が優すぐれてるのか、アレクの湯加減がいいのか、どっちかなぁ」


　流れる髪かみを結い上げ、アバウトに髪留どめで留める。


「アレク様が、お上じよう手ずなんだと思います……」


「ほほう、その根こん拠きよは？」


「こ、根拠なんかないです、けど……アレク様なら、お上手なんじゃないかと……」


「信しん頼らいされてるなぁ、アレク」


　やっぱりもじもじしているルーンフォークの少女を見て、リリアンナはクスッと笑う。


「ねぇねぇ。どうして、そんなにアレクのことを信頼してるわけ？」


「え……？　どうして、と言われましても……わたしの命を助けてくださいましたし、その上で命を狙ねらったわたしを許してくださいましたし……しかも、とても優やさしくしていただいて……」


「……ふーん、なるほどねぇ……」


　頰ほおを赤らめながらアレクについて語るのを聞いていると、なぜだかリリアンナはイラッとした。


「まあ確かに、勇気と決断力はすごいと思うし、魔動機を扱う腕もなかなかのものだと思うわ。優しいのも……確かに、誰に対しても優しいところはあるわよね」


「はい。素晴らしい人だと思います」


「う……」


　純じゆん真しんな瞳ひとみで見上げられ、リリアンナはつい怯ひるんでしまう。


「……ユーリカは、アレクのこと……その、えっと……す、す……」


「す……？」


「す、好き……なの？」


「はい」


　返ってきたのは、実に単純明快な答え。


「人族の方は、みなさん以外ほとんど知りませんけれど……アレク様のことは、大好きです。生まれてからずっと、ミノタウロスの集落で育ちました……でもその間は、ずっと〝人形〟とか〝道具〟とか〝おもちゃ〟とか……そんな風にしか扱われませんでした」


「…………」


「でも、アレク様はそんなわたしにも、手を差し伸のべてくださったんです。好きに生きていいって……だから、わたし、アレク様のために生きることにしたんです」


「そ、そっか……そうだよね」


　アレクからユーリカが仲間に加わる経けい緯いはひと通り聞いていたが、実際に本人の口から聞くと、インパクトのある生い立ちだった。


　ルーンフォークは、普ふ通つうの生物のように親から生まれてはこない。ジェネレーターと呼ばれる魔動機械から造り出されるのだ。だからルーンフォークの外見は生まれたときから死ぬまで変わらないし、生まれたときから最低限人にできることができる。


「アレク様のために役立てるなら、これ以上の幸せはないな……って、思ってます。だから、アレク様をいじめる悪い人は、みんなわたしが殺します」


「いや、あんまり簡かん単たんに殺さないほうがいいと思うよ……？」


「だ、だめなんですか……!?」


「……少なくとも、アレクの許可は取ろうね」


「は、はい……」


　少ししょんぼりと、ユーリカはうつむく。


　彼女は生まれながらにして、暗殺者として鍛きたえられてきたらしい。そのせいか、死生観がかなり人族の常識からずれていた。


「でも、アレクを守るっていうのはいいと思う」


「は、はいっ」


　ユーリカはすぐに立ち直り、目を輝かがやかせてリリアンナを見上げた。


「あいつ、すぐ無茶するから……正直心配なのよね。わたしもあいつを守るって決めてるけど……ユーリカも守ってあげて」


「はいっ。精せい一いつ杯ぱい、がんばります！」


　まさしく純真無む垢くな笑顔で、ユーリカは言った。


　リリアンナは、ミノタウロスという魔ま物ものがどんな連中かよく知っている。男のエゴと獣じゆう性せいを特化させたような、粗そ暴ぼうで野や蛮ばんな怪かい物ぶつ。


　当然、ユーリカがその集落でどんな扱あつかいを受けていたかは容よう易いに想像がついた。だが彼女の笑顔を見ていると、むしろ自分の心のほうが穢けがれているんじゃないかと不安になる。


「……すごいなぁ、ユーリカは」


「そうですか……？」


「うん。アレクのために、そこまで想おもえるっていうのはすごいことだよ」


　心の底から、そう思う。


「でも、アレク様はあんまりわたしのことは好きじゃないんじゃないかって、不安になることもあります……」


　そう言うと、ユーリカは少し視線を落とす。


「どうして？　そんなことないと思うけど……」


「そうでしょうか……？　夜の添そい寝ねも断ことわられましたし、体のお手入れもさせていただけませんし、なんとなく距きよ離りを置かれているような気が──」


「そ、それはそういうものなの！　人間とミノタウロスは違ちがうんだから、別にそれで普ふ通つう！　というか、そんなことしようとしてたの!?」


「だ、だめなんですか!?」


「絶対ダメ！」


「し、知りませんでした……」


　心底衝しよう撃げきだったらしく、ユーリカは涙なみだ目めになっている。


「だいたい、あなたみたいな幼おさない子が……って、ルーンフォークだから外見と年ねん齢れいは一いつ致ちしないんだよね……」


「はい。ようやく四歳さいになったばかりです」


「四歳!?　いや、まあ、そうよね……」


　会話していてちょっと疲つかれてきたリリアンナである。


（四歳ねぇ……）


　改めて裸はだかの体を見てみても、ユーリカはせいぜい十歳かそこらにしか見えない。首輪状に金属質の部品が首を被おおっているのを除のぞけば、まるっきり普通の少女だ。


　だが彼女は生まれてからたった四年で、想像を絶する人生を送ってきたのだろう。そのことを想像するだけで、痛ましい気持ちが湧わいてくる。


「──リリアンナさんも、アレク様のことがお好きですよね」


「!?」


　そんなとき、ユーリカが実にストレートな質問を投げてきた。その一言は、リリアンナを動転させるに十分な威い力りよくである。


「な、ななな、なにを急に!?」


「？」


「あ、いや、その……うおっほん。ええ。もちろんす……」


「……？」


　──次の言葉が、出なかった。


　ユーリカがアレクを好きなように、リリアンナだってアレクのことが好きだ。ヴラドだってダリウスだって、同じように好きだ。


　なのに──口に出して、その言葉を言うことができなかった。


「お嫌きらいなんですか……？」


　すこぶる不安そうに、ユーリカが再度問うてくる。


「い、いやいやいや！　もちろん嫌いなんかじゃないデスヨ？　でなきゃ、呪のろいを解とくためにルキスラまで連れてきたり、その名目に遠えん征せい武ぶ官かんの護ご衛えいに任命したりしないし！」


「そ、そうですよね！」


「そうよ」


「よ、よかったぁ……リリアンナさん、ときどきアレク様にきつく当たってらっしゃったので、お嫌いだったらどうしようかと思ってたんです……っ」


　嫌いだったらどうするつもりだったんだろう──ふと、怖こわい想像が脳のう裏りをよぎる。


「よしっ」


「？」


「この話は、ここまで！　さあ、体洗ってあげる。今度はこっちに来て」


「え？　え？　そんな、わたし……」


「いいからいいから。きれいにしておかないと、アレクに嫌われるぞ」


「きゃっ」


　またも強引に腕うでを摑つかみ、洗い場へ引っ張って行く。暗あん殺さつ技わざに長たけたルーンフォークであっても、神官戦士として鍛きたえたリリアンナの筋きん力りよくには敵かなわない。ずるずると引きずられる。


「さ、座すわって座って。背中流してあげるからねー」


「は、はわわわわっ」


　人になにかしてもらうことに慣れていないのだろう。うろたえるユーリカの様子が楽しくて、リリアンナはこれまた強引に椅い子すに座らせた。


（アレクが好き……か）


　心の中だけで、つぶやいてみる。


「あ、あのー……」


「あ、うんうん。そのままじっとしてて。へー、この石けん、ぬるぬるぺっとりしてておもしろーい」


「ひゃああああっ」


　石けんと書かれた容器から、中の半はん透とう明めいのものを背中にかけると、ユーリカが奇き妙みような悲鳴をあげる。


「かわいいなぁ、もうっ」


　なんかずるい──などと同時に思いつつ、リリアンナはたまらず少女の背中を、ぎゅっと抱だきしめるのだった。
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　少年少女が風ふ呂ろに集まっている頃ころ、応接室にはダリウスとバルバラだけが残っていた。


　真意が読めないバルバラを監かん視しするのが本来の意図だが、バルバラ当人はすっかりくつろいで棚たなから酒さか瓶びんを引っ張り出してきている。


「…………」


「ダリウスも呑のんだら？　元々あなたのものなんだし」


　そう言って、バルバラは新しいグラスに琥こ珀はく色いろの液体を注ぐ。


「前にも増まして、仏ぶつ頂ちよう面づらになったものね。あなたも十代の頃は、もうちょっと喜き怒ど哀あい楽らくがあったのに」


　からかうようにそう告つげるが、黒衣の戦士は言葉を返さない。


「……まあ、あんなことがあったら、感情も希き薄はくになるか。むしろ、冒ぼう険けん者しやに復帰したことが驚おどろきだわ」


「──誰だれから聞いた」


「きゃ、こわーい」


　殺気すらこもったダリウスの視線を、バルバラはおどけた態度で受け流す。


「冗じよう談だんよ。お願いだから、そんなに殺気立たないで」


「…………」


「蛇じやの道は蛇へびって言ってね。情報屋に繫つながる仕事が多いから、いろいろ噂うわさは聞こえてくるの。それらをいろんな角度から統とう合ごうすれば、ある程度どんなことでも真相は見えてくるわ」


「……盗とう賊ぞくギルドか」


「ご想像はご自由に」


　バルバラはウィンクをして、話題をはぐらかす。


　盗賊ギルドというのは、文字通り盗ぬすみや犯はん罪ざいを生業なりわいとする連中の組合であり、互ご助じよ組織だ。その最大の存在理由は、情報の売り買いのためだと言っても過言ではない。


「なにが目的だ、バルバラ」


「だから、それは言えないって言ったでしょ。あなたに捕つかまったことだけでも大失態なのに、これ以上ミスを重ねたら、わたし殺されちゃうわ」


　物ぶつ騒そうなことを言いつつ、怯おびえなどおくびにも出さずバルバラはグラスを傾かたむける。


「そんなことより、あなたたちこそこれからどうするつもり？　ユリウス皇こう帝ていのしつこさは、あなたが一番よく知ってるでしょう？　いまごろ街まち中じゆうどこも兵隊だらけで、迂う闊かつに外を出歩くこともできないでしょうね。連中がこの屋や敷しきの存在に気づかないって保証もないわ。なにせ、あなたがこの街にいることはバレてるんだし」


「…………」


　再び、沈ちん黙もく。


　だが、今度ばかりは本当に返す言葉がなかった。なんとかここまで逃にげ込んだが、ダリウスも次の一手を決めかねているのだ。


「……なんだったら、わたしが渡わたりをつけてあげてもいいんだけど……？」


　妖よう艶えんな、どこか肉にく食しよく獣じゆうを思わせる仕草で、バルバラはダリウスに迫せまる。だが、その程度でダリウスは動じない。


「おまえのいまの主あるじが誰かは知らんが、不利な条件で身を預けるほど俺も迂闊じゃない」


「だけど、いまのあなたになにか次の手があって？」


「……最終的に決断するのは、俺じゃない」


「あはは。ダリウスらしからぬ、消極的な言葉ね。いつからそんな逃にげ腰ごしになったの？」


「…………」


「冗じよう談だん冗談。ちょっとからかってみただけよ」


　露ろ骨こつに殺気立つダリウスを前に、バルバラはおどけて身を離はなす。


「でも確かに、いい子たちね」


　そしてソファにゆったりと寝ねそべると、素直な口調でそう告げる。


「まだみんな若いのに、もう冒険者としての信しん頼らい関係が出来上がってる。想像を絶する試練を乗り越こえたって感じのね。しかも、その少年少女に〝黒い旋せん風ぷう〟までも付き従っている……ホント、予想の範はん疇ちゆうを超こえてたわ」


「……まあな」


　ダリウスも素直に同意する。実際、アレクたちのことは高く評価していた。冗談や酔すい狂きようなどではなく、本気で命を預あずけられる仲間だと思っている。


「──でも、気をつけなさい。あなたも気づいているみたいだけど……敵てきには、あの男がいるわ」


「……ああ。まさかルキスラ帝てい国こく領りように戻もどっているとは予想外だったよ」


　ついにグラスを手にし、ダリウスは強い蒸じよう留りゆう酒しゆをあおる。


「なりふり構っている余よ裕ゆうは、ないと思うんだけど」


「わかっている」


「決断は、急いだほうがいいわ」


「…………」


「あの子たちがいくら将来有望でも、いまは単なる若者よ。わたしもちょっと気に入っちゃったし……むざむざ手た折おられたくはないの」


「……わかっている」


　苦々しく、ダリウスは言葉を吐はき出す。


「──また覗のぞきか！　このヘンタイ！」


「ちょ、ちょっとま……ぎゃああああっ！」


　そんなとき、浴室の方向から爆ばく発はつ音おんと絶ぜつ叫きようが聞こえてきた。その後も、なにやらドタバタ走り回る音や、叫さけび声に破は壊かい音が響ひびく。


「……なにをやっているんだ、あいつらは……」


「うふふ。元気でいいじゃない、若者らしくて」


　思わず渋じゆう面めんを作るダリウスを見て、バルバラは笑う。


「まったく……あいつらを見ていると、大人の事情も古ふる傷きずも、まったく馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えてくる……」


「まあ、それが若さの特とつ権けんだからね」


　くすくす笑うバルバラ。まだまだ終わりそうにない風呂場の騒そう動どう。


「……あいつらを、むざむざと傷つけるわけにはいかん……な」


　ダリウスの苦く悩のうは、深く痛い。


　だが少年少女たちの元気な声は、どんな強い酒よりも、苦しみを和やわらげてくれた。


　だから、ダリウスは決断する。


「決めたの？」


「ああ。決めた」


　ただ、それだけ告つげる。


　黒こく衣いの魔ま法ほう戦せん士しの瞳ひとみには、はっきりと決意の光が宿っていた。
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「──直接皇帝に会いに行こうと思う」


　翌朝、朝食のために食堂に集まったアレクたちの前で、ダリウスはそう切り出した。


「皇帝に、直接会う……？」


　すぐに言葉の意味を理解できず、アレクはスプーンを口に運ぶ途と中ちゆうで動きを止めていた。他の仲間たちも、大なり小なり似にたような感じだ。


「皇帝に会うって、でもどうやって!?」


「人目に付かず、皇城内深くへ侵しん入にゆうする抜ぬけ道を知っている」


「だけど、そんな不意打ちみたいなことして……見つかったら殺されるんじゃない？」


　そう指し摘てきしたのはヴラドだ。


「もちろん、見つかればその可能性もある。だが、ここで座ざしていても結果は同じだ」


「そうかもしれませんけど……ユリウス皇帝って冷れい酷こくな人なんでしょう？　仮かりに直接会えたとして、話を聞いてくれるのかどうか……」


「……恐おそらく、大だい丈じよう夫ぶだ」


　リリアンナの疑問に、ダリウスは絞しぼり出すような声で答える。


「自信があるんだかないんだか」


　バルバラが茶ちや化かすが、ダリウスはそれを完全に無視する。


「──ただいま戻りました」


　そんなとき、食堂の扉とびらが開いた。買い物に出ていたユーリカが戻ってきたのだ。


「おかえり、ユーリカ。外の様子はどうだった？」


「……警けい備びの兵隊の数、かなり増ふえています。主にレジスタンスの残ざん党とうを追ったり、他のアジトを探さがしているみたいですけれど……」


「そうか……」


　買い物ついでに、ユーリカは噂うわさ話ばなしなどから情報を仕入れてきていた。その話を聞いて、みな一様に表情を険けわしくする。


「レジスタンスの人たちは、もうかなり捕つかまったみたいです。手配書も出回っていて……その中には、アレク様とリリアンナ様のものもありました……」


「……いよいよ、迂闊に外を出歩けないな」


　ユーリカの報告に、アレクは唸うなることしかできない。


「確かに皇帝陛下と直接会って話ができれば、事態は変えられるかもしれない。だけど、本当にルキスラ帝国の皇帝が、オレたちみたいな冒険者に会ってくれるもんかな？」


「途中で邪じや魔まが入らなければ……会う気になるはずだ」


「……？」


　ダリウスの言葉には、不思議と確信にも似た雰ふん囲い気きがあった。だが、どこか会いたくなさそうな気配も感じる。


「……ひょっとして、ダリウスって皇帝と会ったことがあるの？」


　アレクの問いに、バルバラがくすっと笑う。


「そりゃそうよ。だって、ダリウスってユリウス皇帝の弟だもの」


「えっ!?」


　思いがけない言葉に、その場にいた全員が目を見開く。


「バルバラ、おまえ──」


「どうせ皇帝に会えばバレることじゃない。それなら早めに言っておいたほうが、余計な混乱も少ないし、あなたの提案にも説得力が増すでしょ？」


「ダリウスが、皇帝の……弟？」


　アレクは改めて、黒衣の魔法戦士の顔を見た。


　皇帝の顔を見たことがないアレクには、その造作から二人が似ているのかどうかも判別のしようがなかったが、これだけ立りつ派ぱな屋敷に住んでいた理由は十分理解できる。


「だけど、それだったらなんでダリウスは冒険者なんかやってんだ……？　それに、この屋敷にしたって、ガノッサ家って名前だし……」


　ダリウスと皇帝は、名字が違ちがう。それに屋敷が立派だと言っても、王族が住まうにはやや小こ振ぶりに思えた。


　大きな違い和わ感かん──しかしダリウスを改めて見て、アレクはあることに気づいていた。


「ひょっとして……」


「──ダリウスは忌み子ナイトメアだから、家を出されたのか」


　そう言ったのは、ヴラドだった。


「ルキスラ皇帝ユリウスに、弟がいるなんて聞いたことがない……だけど、いろいろ納なつ得とくはできたよ」


「ヴラド……」


「先帝の皇こう妃ひは、まだ若くして亡なくなった……ユリウス皇太子に続く、第三皇おう子じが死産。皇妃も産後の肥ひ立だちが悪くて、そのまま母子共にこの世を去ったって……ね」


「まさか……」


「気を悪くしたら、申し訳ないんだけど……ダリウスはそのとき死産として処理された、第三皇子なんじゃないの？　まさか皇帝の血ち筋すじから、ナイトメアが生まれたなんて公表できないからね。しかもその子のために、皇妃が亡くなったなんて……」


「…………」


　ヴラドの言葉に、ダリウスは言葉を発しなかった。そしてそれが話を肯こう定ていしているということを、その場にいる誰だれもが理解する。


　生来魂たましいに〝穢けがれ〟を持ち、角を生やしたまま生まれてくるナイトメア──多くの場合、ナイトメアを生んだ者は命を落とす。その角によって──腹はらを割さかれることで。


　ゆえに、ナイトメアは〝忌いみ子ご〟と呼ばれるのだ。生まれながらにして〝穢れ〟を持つ、母殺しとして。


「じゃあ、本当にダリウスは、ルキスラの皇帝と兄弟……」


　だとすれば、直接の面会も可能に思える。


「……だけど、死んだことになっている弟と、皇帝は会ってくれるのかな？　普ふ通つうは、そんな重大な秘ひ密みつは極力近づけないようにすると思うけど」


「その点は大丈夫」


　と、肯定したのはバルバラだ。


「ガノッサ家は皇帝直属の近この衛え騎き士しの一門で、ダリウスは幼い頃ころからユリウス皇太子と会ってたし、ダリウスが冒ぼう険けん者しやになったのも、大好きなお兄さんの役に立つためだもんね」


「バルバラ、いい加減に──」


「別に隠かくすようなことでもないでしょ。それに、根こん拠きよもなしに皇帝の許もとへ押おしかける、なんて言っても信用してもらえないと思わない？」


「…………」


　バルバラに言いくるめられ、ダリウスは沈ちん黙もくする。


「ダリウスが皇帝のために冒険者になったって……」


「詳くわしいことは知らないけど、生まれたばかりのダリウスを殺さないよう嘆たん願がんしたのは、当時まだ六歳さいだったユリウス皇太子だったそうよ。だからダリウスは、その恩おんに報むくいるために冒険者になって、ユリウス皇太子のために情報を集めたり、必要なものを遺い跡せきから回収してきたり、そういう活動を始めたってわけ」


「バルバラ、あまり憶おく測そくで喋しやべるな」


「あら、なにか間ま違ちがってた？」


　不ふ愉ゆ快かいそうに文句を言うダリウスだったが、バルバラは一いつ顧こだにしない。


「活動の拠きよ点てんを北に移したのも、ダーレスブルグの様子や蛮ばん族ぞくの動向を探さぐるためだったのは知ってるのよ？　立場上表立って会えないから、城の秘密通路を使ってこっそり会ってたこともね」


「覗のぞき好きめ……」


　ダリウスはもはやバルバラを止めようとはせず、悪態だけつく。


「だけどそういうことなら、確かに皇帝と会っても、いきなり捕つかまったり殺されたりってことはなさそうだな」


　ひと通りの話を聞いて、アレクはそれなりに納得できた。だがふと横目で見たリリアンナは、難むずかしい顔をしている。


「……ダリウスさんとルキスラ皇帝が、ただならない仲だということはわかりました。秘密通路を通って密会することも、不可能ではないと思います」


　それまで黙だまっていたリリアンナが、口を開く。


「でも……正直言って、それでもわたしは皇帝の許へ行くのには気が乗りません。アレクを幽ゆう閉へいして苦しめたり、レジスタンスとはいえ、無む慈じ悲ひに滅ほろぼそうとしたり……本当は、一いつ刻こくも早くこの街から離はなれたほうがいいとさえ思ってます」


　深刻な表情で、リリアンナは自分の意見を述べる。


「けど……まだこの街を離れるわけにはいきません」


「リリアンナ……？」


「……魔ま剣けんの気配を、感じるの。それも、あっちの方向から」


　そう言って、リリアンナが見た窓──その先に見えるもの。


　それは、ルキスラ皇帝ユリウスが住まう、皇城に他ほかならなかった。


「行くしかない……ってことだな」


　リリアンナの表情を見て、アレクも覚かく悟ごを決める。


「どのみち、このままじゃいつかここも見つかるだろうし、こうも警けい戒かいされてるんじゃ、街を出るのも難しいだろうからね」


　アレクの覚悟に気づいてか、ヴラドも遠回しに賛成する。


「よし、決めた」


　ぱんっと拳こぶしで手のひらを打ち、少年は頷うなずく。


「ダリウス、皇帝の許に案内してくれ。どうなるにせよ、一度その顔を間近で見てみたくなってきたよ」


「……わかった」


　少年の勇気ある言葉に、ダリウスはただ静かに頷く。


　そしてそれに異い論ろんを挟はさむ者は、もはや誰もいなかった。
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「マジかよ……」


　光が差し込む小さな窓から外を見て、アレクは感かん嘆たんの声を洩もらす。


　それは正確に言うと、窓というより石いし壁かべに開いた小さな穴あなといったものだ。だがそこから見える景色けしきは、少年の度ど肝ぎもを抜ぬいた。


　それは、帝てい都とルキスラのほぼ全景だった。


　窓が小さいために、広く見み渡わたすことはできない。しかしそれでも、広大なルキスラの街の大半を見下ろすことができた。


　眼がん下かには、立りつ派ぱな屋や敷しきが並ならぶ上流階級街。そこから同心円状に大きな家々が広がり、だんだん込み入った下町へと変化してゆく。


　狭せまい窓から見える範はん囲いで見渡せば、街の外がい縁えん部ぶには廃はい墟きよのような街まち並なみもあった。それがいまなお調査中の遺跡なのだと気づく。古代都市の上に再建された帝都には、まだそうした遺跡区があちこちに残されているのだ。


「ずいぶん階段を上ったとは思ったけど……」


　リリアンナも窓からの光景を覗き見て、無意識のうちにため息をついていた。


「ここって、ひょっとして皇城の中？」


「……そうだ」


　アレクの問いに、ダリウスはあっさりと答える。


「屋敷の地下に抜け道があって、そこからそのまま皇城内に繫つながってるなんて……」


　驚おどろく少年たちを無視して、黒衣の魔法戦士は先頭を行く。


「お城っていうのは、だいたいどこも抜け道とか秘密の通路とか、そういうものがいっぱいあるからね。中には城下町の民家に偽ぎ装そうした隠かくれ家がに繫がっているものがあっても、驚きはしないよ」


「それにしたって……」


　ヴラドの説明を聞いても、やはり驚きよう嘆たんの度合いは変わらない。


「ホント、こんなところに隠し通路があったなんてねぇ」


「あんた、知ってたんじゃないのかよ？」


「存在を知ってるからって、入ったことがあるとは限らないでしょ？」


　そう言って、バルバラはときどき足を止めてはなにかを探さがしていた。だがそのたびごとに、すぐ後ろに立つユーリカがナイフを抜いて威い嚇かくする。


「大だい丈じよう夫ぶ。なにもしないって」


「そうしていただけると、助かります」


　両手を挙あげるバルバラに対し、このときばかりは冷たい瞳ひとみでユーリカが告つげる。


「……アレク」


「どうしたの、リリアンナ？」


　そんなとき、ささやくように遠えん征せい武ぶ官かんの少女が声をかけてくる。


「気配が……近づいてる」


「!?　じゃあ、やっぱりお城の中に……!?」


「うん……だけど、感じるのはひとつだけじゃないの。まだ他にも、離はなれたところにあるみたい……」


「……皇帝は、魔剣を集めてるってレジスタンスも言ってたしな……」


「本当に、ユリウス皇帝と会って大丈夫なのかな……」


「……それは、オレにもわからない……けど、会ってみたい気はする」


　アレクは、ユリウス皇帝のことをよく知らない。ただルキスラの皇帝であること、若く野心的な人物であることしか知らない。ルキスラに着いてからの出来事を考えても、あまり好意的な相手とは思っていなかった。


　だが冒険者としての本能だろうか。それともダリウスの兄だからだろうか。どんな人物か、会ってみたいという想おもいは強くなる一方だ。


「最悪、魔剣を悪用しようとするような人物なら……」


　魔剣ソードブレイカーの力を解放してでも、皇帝と戦う──アレクはその覚悟を決める。


「無茶はしないでね……アレク」


「ああ……」


　リリアンナの言葉に頷きつつ、少年は改めて魔剣に手を置く。


　気のせいか、魔剣も興こう奮ふんするように震ふるえていた。
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　狭せまかった隠かくし通路は、階段を上っていくにつれてさらに狭くなってゆく。


　やがて体を横にしなければ通れないほど狭い階段を上りきったところで、通路は行き止まりになっていた。そこにはただ、一本のレバーがあるのみだ。


「ここだ」


　ダリウスはそう告げると、レバーに手をかける。


「この奥おくに、皇帝が……？」


「あの男の、習慣が変わっていなければな」


　アレクの疑問に短く答え、ダリウスはレバーを引いた。ゴクンッという音と共に、壁かべだと思っていた場所がゆっくりと開いてゆく。


「う……っ」


　開いた隙すき間まから光が差し込み、アレクは思わず手をかざしていた。特別強い光ではなかったが、魔法の明かりよりははっきりと強い。


「外……？」


　リリアンナも、目を細くしている。彼女の言う通り、その光は太陽のものだ。


　そして陽光が差し込む場所へ、先頭のダリウスが踏ふみ込んでいた。それに続いて、アレクも光の中へと前進する。


「ここは……」


　そこは、少年が想像していたほどには、広くない部屋だった。


　ほどよく整ととのえられた調度品に、明るい陽光を招まねき入れる大きな窓。アレクたちが入ってきた入り口を隠していた書しよ棚だなだけが、不自然な位置にずれていた。


　そして、陽光を背にする形で置かれた、大きな執しつ務む机づくえ。


　そこには、太陽の光に負けないほどの輝かがやきを伴ともなった、美しい男が座ざしていた。


「皇こう帝てい、ユリウス・クラウゼ……っ」


　アレクは、ルキスラ皇帝の姿すがたを見たことはない。年とし格かつ好こうや特とく徴ちようは聞いていたものの、漠ばく然ぜんと想像していただけで、具体的な姿など知ることはできなかった。


　なのに、その男を見た瞬しゆん間かん──アレクははっきりと、それが皇帝だと認にん識しきしていた。


「この人が、ルキスラの皇帝……」


　アレクに続いて隠し扉とびらから出てきたリリアンナも、思わずその姿に目を奪うばわれる。


　それほどまでに、若き皇帝の存在感は、強きよう烈れつだった。


　陽光を受けて輝く黄金の髪かみ。白はく磁じのような肌はだ。青い瞳が静かにアレクたちを見つめ、豪ごう奢しやなガウンをまとった肩かたには、一羽の隼はやぶさがとまっていた。


「──久しぶりだな、ダリウス。そしてようこそ。魔剣を受け継つぎし少年よ」


　椅い子すに座すわったまま、皇帝ユリウスは口を開いた。


　整った顔立ちに余よ裕ゆうのある微び笑しようを浮うかべ、興きよう味み深げにアレクたちを見ている。


「あ、あんたが、ルキスラの皇帝……ユリウス・クラウゼなのか……？」


「いかにも。俺がこの帝国を治める皇帝だ」


　少年の率そつ直ちよくな問いに、ユリウスは愉ゆ快かいそうな笑みを浮かべた。いきなり隠し扉から現れた相手だというのに、驚きも騒さわぎもしない。


（この人が、ダリウスのお兄さん……）


　一見すると、二人はまったく似にていない。髪は黒と金。瞳の色は赤と青。いかめしい雰ふん囲い気きと顔立ちのダリウスに対し、皇帝ユリウスの顔立ちはより美しく雄お々おしい。


　だが見比べてみると、驚くほど共通点が多いことにアレクは気づいた。


　目や鼻、顎あごの形。口くち許もともそっくりだ。互たがいがまとう雰囲気によって別人のように感じるだけで、同じように髪を整え色を染そめれば、まるで双ふた子ごのようになるかもしれない。


　しかし、一点だけ決定的に異ことなることがあった。


　それは──角。ナイトメアであるダリウスの額ひたいには、二本の小さな角がある。だが、人間であるユリウスにはない。


「思いの外、早く訪たずねてきたな。ダリウス」


「…………」


「もっと悪あがきをしてからかと思ったが……」


「一番手っ取り早い手段を選んだまでだ」


「確かに、正式に謁えつ見けんを申し込んでいたのでは、一月経たっても会うことは無理だっただろうな。牢ろうの中と外、という可能性もあったわけだが」


　仏ぶつ頂ちよう面づらのダリウスを見て、皇帝はクスクスと笑った。その表情は、意外と子供っぽい雰囲気が含ふくまれている。


（完全に仲良し……って風にも見えねぇな……）


　二人の関係がギクシャクしているのを、アレクは敏びん感かんに感じ取っていた。二人にしかわからない何かが、その間にあるのだろうと思う。


「手紙を受け取ったときは、少し驚いたよ」


　そう言って手を振ふると、肩にとまっていた隼が羽ばたいた。そのまますうっと飛び立ち、部屋の中を一周してダリウスの肩にとまる。


「ダリウスの使い魔フアミリア……事前に、知らせてたの？」


　アレクはダリウスを振り返り、驚きの表情を浮かべた。それとほぼ同時に、ヴラドとバルバラ、最後にユーリカも隠し扉から入ってくる。


「手紙もついていたのでね。簡かん単たんに事情も理解している」


「……ならば、すぐにアレクやリリアンナの手配を解といてくれ。彼らがレジスタンスに協力していないことは、理解しているはずだ」


「ふふ。相変わらずせっかちだな、ダリウス。久しぶりに会ったのだから、少しは世間話ぐらい楽しんでみようとは思わないのか？」


「…………」


「近きん況きよう報ほう告こくぐらいしてもいいんじゃないのか？　正直俺は、おまえが冒ぼう険けん者しやに復帰するとは思ってなかったぐらいだしな」


「……俺も、復帰するつもりはなかったよ」


「ところが、復帰した……つまり、いい仲間に再び出会えたというわけか。それにしても、ずいぶんと若い仲間のようだが」


「俺のことはどうでもいい」


　ダリウスは強ごう引いんに話を打ち切り、一歩皇帝へと歩み寄る。


「もう一度言う。アレクとリリアンナの手配を解け。二人があんたの敵てきになることはないし、彼らの背負う使命は重要なものだ」


「──〝蛮ばん王おう〟の復活に絡からんでいるからか？」


「!?」


「俺がその程度、調べていないとでも思っているのか？　だとしたら、相変わらず迂う闊かつとしか言いようがないぞ、弟よ」


「ならば……」


「俺が魔ま剣けんを集めている話ぐらいは、聞いたことがあるだろう？　なぜその少年を手配したか、理由はわかるはずだ」


　ユリウスはそう告げると、アレクを見る。


　いや、アレクの剣を。


「この剣は……渡わたすつもりなんてないぞ」


「呪のろわれて、手放せなくなっていることは承知している。そしてその魔剣が、他の〝蛮王の剣つるぎ〟を破は壊かいする能力を持っていることもな」


「どうしてそれを……」


「国を運営するにあたり、俺は情報こそが最大の武器だと思っているのでな。鬼き哭こく山ざんでの一件、バーレスの兵士から聞き出しているよ」


「……ドランか」


「秘ひ密みつにしたいのならば、殺しておくべきだったな」


「く……っ」


　冷れい徹てつな瞳ひとみで見つめられ、アレクは歯は嚙がみする。


「そう怖こわい顔をするな。別に俺は、魔剣を取り上げようと思っているわけじゃない」


「噓うそつけ！　オレから魔剣を取り上げて、地下に幽ゆう閉へいしたくせに！」


　物もの怖おじしないアレクの物言いに、ユリウスは笑みを浮かべる。


「やはりまだまだ子供のようだな、アレク・ダーニカ。おまえを地下に幽閉したのは、レジスタンスの連中だ。そしてさも非道で非情な皇帝の魔ま手しゆからおまえたちを救い出した、という筋書きで、おまえたちの信用を得るという心理作戦だよ」


「そんな……」


　皇帝の言葉に、アレクとリリアンナはバルバラを振り返る。


「ま、そういうことね。だって、持ち手と魔剣を引き離はなせないって情報、陛へい下かはご存じだもの」


「くそ……」


「大人は汚きたないものだ。覚えておくといい」


　悔くやしがる少年に対し、ユリウスは冗じよう談だんっぽく告げる。


「確かに、おまえが持つ魔剣の力は得がたい。その力が欲ほしいというのも、偽いつわらざる事実だ。だが、むしろいま俺が欲ほつしているのは──」


　言いつつ、皇帝の視線がリリアンナへと向けられる。


「遠えん征せい武ぶ官かん殿どの……あなたの力だ」


「わたし……!?」


　突とつ然ぜん話を振られて、リリアンナは動どう揺ようする。


「あなたのことも、報告は受けている。ダーレスブルグの地下では、魔剣の封ふう印いんを解放したそうだな」


「まさか……」


「そう。そのまさかだ」


「魔剣を……リリアンナに解放させるつもりか!?」


　アレクは叫さけび、執務机に駆かけ寄よった。そのまま、ばんっと両手をつく。


「この帝都にも、〝蛮王〟に連なる魔剣が存在している。遠征武官リリアンナ・オレスティ殿。あなたにはこれを解放してもらいたい」


「冗じよう談だんじゃねぇぞ！」


「もちろん、冗談のつもりなどない。俺の目的のためにも、必要なことだ」


「あんたの、目的だって……？」


「そう。俺が本当の、真なる皇こう帝ていになるための……ね。そのためには、きみにも協力してもらいたいのだがな。〝魔剣を砕くだく者〟アレク・ダーニカ君」


　皇帝の瞳が、鋭するどく光る。その強い眼光で正面から見み据すえられ、アレクは不覚にも怯ひるんだ。だがすぐに頭を振り、腰こしの銃じゆうに手をかける。


「アレク!?」


「この魔剣は、迂闊に解放していいもんじゃねぇんだ……たとえ皇帝が相手だって、そんなことに協力できるかよ！」


　叫び、アレクはついに銃を抜ぬいていた。


「よせ、アレク！」


「マギスフィア起動！　ソリッド・バレット装そう塡てん──」


　ダリウスの警けい告こくも聞かず、アレクは素早く銃に魔力を充じゆう塡てんし、引き金にまで指をかける。


　だが──銃口を向けた先に、ユリウスの姿はなかった。


「消えた!?」


「──俺に銃では威い嚇かくにもならんよ。それと、きみの魔剣では、俺には勝てない」


　そう告げるユリウスは、いつの間にかアレクの傍かたわらにいた。


「さっきまで……そこに座ってたのに……!?」


　咄とつ嗟さに銃を向けようとする少年の腕うでを、皇帝は難なんなく押おさえる。その瞬しゆん間かん、アレクは思わず引き金を引いてしまっていた。


　ダンッ！


　銃声と共に弾だん丸がんが発射され、窓際に置かれていた花か瓶びんを直ちよく撃げきした。当然花瓶は乾かわいた音を立てて砕くだけ散る。


「危あぶないじゃないか、アレク君。それにあの花瓶も、安くはないんだぞ？」


　特に慌あわてた様子もなく、ただ少し残念そうにユリウスは告げる。


「いまのは、一体……？」


　しかしその場にいる者は全員、驚きよう愕がくしていた。誰だれひとりとして──ダリウスですら、ユリウスの動きは見えなかったのだ。


　だが動きは見えずとも、あることに気づいた者がいた。


「その腰の剣……まさか、いまのは魔剣の能力……」


　リリアンナのつぶやきに、アレクも初めて気づく。自らの腰の魔剣が、わずかに震ふるえていることに。


「あんた、まさか──」


　魔剣に手を置きつつ、再びアレクが銃を向けようとしたときだった。


「陛へい下か、何事ですか!?」


　無数の靴くつ音おとが響ひびき、皇帝の執しつ務む室しつに完全武ぶ装そうの帝てい国こく兵へいが雪な崩だれ込こんでくる。


「侵しん入にゆう者しや!?」


　巨きよ漢かんの騎き士しが先頭に立ち、アレクたちを包囲すべく動く。


「動くな！　全員捕ほ縛ばくする！」


「!?」


　アレクは驚おどろき、思わず振り返っていた。そのほんのわずかな隙すきに、バルバラが一いつ瞬しゆんにしてリリアンナの腕と首を極きめ、身動きできなくしてしまう。


「リリアンナ!?　バルバラ、あんた……ッ」


「ごめんね、坊ぼうや。わたしの雇やとい主ぬしって、ユリウス皇帝陛下なの」


「く……っ」


　リリアンナは身をよじって逃にげようとするが、激げき痛つうが関節を襲おそっただけだ。


「リリアンナ様！」
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　ユーリカは即そく座ざにナイフを抜き、リリアンナを助けようとした。だがリリアンナを盾たてに取られ、動きが止まる。


「ごめんなさいね」


「!?」


　そこへ、バルバラは笑顔のまま容よう赦しやなく前まえ蹴げりを突つき込んでいた。つま先が小こ柄がらな少女のみぞおちに刺ささり、体がくの字に折れ曲がる。


「はぐ……っ」


「ユーリカ!?」


　リリアンナの悲鳴。だがバルバラは動きを止めた少女の側頭部へ、容赦なくとどめの回し蹴りを叩たたき込む。


「ユーリカぁっ」


「アレク様、申し訳……ありません……っ」


　薄うすれゆく意識でそれだけつぶやき、ルーンフォークの少女は床ゆかに倒たおれた。ナイフが手からこぼれ、乾いた音を立てる。


「ユリウス……っ」


　ダリウスも背中の剣に手をかけるが、それ以上迂う闊かつに動くことはできなかった。剣を構えた兵士たちが、さらに一歩間合いを詰つめてくる。


「動けば、斬きる」


　巨漢の騎士が、短くそう告げた。ダリウスひとりならば切り抜けられるかもしれないが、アレクやヴラドには不可能だ。しかもリリアンナが捕とらえられ、ユーリカは倒れている。


「どうやら、少し頭を冷やしてからでないと有意義な話し合いは無理のようだ。俺としては、もっとゆっくり話をしたかったのだがな」


「くっそおおおっ」


　少年は歯は嚙がみし、銃を手放す。


「アレク……」


　リリアンナもどうすることもできず、唇くちびるを嚙む。こうなってはダリウスも、剣からゆっくりと手を放すしかなかった。


「もう少し頭が冷えた頃ころに、もう一度話をしたいものだな」


　ユリウスは残念そうに告げると、騎士たちを振ふり返る。


「連れて行け。ただし、丁てい重ちように扱あつかえよ」


「はっ」


　帝国兵たちは皇帝の命を受け、アレクたちを捕縛してゆく。兵士の数は多く、バルバラもその気になればリリアンナの首を折るぐらいは簡かん単たんにできるはずだ。この状じよう況きようで抵てい抗こうするのは危き険けんすぎる。


「アレク！」


　リリアンナはその名を叫さけぶが、ひとりバルバラによって別に連行されてゆく。


「また、ゆっくりと話をしよう。ダリウス、それにアレク君」


　ユリウスがそう告げるのを合図に、兵士たちは彼らを引きずるようにして連行する。


「誰が、テメェなんぞと話なんかするもんかよ！」


　アレクは精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいで、叫ぶように言い放つ。


　だがそのことによってユリウスが表情を変えることはなく──少年たちは、皇帝の執務室から連れ出されていった。




第四章『魔ま剣けんは鮮せん血けつを望む』













　飛空船のコアが、なにでできてるかって？


　そんなことは知らねぇよ。魔動制御球マギスフイアがなんで浮ういてるか、いまだにわからねぇのと同じように、俺おれたちの理解を超こえた代物さ。


　俺たち技術屋は、こいつをどう機械につないで、どう支えれば船が浮かぶかを計算するのが仕事だ。ちょいと間ま違ちがえば船が壊こわれてコアだけ浮いちまうし、最悪空の彼方かなたへ消えちまう。自由自在に空を飛ぶためにゃ、繊せん細さいな仕事が欠かせないのさ。


　なに？　ルキスラの空中戦せん艦かんみたいな巨きよ大だいな船、どうやって船体の強度を維い持じしてるかって？　そりゃおまえ、皇こう帝てい陛へい下かからお預かりした魔け……おっと、これ以上は軍事機密だ。あんたの想像に任せるよ。


　え、もう一いつ杯ぱいおごってくれるって？　高い酒なのに悪いなぁ。




──ルキスラ空軍技術士官の酒場での会話より
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　数多くのレジスタンス関係者が捕ほ縛ばくされる中、無事逃にげ延のびた者も何人かはいた。


　その大半はどうにか足そく跡せきを消し、本来の住居へ戻もどってほとぼりが冷めるのを待っていたが──中には、積極的に攻せめに転ずるべく活動している者もいた。


「──結局、集まったのはこれだけか」


　まだ帝てい国こく軍ぐんに発見されていない地下アジトの、一室。


　そこに集まったレジスタンスを代表するように、ひとりの男が発言した。


　整ととのった口くち髭ひげを生はやした男──ハリス。彼もまた、捕縛を逃のがれた関係者のひとりだった。


「無む駄だに大勢集まるより、無事あの混乱を切り抜ぬけ、その上で戦う意思を失っていない強つわ者ものだけが集まったことを、ここは喜ぶべきでしょう」


　そう発言したのは、スレイだった。


「なるほど、確かにそうかもしれん」


　ハリスはスレイの言葉に、改めて場を見回す。


　いまアジトに集まっているのは、総そう勢ぜいで二十人ほどだ。百人を超える同どう志しを集めていたことを考えれば数は激げき減げんしたが、スレイの言う通り、居い並ならぶ顔は強者揃ぞろいである。


「優すぐれた者だけが、崇すう高こうな理想を理解できるということだな。ここに集まった全員に感かん謝しやする。そしてなにより得え難がたいのは、スレイ──きみが無事に、合流してくれたことだ」


「……わたしも一同志に過ぎません。ただ理想のために、全力を尽つくすのみですよ」


「ふふ。頼たよりにしている」


　謙けん遜そんして頭を下げるスレイに、ハリスは笑みを浮かべる。


「しかし問題は、今後どう動くかだ」


　別のメンバーが、口を開く。


「帝国軍の警けい戒かいは異い常じようなほどだ。いかに精せい鋭えいとはいえ、とてもではないがこの人数でどうにかできるとは思えん」


「ああ。ひとまず分散し、しばらく潜せん伏ぷくしたほうがよいのではないか？」


　口々に、意見が飛び交い始める。多くはいかに皇帝ユリウスを打だ倒とうするかを論じるものだったが、中には消極的な意見も見られた。ユリウスの徹てつ底ていしたやり方に、みな不安を抱かかえているのだ。


「スレイはどう考えている？」


　紛ふん糾きゆうする話し合いに、ハリスはスレイの意見を求めた。金きん髪ぱつの青年は一度間を置いてから、ゆっくりと口を開く。


「……わたしは、いまこそ攻めどきと考えます」


「ほう……」


「我われ々われは確かに、最大の拠きよ点てんを失いました。同志の多くは捕縛され、中には早晩処しよ刑けいされる者も出るでしょう。貴き族ぞくならば財産と領地を没ぼつ収しゆう。結果的には、皇帝の力を増ますことになったとも言えます」


「なのに、攻めどきとはどういう意味だ？」


「だからこそ、皇帝ユリウスは油断している……わたしはそう考えます」


　スレイの意見に、集まった者の大半が「おぉ」とつぶやく。


「確かに市内の警戒は厳げん重じゆうで、迂う闊かつに動くことはできません。ですが、わたしの持つ情じよう報ほう網もうによれば、近日中にユリウスは極きわめて少数の供を連れて動くことになるでしょう」


「それは真まことか!?」


「はい」


　驚おどろくハリスの言葉に、スレイはしっかりと首しゆ肯こうする。


「い、いつのことだ？　なんのために、ユリウスはそんな危き険けんを冒おかす!?」


「……皇帝ユリウスは、ひとつの宿願を胸むねに秘ひめていました。それは、帝都ルキスラの遺い跡せき区くに眠ねむる、〝蛮ばん王おうの剣つるぎ〟を手に入れること。そして彼はいま、そのために必要なものすべてを手に入れました」


「なんと!?　だとすれば、もしあやつが〝蛮王の剣〟を手に入れれば、もはや付け入る隙すきすらなくなってしまうぞ!?」


「ええ……ですが、それは手に入れられれば、の話です」


「だが、必要なものすべてを手に入れたのだろう……？」


「ですが、まだ魔剣そのものを手に入れたわけではない……」


「……まさか!?」


「そう。近い将来……そうですね、明日あしたか明後日あさつてにでも、ユリウスは魔剣を手にするべく動きます。そのときは、確かく実じつに最小限度の供しか連れていかないでしょう」


「それはそうだ。秘ひ密みつは、共有する者が少なければ少ないほどいいからな」


「はい」


「……つまり、そこを我らが叩たたく──そういうわけだな？」


「ご賢けん察さつの通りです」


　身を乗り出すハリスに、スレイは深々と頭を下げる。


「だが少人数と言っても、供には帝国でも屈くつ指しの精せい鋭えいを連れていくことだろう。我らは兵も金もいざとなればいくらでも供出できるが……果たしてユリウス配下の手て練だれを倒たおせる者がどれほどいるか……」


　レジスタンスに参加した貴族のひとりが、深しん刻こくな顔で異いを唱える。だがスレイはそれも承知の上だったのだろう。表情に変化はない。


「それに関しても、お任せください」


「当てがあるのか？」


「はい。ただし、相当特とく殊しゆなルートから頼たのんだ助すけっ人とですので、いささか驚かれるとは思いますが……」


「構わん。ユリウスを倒せるならば、蛮族に力を借りてもいいぐらいだ」


　ハリスのその発言に、レジスタンスは声を出して笑う。


　だがスレイだけは、真ま顔がおのままだった。


「そなたまさか──本気で蛮族と手を結ぶ気か……？」


「……遺跡になにが潜ひそんでいるかなど、誰だれにもわからないことです。一時的に〈守りの剣〉の効果が弱まることも、ときにはあることですよ」


　そこまで告げて、スレイは口くち許もとを小さく笑みの形に歪ゆがめた。美しい顔立ちだけに、男でさえどきりとする妖よう艶えんな笑みだったが、それ以上にどこか凄すごみも感じる。


「……よし。ならば、その助っ人の手を借りるとして、そなたの作戦案を聞こう。ユリウスを倒し、帝国の実じつ権けんさえ握にぎってしまえば、恐おそろしいものなどなにもないからな」


　ハリスははっきりと宣せん言げんした。それに異を唱える者も、誰もいない。


「では、決まりですね」


　スレイはただ、静かにそう告げる。


　皇帝ユリウス暗殺計画は、深く静かに、始まろうとしていた。
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　皇帝ユリウスとの会見後、拘こう束そくされたリリアンナは、城内の一室に軟なん禁きんされていた。


　軟禁と言っても、武ぶ装そうも装備もそのままで、与あたえられた部屋も来らい賓ひん用の客室らしく豪ごう華かな部屋だった。家具調度はすべて高級品で揃そろえられており、複ふく数すうの部屋を自由に行き来できるようになっている。メイドまであてがわれており、まったく不自由はなかった。


　ただ、決められた場所からは絶対に出ることはできない。人間が通れる出入り口はすべて魔ま法ほうで封ふう鎖さされており、翼つばさなき身には逃にげようもないほど部屋は高い階にあった。


「……どうするつもりなのかしら」


　ついに幽ゆう閉へいされてからひと晩が経たち、翌朝。


　リリアンナはメイドによって下げられていく朝食を見送り、つぶやいた。


（わたしたちを分けて拘束したのは、お互たがいを人ひと質じちにするつもりだからだろうけど……武器や防具はそのままだし……）


　出された食事をひと通り終えたリリアンナは、すぐに鎧よろいを身につける。


（まあ、武装を許しているのは、単なる自信家だからかな……）


　ユリウス皇帝が見せた、不可思議な現象。そして、腰こしに吊つるされていた魔剣の存在。


（まさか、皇帝が魔剣の使い手になってるなんて……）


　しかも、魔剣を砕くだくアレクのソードブレイカーや、圧あつ倒とう的てき破は壊かい力りよくを誇ほこるヴィクトールのレイオブザゴールドとは、まったく異質な能力を持っている──昨日の一件で、リリアンナはそう感じていた。


「魔剣を前に、こんな剣が役に立つのかどうかはわからないけど……」


　つぶやき、リリアンナは自分の剣を腰に吊す。いざというときのため、可能な限り万全の態勢でいたかったからだ。


　そして思いの外早く、その〝いざ〟というときが訪おとずれる。


　トントン、とノックの音。だがリリアンナが入室を許可するよりも早く、扉とびらは開いていた。緊きん張ちようした面おも持もちで、若いメイドが入ってくる。


「失礼します──」


「どうしたの？」


　すぐに脇わきに下がり、頭を下げるメイドを見て、リリアンナは怪け訝げんな表情を浮うかべる。だがすぐに、なぜ年若いメイドがそこまで緊張しているのかを理解した。


「──おはよう、遠えん征せい武ぶ官かん殿どの。窮きゆう屈くつな生活を強しいているが、気分はどうかな？」


「!?」


　扉を抜ぬけて、ひとりの男が部屋に入ってくる。


　それは、黄おう金ごんの髪かみに青い瞳ひとみを持つ若き帝国の支配者──皇こう帝ていユリウス・クラウゼ。


「ユリウス皇帝陛へい下か……」


「この状じよう況きようでも完全武装とは、さすがにザイアの神官戦士だな」


「……帝国の皇帝ともあろう人が、こんな早朝になんの用ですか？」


　リリアンナは皇帝の真意が読めず、身構えたまま問う。


「不自由をさせている詫わびと、それに少し話がしたくてな」


　そう言って、皇帝はメイドを下がらせると、堂々と手近な椅い子すに腰こしを下ろした。驚いたことに、護ご衛えいのひとりもいない。


「わざわざ皇帝陛下自らに詫びていただけるなんて、光栄ですわ……ですが、特にお話しするようなこともないと思いますが」


「ふふ……気の強いお嬢じようさんだ。あのダリウスが協力するのも頷うなずける」


「……どういう意味ですか？」


「話をする、といっても世間話をするために来たのではない。あなたに、頼たのみたいことがあってやってきた」


「わたしに……？」


「遺い跡せきの封ふう印いんを、解除してもらいたい」


「!?」


　実にストレートな要よう請せいに、リリアンナはむしろ驚おどろかされる。


（偉えらい人って、もっと回りくどい言い方をするって思ってたけど……）


「遠征武官であるあなたは、魔ま剣けんを封じた遺跡──ザイアの遠征武官にとっては、儀ぎ式しきを行うべき聖せい地ちだったな──まあ、その地の封印を解とくことができるはずだ。事実、ダーレスブルグで少年の魔剣を解放したことは、すでに調査済ずみだ」


「……だったら、わたしが易やす々やすと封印を解除なんてしないことも調査済みですよね？」


　強気で言い返すリリアンナの言葉を聞いて、皇帝は笑みを浮かべる。


「きみとの会話は、実に面おも白しろい。我わが陣じん営えいに招まねきたいほどだ」


「お断ことわりします」


「はっはっは。即そく答とうするところがまたいい。ますます気に入った」


「…………」


　一いつ介かいの神官にこうまで言われれば、皇帝ほどの地位があるものならば怒おこってもいいところだ。だが、ユリウスという男は違ちがう。


「──しかし残念だが、あなたに選せん択たくの余地はない。リリアンナ・オレスティ」


　そう告つげる皇帝の目は、獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きんの目だった。どれほど遠く、どんなに小さな獲物でも、一度狙いを定さだめたら逃のがさない冷れい徹てつな目。


「今日、我らはこの帝国でももっとも重要な機き密みつの眠ねむる遺跡へと向かう。たとえ重じゆう臣しんであっても、知らせるわけにはいかない重要な場所だ。そこへ、あなたにも同行してもらう」


「そこに……魔剣が眠っているんですね!?」


「そうだ」


「!?　それで、わたしにその封印の解除をしろと……？」


「理解が早くて助かる」


「そんなこと、わたしがすると思うんですか!?　遠征武官の本当の任務は、かつて〝蛮ばん王おう〟が用いた魔剣──各地に散らばったそれらの封印を強化することです！　それを逆に解放するなんて、できるわけがないでしょう!?」


　リリアンナは声を荒あららげ、ユリウスへと歩み寄る。だが、若き皇帝は動じない。


「あなたは……あなたは、すでに〝蛮王の剣〟を帯びていますよね……？　だったら、すでに〝穢けがれ〟の汚お染せんは始まっているはずです。なのに、どうしてこれ以上、さらなる魔剣を求めようとするのですか!?」


　たまらず詰つめ寄よるリリアンナを、ユリウスは驚くほど真しん剣けんな瞳で見つめる。


「……確かに、俺は魔剣を集めている。特に、〝蛮王の剣〟と覚おぼしきものを中心にな。だが今回の件に関して言えば、真の目的は魔剣ではない」


「それって、どういう意味ですか……？」


「ルキスラの聖地……その封印は、すでに一度解放されている。ひとりの男が、〝蛮王の剣〟の力を求めたからだ」


「一度……解放されている!?」


　皇帝の言葉に、リリアンナは大きくショックを受ける。


「ひとりの男って……いったい、誰が……」


「──先帝、カリスト・クラウゼ。俺の父親だ」


「!?」


　思いがけない名前に、リリアンナは目を見開く。


「ルキスラにある聖地の封印は、すでに風化して解放されてしまっていた。そして、老おい、臣下をまとめる求心力も失い、兄アリオウスと俺と、どちらに帝てい位いを継つがすかでもめる宮きゆう廷ていの空気に疲つかれ切っていた……だから前皇帝は、力を求めたのだろう」


「力……〝蛮王の剣〟を!?」


　リリアンナの言葉に、若き皇帝はこくりと頷うなずく。


「だが当然、そんな枯かれきった男に〝蛮王の剣〟を御ぎよせるはずがない」


「それで……」


「……そうだ。俺の親父おやじは魔剣に支配され、その魂たましいも肉体も〝穢けがれ〟によって完全に汚お染せんされてしまった。権けん力りよくを守るための妄もう執しゆうに捕とらわれ、力を垂たれ流す幽ゆう鬼きに成り果ててしまったというわけだ」


　ユリウスの目は、少女を見つめながらも、どこか遠くを見ているようだった。それはまるで、過去の父親の姿すがたを思い浮かべるかのように、


「そんな親父の奇き行こうに気づいた兄は、俺を伴ともなって父を追った。そして魔剣に捕らわれ、幽鬼と化した親父を見つけると、兄は命を賭として聖地へ封印した……」


「じゃあ、前皇帝は病死したという話は……」


「当然噓うそだ。もちろん、兄の死もな……」


「そんな……っ」


　前皇帝が突とつ然ぜん病死し、同時に第一皇おう子じが不可解な死を遂とげた。誰だれもが第二皇子ユリウスによる暗殺だと噂うわさし、簒さん奪だつ者しやと揶や揄ゆされていることは、リリアンナですら知っている。


　だがいまユリウスが語ったことが本当だとすれば、事実は大きく異ことなっている。


「では……皇帝陛下は、父君を封印から解放するために……わたしに力を貸せ……と？」


「いいや、正確には違うな」


　リリアンナの問いに、これ以上ないほど冷たい声でユリウスは答える。


「父を──葬ほうむる。そのために、あなたには封印を解いてもらう」


　ユリウスの言葉には、強い覚かく悟ごが含ふくまれていた。その静かな迫はく力りよくに、リリアンナは気け圧おされていることを自覚する。


「……いまの話、真実なのですか……？」


「真実を話さなければ、あなたは協力してくれないだろう？」


　そう告げるユリウスの瞳は、驚くほどに真剣だ。


「魔剣の虜とりこになっているとはいえ……相手はお父上ですよ……？　それを、殺すと仰おつしやられるのですか……？」


「……そうだ。先帝を完全に葬ることで、俺は本当の意味での皇帝となる。そのためにも、俺に協力しろ。リリアンナ・オレスティ」


　もはや拒きよ絶ぜつを許さないほどに、ユリウスの視線は鋭するどく強い。


「わ、わたしが父殺しの手伝いを、するとお思いですか……？」


　リリアンナがそう告げるや、皇帝の目が細められる。


「いいか……これはもうお願いではない。命令だ」


「!?」


「言葉の意味は、わかるな？」


「……アレクたちは、無事なんですね……？」


　皇帝の言葉を正しく理解し、リリアンナは低い声で尋たずねる。


「あなたと同様の扱あつかいをするよう命じてある。人数が多い分、手て狭ぜまかもしれないがね」


「……結局は、強ごう引いんな手段を使われるのですね……」


「納なつ得とくしてもらえたようだな」


　ユリウスは椅い子すから立ち上がり、すぐさま背を向ける。


「待ってください、わたしはまだ──」


「昼食後、出発する。必要なものがあればなんでも言うがいい。すぐに用意させよう」


　金きん髪ぱつの皇帝はガウンを翻ひるがえし、有う無むを言わさず部屋を去る。思わず一歩踏ふみ出したリリアンナの前には巨きよ漢かんの騎き士しが立ちはだかり、無言で少女を部屋に押おし戻もどすと、扉とびらを閉しめた。


「……本当に、どうすればいいの……？」


　解放されていた封印、魔剣に捕らわれた先帝、再封印のために命を落とした第一皇子。リリアンナは封印を解くことを求められ、それは魔剣の解放と親子同士の殺し合いを意味している。


「アレク……っ」


　混乱する心を鎮しずめようと、少女はその名をつぶやく。


　しかし、決断するまでの時間は短く、そして逃にげることも叶かなわない。


　ただ時間だけが、ゆっくりと流れていた。





　　　　３




　一方のアレクたちも、リリアンナと同じような部屋に軟なん禁きんされていた。


　皇帝がリリアンナに説明した通り、部屋の規き模ぼまで同じようなものなので、さほど広くは感じない。とはいえ、四人で滞たい在ざいするには十分な空間だった。


「──出入り口は、すべて魔ま法ほうと通常の鍵かぎの両方で厳げん重じゆうに閉とじられていました」


　朝食を囲みつつ、ユーリカが小さな声で報告する。


　昨日昏こん倒とうさせられた彼女だったが、ヴラドの魔法と己おのれの治ち癒ゆ力りよくでほぼいつもの力を取り戻していた。だが手や頭にはまだ包帯が巻まかれており、それがいささか痛々しい。


「正確な人数まではわかりませんでしたが、警けい備びに立つ兵の数も各扉とびらに最低三人以上はいるものと思われます……」


「異常なほどの警けい戒かいぶりだな」


「まあ、アレクが魔ま剣けんを持ったままなことを考えると、当然かもしれないけど……」


　ダリウスが短く嘆たん息そくし、ヴラドが少年の腰こしにある魔剣を見る。


「隠かくし扉や仕し掛かけがないかも、念入りに確かく認にんしましたが、どれもありませんでした。テラスからの脱だつ出しゆつも検けん討とうしましたが、部屋のある階が高すぎてロープや代だい替たい品ひんではとても届かず、壁かべを伝つたうにしても危険度が高すぎて挑ちよう戦せんするのは無む謀ぼうと言えます」


「まさに八方ふさがりじゃねぇか……」


　ユーリカの徹てつ底ていした調査に感心しつつも、そこから得られる結論はすべて絶望的なものだった。つい、ため息ばかりが出る。


「ダリウス、ヴラド、魔法で脱出はできないのか？」


「……壁を歩く魔法はあるが、急いで移動はできない。下に降りきる前に、警備兵の弓ゆみで射い落おとされるだろう」


「自在に空を飛ぶ魔法は、かなり高位のものだからね。ぼくにもどうしようもないよ」


「扉を閉じている魔法を解くことはできるかもしれんが……」


「それだと、警備兵に見つかるのは間ま違ちがいないし。そうなったら、リリアンナを人ひと質じちに取られて終わりだ」


「くそ……っ」


　二人の意見に、アレクは拳こぶしでテーブルを叩たたく。


　別室に連れて行かれたリリアンナは、見事なまでに人質として機能していた。結局どんな手段を用いて脱出しても、彼女を救出しないことには身動きがとれないのだ。


　そしてリリアンナがどこにいるのかは……誰にもわからない。


（しかも、皇帝は魔剣まで持ってた……）


　ユリウスの腰に吊つるされていた剣──恐おそらくは、アレクやヴィクトールが持つ〝蛮王の剣〟と同等のものだろう。しかしその能力は、アレクにもわからない。たとえリリアンナを見つけ、助け出したとしても、再び皇帝と対たい峙じすれば……やはり勝てる気がしない。


「……ごちそうさま」


　朝食を終えると、アレクはすぐに席を立つ。


「アレク様……」


「少し、外の風に当たってくる」


　声をかけるユーリカにそれだけ告げると、アレクはテラスに出た。


　テラスと言っても、小さな宴えん席せきならば催もよおせそうな、広くて立りつ派ぱなものだ。植木も数多く並ならべられ、さながら小さな庭園だ。そしてそこから広がる光景は、一いつ般ぱんの人間には絶対に目にすることができない絶景だった。


　丘きゆう陵りよう状じようの帝てい都と──その頂上に位置する場所に造つくられた皇こう城じようの、その中でも一ひと際きわ高い場所にテラスはあった。そのため、ここからは帝都の大半が見下ろせる。抜ぬけ道の途と中ちゆうで見た、限定的な視界ではない──まさに大パノラマだ。


　残念ながら空は雲に覆おおわれ、遠くは見えない。けれど街まちを見下ろすには十分だった。


「……この景色けしきのどこかに、リリアンナがいる……」


　アレクはまず、城をぐるりと見回した。


　石造りの、堅けん牢ろうだが機能美に満ちた城じよう塞さい。そのどこかに、リリアンナは幽ゆう閉へいされているはずだ。だが助けに行こうにも、翼つばさのない身ではテラスから離はなれることもできない。


　次に城下に目を向けると、城の周辺にはライフォス神しん殿でんを始め、立派な屋や敷しきや建造物が多数並んでいる。その中には、ダリウスの生家もあるのだろう。


　そして、街の郊こう外がいに広がる遺い跡せき群ぐん。それは地下に広がる広大な遺跡の、ほんの一いつ端たんだ。


「……どうすりゃいいんだよ……」


　石の欄らん干かんを、がつんと叩たたく。


　腰には、〝蛮ばん王おうの剣つるぎ〟が吊つり下がったままだ。だがこの強力無む比ひな魔剣を持っていても、いまのアレクにはなにもできなかった。


「リリアンナの居場所を知ることも、ここから脱だつ出しゆつすることも、なにもできない……どれだけ強大な破は壊かい力りよくを持つ魔剣を持ってたって、なんの役にも立ちゃしない……っ」


　もう一度、アレクは欄干を叩いた。力が強すぎ、皮ひ膚ふが裂さけて血が滲にじむ。だがそんな痛みなど感じないほど、アレクの心は苦く悩のうに満ちていた。


　見上げた空は、どんよりと暗い。遠えん雷らいが、低く重い音を伝えてくる。


「リリアンナを守るとか、格かつ好こういいこと言ったって……実際はこのザマだ……」


　いっそこのテラスから飛び降りれば、新しく魔剣の力が発動して空ぐらい飛べるかもしれない──そんな妄もう想そうさえ浮うかんでくる。


「空ぐらい飛んでみせろよ、蛮王ッ」


　アレクは欄干を摑つかみ、その上に昇のぼるべく足をかける。残る足で床ゆかを蹴ければ、次の瞬しゆん間かん体は宙を舞まうだろう。


　しかし。


「──自じ暴ぼう自じ棄きになるのは早いよ、アレク君」


「!?」


　突とつ然ぜん声をかけられ、アレクは驚おどろき振ふり返る。


　するとそこには、驚いたことにひとりの男がいた。


　それも、はっきりと見覚えのある金きん髪ぱつの男──アレクを二度までも救い、レジスタンスのアジトまで案内してくれた美形の剣けん士し。


「スレイ……どうしてここに……」


　驚きのあまり、アレクは一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられた。なぜなら、出ることができない場所に、この男はあっさりと現れたからだ。


　だがアレクは、すぐに心を引き締しめる。皇こう帝ていの言葉が正しければ、スレイも噓うそを言っていたことになるからだ。


「だけど……ここには、簡かん単たんに出入りできないはずだ……テラスに出るには部屋を通らないといけないはずだし、どうやって……？」


「僕ぼくが魔法も扱あつかえるのは、きみも知っているだろう？　この程度の場所に出入りするのはわけないよ」


　さも当然とばかりに、スレイは告げる。


「でも、どうやってオレの居場所を……？」


「これでも、探さがすのに苦労したんだよ？　だけど僕だって伊だ達てにこの街のレジスタンスで軍ぐん師しみたいなことをやってたわけじゃない。それなりに情じよう報ほう網もうぐらいは持っているさ」


「じゃあ……オレたちを助けに……？」


「決まってるじゃないか」


　スレイは笑顔でそう答える。


「ルキスラ皇帝ユリウスは、自らの版はん図とを広げ、この大陸全土を制せい覇はする野望を抱いだいてる。そのためにも、三百年前に魔動機文明アル・メナスを滅ほろぼした〝蛮王〟の力がほしいんだ。そしてその野望を防ぐための切り札ふだとなるのが……アレク君。きみだよ」


「オレ……!?」


「そう。きみの持つ魔剣は、〝蛮王〟が残した魔剣の中でも最強と呼ぶに相応ふさわしい力を持っている。僕が持つ情報網を駆く使しして調べた限り、恐おそらくそれは間ま違ちがいない」


「オレの魔剣が、最強……？」


　確かに、アレクはこの魔剣を使って、ドランが暴走させた魔剣レイオブザゴールドを破は壊かいしている。少なくとも、あの黄おう金ごんの魔剣よりも優位にあったのは間違いない。


「僕は、その魔剣にまつわる伝承や歴史を、かなり調べている……〝蛮王の剣〟と呼ばれる魔剣が、全部で十本近く存在していることとかね」


「〝蛮王の剣〟が、十本も!?　だけど、それって遠えん征せい武ぶ官かんが巡じゆん礼れいする聖せい地ちに封ふう印いんされてるものだよな？　だったら……」


「……残念だが、リリアンナさんの巡礼の旅はほとんど無む駄だに終わるよ」


「な、なぜ……？」


「きみなら、うすうす感じてるんじゃないかい？　巡礼の旅が形けい骸がい化かしていく中、この百年ほどの間に、ほとんどの封印が破られている。つまり、もはやほとんどの魔剣が解放されているってことに……ね」


「そ、そんな……」


　にわかには受け入れがたい話だった。


　だが遠征武官の任務が形骸化しているのは事実だし、いまではダーレスブルグ～ルキスラ間でしか行われていない。しかもそのルート上にあるバーレスの聖地でさえ、間違っていた。挙げ句、鬼き哭こく山ざんの魔剣は封印から解放され、それを蛮族も狙ねらっていたのだ。


「実際、ユリウスは〝蛮王の剣〟を集めつつある。僕が把は握あくしている限り、三本はこのルキスラに集められている。捕とらえられているきみのものも含ふくめれば、四本だね」


「三本!?　このルキスラに!?」


「もちろん、うち一本はこの地に封印されたままのものだ。でもそれだって、近いうちにリリアンナさんを使って解放させるだろうね」


「……リリアンナが、そんなこと承しよう認にんするわけが……」


「きみという人ひと質じちがいても……かい？」


「!?」


　アレクはスレイの言葉に、反論することができなかった。


　リリアンナの性格を考えれば、人質を見捨てることがあるとは思えない。かといって、封印を解くことも承認しないだろう。


「……彼女の性格なら、人質の命も封印も、どちらも選べないだろうね。彼女の苦く悩のうと苦痛は、かなりのものなはずだ」


「それは……」


「だから、僕は危き険けんを推おしてここへ来た」


　雷かみなりが鳴り、稲いな光びかりがスレイの横顔を照らす。


「皇帝ユリウスは危険な男だ。いま止めなければ、魔ま剣けんの虜とりことなってこの大陸……いや、世界全体に災わざわいをもたらす。そしてユリウスの危険な野望を打ち砕くだくだけの力を持っているのは……アレク君。きみしかいない」


「オレ、だけ……」


　アレクは魔剣に手を置いた。


　じわりと、魔剣から熱のようなものを感じる。まるで、その力が解とき放はなたれるときを、待っているかのように。


「リリアンナさんを救うためにも、僕に協力してくれ。ユリウスは彼女を伴ともない、今日中にもこの地の魔剣を解放するつもりだ。僕の仲間が、皇帝が少数の供だけを連れて極ごく秘ひに城を出たと伝えてきた」


「皇帝が、自ら……!?」


「そうだ。力の独どく占せんを狙ねらう者が、魔剣の回収を人任せにするわけがない。そしてそんな緊きん急きゆう事態だから、僕は危険を冒おかしてきみを迎むかえに来た。僕ならば、いますぐユリウスの許もとへと飛べる……だけど、すでに魔剣を持つあの男に、僕では勝てない」


「だから、オレに協力しろ……と？」


「そうだ。頼たのむ、アレク君。事は一いつ刻こくを争う。いますぐ、僕と一いつ緒しよに来てくれ」


　スレイはさらに一歩進み、手を差し伸のべる。その表情はいつもの少し柔やわらかいものではなく、真しん剣けんすぎて怖こわいほどだ。


　強い風が吹ふき、ついに雨が降り出す。だが水すい滴てきが顔を濡ぬらしても、二人はそれを振ふり払はらいもしなかった。


「……オレの仲間も、助けてくれるのか……？」


「当然だ。きみが皇帝と戦っている間に、別働隊が救出する手て筈はずになっている」


「……いま、みんなと一緒に行くってわけじゃないのか……？」


　大きな疑問が、アレクの胸の中に湧わく。


「きみが仲間のことを想おもう気持ちはよくわかる。だが、〝蛮王の剣〟同士の戦いにおいて、魔剣を持たない者は役には立たない……それどころか、余波で大きく傷きずつけてしまう可能性だってあるんだ。だから、いまはきみだけを連れてゆく……」


「それは……そうだけど……でも、ひとこと仲間に事情を──」


「急がないと、手て遅おくれになるぞ！」


　これまでにないほど強い口調で、スレイは言い放った。その勢いに押され、アレクはびくりとなる。


「だけど……」


　なおアレクが躊ちゆう躇ちよしたときだった。


「──アレク、雨が降ってきたぞ。濡れたら風か邪ぜを引くから……誰だれ!?」


　ヴラドがテラスに出てくる。そしてその瞬しゆん間かん、見知らぬ人物がアレクと対たい峙じしていることに気づいた。瞬時にタビットの魔法使いは表情を引き締しめ身構える。


「ヴラド、この人は──」


　そしてアレクがスレイのことを説明しようとするよりも早く、金きん髪ぱつの剣けん士しは動いていた。


「スレイ──!?」


「もはや問答している時間も惜おしい！　アレク君、きみは僕と一緒に──」


　ヴラドが呪じゆ文もんを唱となえる隙すきさえ与あたえず、スレイはアレクを連れ去ろうと腕うでを伸ばす。アレクも驚おどろき、咄とつ嗟さに逃にげることも受け入れることも判断が付かなかった。


　だが。


「──真、第九階位の縛ヴエス・ノヴイエ・ギ・ルオ！　鋼鉄、斬刃、捕縛ストラル・ナバツハ・ハイレイン──刃網プローヴアラカ！」


　驚くべき素早い詠えい唱しようによって、ヴラドの呪文が完成していた。直後、銀色の網あみがスレイを包み、その皮ひ膚ふを切り刻きざむ。


「真しん語ご魔法……!?」


「……動かないで。動けば、さらに全身が切り刻まれることになるから……」


　驚くスレイに対し、ヴラドはいつになく真しん剣けんな表情で告げる。しかし驚いたことに、金髪の剣士はそのまま前進していた。


「この程度、足止めにしかならないよ」


「な……!?　強い……っ」


　マナで生み出された銀色の網を、スレイはあっけなく破って進んでくる。ヴラドの魔法は皮膚を浅く傷つけてはいるが、それだけだ。


「これ以上邪じや魔まをするならば……斬きるしかないね」


「やめろ、スレイ！　ヴラドも逃げろ！」


　悲鳴のようなアレクの叫さけび。


　だがスレイの前進を止めたのは、漆しつ黒こくの旋せん風ぷうだった。


「──真、第五階位の攻ヴエス・フイブ・ル・バン！　衝撃、炸裂シヨルト・スラーパ──絶掌ダルラツド！」


　凄すさまじく素早い詠唱──そこから生み出された衝しよう撃げき波はによって、スレイの体は大きく弾はじき飛ばされた。そこへ、まったく躊躇なく、大剣を振ふり下ろす。


「ダリウス!?」


「……やはり貴き様さまか、エーラ！」


　全力で振るわれた、ダリウスの剛ごう剣けん。しかし金髪の剣士は、それを紙かみ一ひと重えで避さけていた。刃やいばは石の床ゆかを叩たたき、スレイは素早い動きで距きよ離りを取る。


「ダリウス……きみがいるから、早く話をつけたかったんだけどね……」


　大剣を構える戦士を前に、スレイは不ふ機き嫌げんそうにつぶやく。


「エーラ……？　やっぱり、スレイって……」


「のこのこと、よくも俺の前に姿すがたを現せたものだな……」


「……僕だって、積極的にきみに会いたいなんて思っていないよ……」


　ダリウスとスレイは睨にらみ合い、互たがいに油断なく身構えている。


「やっぱり、スレイって……」


　古いアレクの記き憶おくの中で、エーラは銀髪だった。激はげしい戦いの中、薄うすれゆく意識の中で記憶しているのは、その優美な銀色の輝かがやきだけだ。


　だから、アレクはスレイとエーラが同一人物だという確信を持てないでいた。だがいま対峙する二人の姿を見て、記憶は完全に蘇よみがえる。互いに少し歳としを取り、容よう姿しも少し変わっていたが、間ま違ちがいなく肩かたを並ならべて戦っていた二人の冒ぼう険けん者しや──ダリウスとエーラだ。


「どうして、二人が……」


「アレク様、ご無事ですか!?」


　そこへ、少し遅おくれてユーリカも飛び出してきた。ヴラドも杖つえを構えていつでも呪文を唱えられるよう身構えており、スレイ──エーラは明らかに不利な状じよう況きようにある。


「……いくらなんでも、これは分が悪すぎるね。さすがに無む茶ちやだったかな。アレク君の姿に気づいたから、つい声をかけてしまったけど──」


　そう言ってエーラがアレクへ視線を向けると、それを遮さえぎるようにダリウスが動く。


「隙を見てアレクと魔剣を確保しようという考えのようだが……そうはいかん」


「相変わらずみたいだね、ダリウスは。いま目の前で僕の邪じや魔まをしているんじゃなければ、復活を祝しゆく福ふくしたいぐらいだよ」


「どの口が言うか……ッ」


　ダリウスは怒いかりに任せ、大剣を振るった。それをエーラは大きく後ろへ跳とんでかわす。


「きみを襲おそった悲ひ劇げきは、僕にとっても悲劇だった……こんなことを言っても、きみは僕を許しはしないだろうけれど……」


「当然だ、エーラ……いまおまえがここにいること自体、許し難がたい」


　じりっと間合いを詰つめるダリウスに対し、エーラはもう一度後ろへ跳んで欄らん干かんに立つ。


「アレク君……僕がきみにまだ話していないことはたくさんある。きみに対し、多くの秘ひ密みつを持ったまま話をしたことは素直に謝しや罪ざいしよう。だけど、僕が皇こう帝ていユリウスを止めたいのも本当だし、リリアンナさんを助けたいのも本当だ」


「戯ざれ言ごとに耳を貸すな、アレク！」


「……僕は人間の父親に拾われ、人間の世界で育った……だからといって信じてもらえるとは限らないけれど……僕はきみのことも助けたいと思っているんだ。魔剣に呪のろわれた、運命の少年アレク」


「黙だまれと言っている！」


「!?」


　普ふ段だん冷れい静せいなダリウスが、いままで見せたこともないような形ぎよう相そうで跳ちよう躍やくしていた。大たい剣けんを振り上げ、一気に振り下ろす。


「ダリウス!?」


　アレクはもっとスレイ──エーラの話を聞きたかった。だが金髪の剣士がダリウスの大剣を受けるべく、剣を抜ぬいた瞬しゆん間かん。


　腰こしの魔剣が激はげしく震ふるえ、猛もう烈れつな共鳴現象が起きていた。


「!?」


　ダリウスの剣を弾はじく、紫むらさきの刀身。それは、明らかにアレクの魔剣と同質のものだった。


「まさか、それも……〝蛮王の剣〟……!?」


「言っただろう、〝蛮王の剣〟は十本近く存在しているって」


　エーラは軽々とダリウスを押し返し、魔剣を構える。


「そんな……っ」


　ガタガタと振しん動どうする魔剣を、アレクは咄とつ嗟さに摑つかんでいた。即そく座ざに、少年の心しん臓ぞうが大きくドクンッと跳はねる。


『……砕くだけ……』


「え……？」


『あの魔剣を、砕け……我が使命は砕くこと……我が喜びは破は壊かい……我を抜け……そして魔剣を砕け……！』


「く……っ」


　脳内に響ひびく、魔剣の叫さけび。


　確かに、〝蛮王の剣〟は危険だ。砕けるものなら、一本でも多く砕いておくべきだ。だがそうした使命感以上に、アレクが持つソードブレイカーは、目の前のもうひと振りの魔剣を恐おそれているようでもあった。


「無む駄だだよ、アレク君。僕の魔剣の前では、すべての魔剣が無力になるんだ。この、〝狂王の刃タイラントブレード〟の前ではね」


「な……!?」


　エーラの魔剣が、禍まが々まがしい紫色の光を放つ。直後、アレクの魔剣が声にならない悲鳴を上げた。すると、途と端たんに共鳴による振しん動どうが止まる。


「魔剣タイラントブレードは、他の魔剣の力を無力化する。たとえきみの魔剣が最強の破壊力を持っていたとしても、それが奪うばわれればただの剣だ」


「こ、こんなことって……」


「これでわかったろう？　僕なら、きみを魔剣の呪いから解放することもできる。僕と来れば、きみの苦痛を終わらせることもできるんだ」


　エーラは魔剣を下げたまま、アレクへと手を差し伸のべる。


「戯れ言を言うな、エーラ！」


　だがその会話を断ち切るように、ダリウスが再度突とつ進しんした。必殺の刃やいばが、唸うなりをあげてエーラへと叩たたき込まれる。


「無む駄だだよ、ダリウス」


　しかし金髪の剣士はテラスの床を蹴けると、大きく後方へ跳んでいた。


　それは、虚こ空くう。


　徐じよ々じよに雨あま足あしが強まりつつある、なにもない空間。


　しかし。
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「アレク君──気づいていないかもしれないが、きみはすでに、限りなく僕たちに近くなっているんだ……」


　ばさり。


　大きな翼つばさが空を打ち、銀色の髪かみが風に舞まう。


「そんな……」


　目の前を飛ぶのは──エーラ。


　髪は銀色となり、冠かんむり飾かざりのようなものは、はっきりと角になっていた。


　そしてその背中にあるのは、大きな皮ひ膜まくの翼。


「蛮ばん族ぞく……？」


「魔竜ドレイク族……蛮族の中でも、エリート中のエリート種族だよ……」


　驚くアレクの横で、ヴラドも呻うめくようにつぶやく。


「──待っているよ。きみなら、僕の仲間になってくれると信じて……」


　そう告げると、エーラは大きく翼を打つ。


「逃がさんッ！」


　だがダリウスはまったく驚きも怯ひるみもせず、大剣を腰こし溜だめにしたまま走る。


「待って、ダリウス！」


　アレクは叫び、その意図を汲くみ取ったユーリカが慌あわててその腰にしがみついていた。それさえ振りほどかんばかりの勢いでダリウスは突進するが、さらにヴラドやアレクがしがみつくに至り、その動きを止める。


「放せ！」


「無茶だよ！　落ちちゃうだろ！」


　アレクたちがしがみついている間にも、エーラは両の翼を打って距きよ離りを離はなす。


「……さらばだ、ダリウス。きみとはもう二度と会うことがないことを、祈いのるよ……」


「エェェェェラァァァァッ！」


　最後にそれだけ告げると、銀髪のドレイクは雷らい雨うの中飛び去ってゆく。


　そしてそれを、アレクたちは見送ることしかできなかった。





　　　　４




　帝てい都とに雨が降り出した頃ころ、ユリウスはわずかな供ともを連れて遺い跡せき区くに来ていた。


　その数、ユリウスを含ふくめわずかに七人。身軽な装そう備びのルーンフォーク、自分の身長よりも長い銃じゆうを背負っているドワーフ、それに完全武装の戦士が三人。全員が、一見すると冒険者のような格好をしている。


　そしてそこには、仏ぶつ頂ちよう面づらのリリアンナも同行していた。


「──本降りになってきましたな……」


　ユリウスのすぐ側そばを歩いていた巨きよ漢かんの戦士が、空を見上げてつぶやく。いまはラフな鎧よろいの着こなしをして冒ぼう険けん者しや風に見せているが、リリアンナは彼が皇帝の近この衛え騎き士し隊長であることを知っている。


「どうせすぐに遺跡の中じゃ。この程度、どうということはないわい」


　長銃を背負ったドワーフが、濡ぬれた髭ひげをしごきながら豪ごう快かいに笑う。


「ですが、視界が悪くなると敵てきの発見も遅おくれがちなので……警けい戒かいは怠おこたらないようにお願いします」


　そう告つげたのは、戦士の格好をしている長身な女性だ。彼女も近衛騎士のひとりである。


「確かに、情報が洩もれているとすれば絶好の襲しゆう撃げきタイミングですな。ここならば人気もないし、隠かくれる場所には事欠かない」


　身軽な格好のルーンフォークが、口調までどことなく軽い調子で言った。だが裏うら腹はらに、その目は油断なく周囲を絶えず警戒している。


（確かに、ここは不意打ちを仕し掛かけるにはもってこいの場所よね……）


　リリアンナもぐるりと辺りを見回し、眉まゆ根ねを寄せた。


　帝都の郊外に広がる遺跡区は、一部の特別に許可を得た冒険者以外入ることができない。帝てい国こくにとって貴き重ちような財ざい宝ほうや遺物が眠ねむっている可能性が高く、ここから発見されたものは優先的に国家が買い取る契けい約やくがなされているためだ。


　そのため、この遺跡区からは貴重な遺物が発見されることが多い。その一方で、やってくる冒険者が限定されるため、人通りは極きわめて少なかった。


　さらに、そうした関係から地上に残る旧きゆう市し街がいの遺跡もそのまま放置されており、崩くずれた壁かべや倒とう壊かいした建造物など、隠れる場所は無限にあった。ここへ少人数の供しか連れずに皇帝がやってくるなど、危き険けん極まりない行こう為いと言える。


「緊きん張ちようしているのか？」


　ユリウスに突とつ然ぜん声をかけられ、リリアンナはどきりとなる。


「別に……と言えば噓うそになりますね。強ごう引いんにこんなところへ連れてこられて、いつ暗殺者に襲おそわれるかわからない状況に同居させられれば、緊張ぐらいします」


「ふふ……率そつ直ちよくでいい答えだ」


　皮肉っぽいリリアンナの言いようにも、ユリウスは機き嫌げんを損そこねたりはしない。むしろ、近衛騎士たちのほうが警戒に表情をこわばらせるばかりだ。


「そういう皇帝陛へい下かこそ、緊張したり恐きよう怖ふを感じたりはしないんですの？」


「感じてないように見えるか？」


「少なくとも、表面的には」


「ならば、俺の演えん技ぎ力りよくもまんざらではないということだな」


　そう言って、ユリウスは笑った。


「俺も恐怖を感じているし、緊張もしているよ。だがそれは、暗殺者や襲撃者に対してじゃない」


「え……？」


「この先の遺跡に待ち受けるものに、俺は恐怖を感じるし、緊張もしている……だがそれを乗り越こえられると確信しているからこそ、ここに来た」


　確かに、ユリウスの横顔からは強い意い志しが感じられる。絶対の自信を持っているからこそ、恐怖も呑のみ込めるのだろう。


（魔ま剣けんと共に封ふうじられた父親を、殺す……）


　そのために、皇帝はここへやってきたのだ。そしてその手伝いをするために、リリアンナは連れてこられている。


「……恐怖を感じるのならば、それは心に躊ちゆう躇ちよや罪ざい悪あく感かんがあるということではないのですか？」


「なるほど、その可か能のう性せいも否ひ定ていはできんな」


「だったら、なにか別の手段を考えてください。魔剣の力は易やす々やすと御ぎよせるものではありませんし……聖せい地ちの封ふう印いんを解とくなんて、危険極まりないことです！」


「……残念だが、それはできない相談だ」


　リリアンナの懇こん願がんを、皇帝は言下に一いつ蹴しゆうする。


「でも──」


「陛下」


　そんなとき、二人の会話に側近のルーンフォークが割わり込む。


「どうした、ゲイリー」


「待ち伏ぶせですな。かなりの数が、周辺に伏ふせているようですぞ」


「やはりそうか。ならば丁てい重ちように相手してやらねばなるまい」


「やれやれ。我らを倒たおせる気でいるのならば、おめでたい連中じゃて」


　ドワーフが背中から銃を取り、両手で構える。


「ドルッケン、あまりマナを使いすぎるなよ」


「わかっとります。本番はまだ先ですからのう」


　にっと笑うドワーフの肩かたに、起動したマギスフィアが浮うかぶ。それに続き、三人の戦士も各々武器を抜ぬいた。


「出てくるがいい、こそ泥どろども。下げ賤せんの輩やからに相応ふさわしい死に方をさせてやるぞ」


　そして自身は剣さえ抜かず、ユリウスは身を潜ひそめる者たちの気配へ向けて嘲あざけりの言葉をかける。するとすぐに、複ふく数すうの伏ふく兵へいが姿を現した。


「黙だまれこの簒さん奪だつ者しやが！　貴き様さまこそ下賤な冒険者の姿に身をやつしたまま、無ぶ様ざまな骸むくろを晒さらすがいいわ！」


「ハリス……さん？」


　リリアンナは伏兵を率ひきいる男の顔に見覚えがあった。それはあのレジスタンスのアジトで出会った、髭の男だ。


「ほう、ネズミの大たい将しようはディズレーリ伯はくか。思いの外大きなネズミだったな」


「!?　ええい、黙れというのがわからんのか！　貴様が皇帝でいられるのも、今日このときまでだ！」


　ハリスは髭や服装で変装していたが、ユリウスにあっさりと正体を看かん破ぱされ、さらに激げつ昂こうしていた。


「撃うて！　やつらを皆みな殺ごろしにしろ！」


　ハリスが大きく手を振ふると、現れた伏兵たちは一いつ斉せいに弩クロスボウを構えた。だがそれよりも早く、ドルッケンが起動語コマンドワードを唱える。


「魔動制御筐マギスフイア起動！　閃光爆弾フラツシユ・ボム射出！」


　ドワーフの腰こしに吊つるされていた箱形のマギスフィアが細長く開き、そこから数発の爆ばく弾だんが射出された。直後、伏兵たちの周辺で凄すさまじい閃せん光こうが巻まき起こる。


「うお……っ!?」


「ぐあ……っ」


　強きよう烈れつな光は伏兵たちの目を焼き、瞬しゆん時じにその視力を奪うばっていた。とても狙ねらいを定さだめられる状じよう況きようではなくなり、みな弩を取り落として目を押さえる。


「遅おそい遅い！　そんなことで不意など討うてるかよ！」


　ドルッケンはさらに容よう赦しやなく、銃の引き金を引いて散さん弾だんを浴びせた。目の見えない襲撃者たちは、突とつ然ぜん襲った衝しよう撃げきにバタバタと倒たおれてゆく。


「まったく。これで我らが皇帝を亡なき者にしようというのだから笑わせますな」


　言いつつ、空中に魔ま法ほう文字を描えがいて呪じゆ文もんを唱となえたのは、ルーンフォークのゲイリーだった。まずは火線が一本走り、閃光を避さけた襲撃者の一団を巻き込むようにして爆発する。ゲイリーはさらに呪文を唱え、もう一本の火線を放った。それによって、まだ動いていた襲撃者も吹ふき飛ばされ、動く者はほとんどいなくなる。


「おまえもマナは使いすぎるな、ゲイリー」


「ははは。ここから先はケチらせていただきますよ。我が君」


　苦笑する皇帝に、ゲイリーも冗じよう談だんっぽく答える。


「制圧しろ」


「はっ」


　そしてユリウスが命じると、三人の近衛騎士が敵てき陣じんへと飛び込んでいった。魔法による先制攻こう撃げきでいきなり大打撃を受けていた襲撃者たちは、圧あつ倒とう的てき多勢でありながら動どう揺ようする。


「も、持ちこたえろ！　この程度で崩くずれてどうするか！」


　ハリスが叫さけび、必死に仲間を鼓こ舞ぶする。わざと魔法の範はん囲いから外していたため彼自身は無む傷きずだが、完全に浮き足立っている。


「強い……」


「当たり前だ。俺が選んだ精せい鋭えいだぞ」


　驚おどろくリリアンナの横で、さも当然とばかりにユリウスは告げる。


「さて……これで終わりとは思えんがな。真しん打うちはどいつだ？」


　騎士たちが敵兵を蹴け散ちらし始めると同時に、ユリウスは反対側を振り返る。


「真打ち……？」


「い、いまだ！　ユリウスの周りは手て薄うすになったぞ！　一気に攻せめ立てよ！」


　リリアンナが振り返るのと同時に、ハリスが声を振り絞しぼって指示を出す。


　すると廃はい墟きよの陰かげから、無数の新手が現れていた。しかもそいつらは、みな優に人間の身長の二倍はある巨きよ漢かん。


「ば、蛮ばん族ぞく……!?」


「ほう、そう来たか。思い切ったものだ」


　驚くリリアンナに対し、ユリウスの口くち許もとには笑みさえ浮かぶ。


「だがその程度では、役不足だな」


　野心家の皇帝は腰の剣に手をかけ、そちらへと踏ふみ出す。


　そして鞘さやから刀身がわずかに現れた瞬しゆん間かん、強烈な魔力が放出されていた。





「仕し留とめろ！　詐さ術じゆつと謀ぼう略りやくで皇帝の座ざを奪うばった盗ぬすつ人となど、ひねり潰つぶしてしまえ！」


　半はん狂きよう乱らんになってハリスが叫ぶ。その声に応じてか偶ぐう然ぜんか、姿を現した巨漢の蛮族たちは、一いつ斉せいに廃墟から飛び出していた。


「豪拳鬼ゴーリーと食オ人ー鬼ガ、それに狂乱の食人鬼オーガバーサーカーまで……集めたものじゃな」


「陛下、ここは我らが──」


「よい、構うな」


　ドルッケンとゲイリーが壁かべになろうと身構えるが、ユリウスはそれを押しのけるようにして前に出ていた。


「リリアンナ。俺は魔剣がどういうものか、よく理解している。その上で、俺の目的のためには必要不可欠だからこそ、その力を欲ほつしてもいる」


「まさか……」


「魔剣を蛮族に渡わたすわけにはいかん。だが、人族の身で迂う闊かつに扱あつかえば、待っているのは破は滅めつだ。だからこそ、おまえは俺の戦いを見届ける義務がある。そして、あの魔剣の少年を導みちびく役割も、な」


　言いながら、ユリウスはゆっくりと腰の剣を抜いていった。それに伴い、凄すさまじい魔力が放出されてゆく。


「皇城でずっと感じてた、魔剣の気配……まさか、そんな……!?」


「その通り。俺は〝蛮王の剣〟がどういったものか、身をもって知っている……そして御ぎよしきれなかった者の、末路もな」


　そして抜ぬき放はなたれた、ユリウスの剣。


　それは刀身にびっしりと魔法文字が刻きざまれた、青く輝かがやく魔法の剣だった。


「これも……」


「〝蛮王の剣〟のうちのひと振ふりだ。文ぶん献けんによれば、名は〝制圧者オーバーロード〟」


　魔剣の輝きに、ユリウスへと殺さつ到とうしていた蛮族たちの動きが止まっていた。嗜し虐ぎやく心しんと殺さつ戮りくへの興こう奮ふんに歓かん喜きの表情を浮かべていた蛮族たちが、一様に怯おびえ始めているのだ。


「オーバーロード……圧倒的な、他者を制圧する力……」


　至し近きん距きよ離りで目まの当たりにし、リリアンナも体の震ふるえが止まらなかった。


　ユリウスが持つ魔剣は、見る者の心を挫くじく、恐おそるべき光を放つのだ。特に敵てき対たいする者に対しては絶大な効果を持つらしく、蛮族たちはまるで無力な童わらべのように、震えながら後ずさっていた。それでいて、逃にげ出すこともできないらしい。


「まるで、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのようじゃな……」


　思わずつぶやいた、ドルッケンの言葉通りだった。


　蛮族たちは恐れおののき、戦意を喪そう失しつしつつあった。だがユリウスは決して手を緩ゆるめることなく、ゆっくりと蛮族たちへ向けて歩を進めてゆく。


「ユリウス皇こう帝てい……っ」


　相手が蛮族とはいえ、怯えて震える者へ容よう赦しやなく攻撃を加えることに、リリアンナは戸と惑まどいを覚えた。だがユリウスはまったく躊ちゆう躇ちよすることなく、魔ま剣けんを振り上げる。


「所しよ詮せん人族と蛮族は相あい容いれぬ存在。いま見み逃のがしたとして、どうせこいつらは必ず人族を襲おそう。相対した以上、容赦はしない」


　告げるや、ユリウスは大きく両りよう腕うでを広げた。一ひと際きわ強く魔剣は輝き、それに反するように若き皇帝の右腕が青い痣あざによって被おおわれてゆく。


「〝穢けがれ〟が、ユリウス皇帝の体を蝕むしばんでる……」


　アレクと同じく、やはりユリウスの体も魔剣が放つ〝穢れ〟によって汚お染せんされつつあった。だがユリウスはまったく動じる様子すら見せず、魔剣の魔力を高めてゆく。


「苦痛を知らずして、人の上には立てんさ。ましてや、この乱世にな」


　ユリウスはにやりと笑い、魔剣を両手で握にぎった。そして一気に、刃やいばを振り抜く。


「消え失うせろ！　我が前に立ちはだかる者は、ただ消しよう滅めつするのみ！」


　大きく踏ふみ込こみ、ユリウスは魔剣の力を解放した。


　蓄ちく積せきされていた魔力が青い閃せん光こうとなり、それは巨きよ大だいな刃となって蛮族たちの体を打つ。


「ゲ…………」


「ギャ…………」


　どの蛮族も、ほとんどまともな悲鳴さえあげられなかった。果たして苦痛を感じていたかどうかすら疑わしいほど、魔剣が放つ魔力の光は凄まじい速度で蛮族たちを両断し、焼き尽つくしていたからだ。


　次々と、蛮族たちは青い閃光の中に呑のみ込まれ、黒い影かげとなって消えていった。やがて一いち陣じんの風となって光が消え去ったあとには、ただ青白い光の粒りゆう子しだけが、宙を舞まう。


「な、な……!?」


　頼たのみの援えん軍ぐんが一いつ瞬しゆんにして消滅し、ハリスは言葉を失っていた。


　間近で見ていたドルッケンやゲイリーも、すぐさま口を開くことはできない。


「──首しゆ謀ぼう者しやを捕ほ縛ばくしろ。抵てい抗こうする者は、容赦するな」


　ユリウスは大きく息を吐はくと、そう命じた。そしてゆっくりと、魔剣を鞘さやの中へ戻もどす。


　だが若き皇帝の前で、戦う意思を見せるだけの胆たん力りよくを持った者は、もはや誰だれひとりいなかった。みな恐きよう怖ふに震え、武器を取り落とし、そのままひざまずく。


「これが……ルキスラ皇帝ユリウスの力……」


　リリアンナも、そうつぶやくのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　戦いが終わり、雨あま足あしはさらに強くなる。


　だが土ど砂しや降ぶりの中にあっても──皇帝ユリウスの姿は、まるで輝いているかのように強きよう烈れつな存在感を放ち続けていた。




第五章『英えい雄ゆうの資質』













　──ドレイク。


　その名は畏い怖ふをもって語られる。


　蛮ばん族ぞくのエリートにして、王となるべき者たち。


　その姿すがたは生まれながらに王者の風格を有し、見る者を魅み了りようする美しさと力強さに溢あふれている。


　知識と知ち恵えを併あわせ持ち、魔力に優れ、魔剣と共に生まれ来る──まさしく魔剣に祝福されたる存在。


　仕えるとするならば、ドレイクこそが相応ふさわしい──遠い祖先がそう考えたのも、当然と言えるだろう。




──トロール族の語り部の言葉
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「離はなせ！　いまこそあいつを倒たおさないと──」


　ダリウスは仲間の制止を振ふり払はらい、テラスから飛び降りようともがく。


「だめだよダリウス！　あんたの魔ま法ほうじゃ追い切れない！」


　その足にしがみつきながら、ヴラドが必死に叫さけんだ。アレクも腰こしにしがみつき、ユーリカも腕うでを引っ張る。


「落ち着いて、ダリウス！　たとえ追えたって、ひとりで行くなんて無む茶ちやだ！」


「離せと言っている！」


　アレクも必死に叫ぶが、ダリウスの怪かい力りきは軽々と少年を払いのけ、ユーリカを振り切った。逆上したその目は、暗雲の中飛び去ったかつての友の後ろ姿の残像しか見えていない。


「──そこまでになさい、ダリウス！」


　しかしそこへ、新たな人物が割わり込んできた。完全に我われを忘れていたダリウスはその接近に気づかず、飛び出そうとする勢いを逆に利用されて体を一回転させられる。


「ぐお……っ!?　おまえ──」


「まったく、若い子たちの前でみっともない」


　そう言って両手をぱんぱんと叩たたいたのは、バルバラだった。いまは長い髪かみを後ろで一本に結ゆい、動きやすい格かつ好こうにきがえている。


「バルバラ!?　なんであんたがここに──!?」


「仲間を止めてあげたのに、その言い方はあまりに礼れい儀ぎ知らずじゃないの？　ボク」


　驚おどろくアレクの鼻を、バルバラは長い指でちょんっとつつく。だが警けい戒かいし、身構えているのはヴラドやユーリカも同じだ。


「それに、これだけの騒さわぎを起こして、誰だれも様子を見に来ないとか思うほうがおかしいでしょ。まったく、あんたらのおかげで留る守す番ばんさせられてるってのに」


　バルバラは両手を腰に当て、怒おこった顔をしてみせる。


「……ダリウスが逃にげようとしたから、出てきたってわけか……？」


「一応、名目上はね。だけど、わたしの提てい案あんはその逆」


「逆の提案……？」


「そ。さっきの蛮ばん族ぞく、追うのを手伝ってあげるわ」


「!?」


　まさしく思いがけない提案に、アレクたちは一様に驚く。


「……どういう風の吹ふき回しだ、バルバラ」


「だから、なんでそんな怖こわい顔ですごまれなきゃならないわけ？　少なくとも、一時的に協力してあげようって言ってんのに」


　殺気立ったままのダリウスを前に、バルバラは色っぽくため息をつく。


「手伝うって……あんた空飛ぶ魔法を使えるのか？」


「まさか。そんな高等な真しん語ご魔法どころか、初歩の魔法ひとつ使えないわ」


「じゃあ──」


「──飛空船を使うのよ」


「飛空船!?」


　バルバラの口から出た言葉に、アレクは激はげしく反応する。


「空中戦せん艦かんに搭とう載さいする予定の、小型の飛空挺ていがあるの。それなら十人ぐらい軽く乗れるし、速度的にも十分追いかけられるわ」


「ひ、飛空船に、乗せてくれるのか!?」


「そ、そのつもりだけど……」


　突とつ然ぜん目を輝かがやかせるアレクの様子に、さすがのバルバラも少し気け圧おされる。


「……確かに飛空船なら速度的には問題ないと思うけど……ダリウスの言う通り、どうして幽ゆう閉へいされているぼくらを乗せてくれる話になってるの？　どうしても、そこが腑ふに落ちないんだけど」


「なに言ってんだよ、ヴラド！　飛空船に乗せてもらえるんだぞ!?　こんなチャンス滅めつ多たにないぜ!?」


「アレクは魔ま動どう機きのことになると見境がないんだから……とにかく、納なつ得とくのいく説明を聞かせてほしいね」


　興こう奮ふんするアレクをなだめつつ、タビットの少年はつぶらな瞳ひとみを鋭するどく細める。


「……まあ、こんなところで駆かけ引きしたって意味ないから、正直に話すけど。陛へい下かはいま、最小限の供ともだけを連れて遺い跡せき区くに行っているの」


「……らしいな」


「スレイから聞いたのね。なら話は早いわ。レジスタンスは、このタイミングで陛下の暗殺を狙ねらってる。少々の相手なら負けることはあり得ないけど……あのスレイの正体が蛮族、それもドレイク族だったとなると、話はちょっと変わってくるわ」


「確かに、ドレイク族は蛮族の中でも最強の一族だけど……」


　バルバラの言葉にヴラドが頷うなずく。だが、納得しきれていない表情だ。


「彼が……エーラだったから……？」


　アレクはダリウスの表情を横目で窺うかがいながら、問うた。予想通り、その名前が出た瞬しゆん間かん、黒こく衣いの戦せん士しは表情を険けわしくする。


「……そう、ね。わたしはエーラの実力を知っている……しかもそれは、人族だったときのエーラよ」


「人族だった……とき？」


「ドレイク族として覚かく醒せいした彼が、どれほど強いかわたしには憶おく測そくすることしかできない。しかも、彼は〝蛮王の剣つるぎ〟を持っていた……」


　そう告つげるバルバラの表情は、驚くほど真しん剣けんだった。


「陛下とその護ご衛えいは、精せい鋭えい中の精鋭よ。だけど、レジスタンスだって最大の戦力で奇き襲しゆうを仕し掛かけてくるでしょう。そこへ〝蛮王の剣〟を持つドレイクが援えん軍ぐんに加われば、なにが起きたっておかしくはないわ」


「それで、オレたちを……？」


「事情を知っていて、秘ひ密みつを暴ばく露ろする可能性が低く、近場にいて、戦力として当てにできる……これ以上の人材は他ほかにいないと思うんだけど」


　その言葉に、アレクはヴラドやユーリカと顔を見合わせた。それから、ダリウスを振り返る。


「確かに、そうかもしれないけど……」


「それに、陛下は言っていたでしょう？　あなたたちには協力して欲ほしいって。その言葉に偽いつわりはないわ」


「だからって、魔ま剣けんを解放する手伝いなんぞ、する気はねぇぞ」


「わかってるわ。それに、陛下があなたに求める役割は、ブレーキ役だもの」


「ブレーキ役……？」


「そう。もし陛下さえも魔剣の力に屈くつしたときのための、ブレーキ役。世界広しといえど、その役目を果たせるのは……魔剣ソードブレイカーを持つあなただけよ」


「オレの、役目……」


「あなたがルキスラへやってくると知ったとき、陛下は初めからそのことを期待していたわ。逆に言うと、あなたがいればこそ、魔剣と向き合うことができると考えられたんでしょうね。万が一のとき、あなたにすべてを滅ほろぼしてもらうために……」


「皇こう帝ていが、オレに……？」


「飛空船を使う許可を出したのは、陛下自身よ。それが答えにならないかしら？」


「……相変わらず自分勝手な男だ」


「ダリウス？」


　嘆たん息そくと共に口を開いた黒衣の戦士を、アレクは振り返る。


「これ以上、議論の余地はないな。ユリウスの許もとへ連れていけ。俺おれはエーラと戦えるなら、手段を問わない」


「オ、オレも、もちろん賛成っ」


「アレク様が行かれるなら、わたしはどこへでもお供します」


「当然、ぼくも行くよ」


　アレクたちの言葉に、バルバラはしっかりと頷く。


「じゃあ決まりね。もう飛空挺の用意はできている頃ころだから、ついてきて」


　そしてそう告げると、彼女は結った髪を颯さつ爽そうと揺ゆらしながらテラスを去る。


　アレクたち四人も、すぐさまその後ろを追っていった。
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　バルバラが案内したのは、軟なん禁きんされていた部屋からさほど遠くない場所だった。


　皇こう城じようの上じよう層そう部ぶに造つくられた、小しよう規き模ぼな飛空船発着場。そこに、バルバラの言う小型飛空挺は格かく納のうされていた。


「うおっ、すげぇっ」


　その格納庫に入るなり、アレクは歓かん声せいをあげる。


「……あんた、どんな状じよう況きようでも魔動機見たら喜ぶのね」


「こいつばっかりは、理り屈くつじゃねぇもんでな」


　アレクは呆あきれ顔のバルバラの横を通り抜ぬけ、階段を駆け下りる。


「うわぁ……」


　格納庫は、城の中にしてはなかなかに広かった。港で言えば桟さん橋ばしに当たる三本の回かい廊ろうがあり、そこに挟はさまれるようにして一隻せきの飛空挺が鎮ちん座ざしていた。


「やっぱすげぇなぁ……」


　アレクは頰ほおを紅こう潮ちようさせながら、足早に飛空挺へと駆かけ寄よる。


　それは、金きん属ぞくでできた船、といった形状をしていた。ルキスラに着く直前に見た空中戦せん艦かんに比べれば確かに小型だが、それでも大型の川船ぐらいの大きさはある。


　よく見られる、マナで浮ふ力りよくを与あたえられた空気を入れて浮うかぶ気き囊のう型がたとは違ちがうのも一目でわかった。つまり、それだけ主動力源げんである魔ま動どう核かくが大型で強力だということだ。


「兵員輸送用の小型飛空挺だから、人数も乗れるし速力もそれなりにあるわ。それにまだ実験段階だけど、一時的に飛空挺ごと透とう明めい化かする機能も積んでるから、こっそり近づくのにも向いてるでしょ」


「船体を透明化!?　そりゃすごい機能だなぁ」


「まだ数分間ぐらいしかできないけど」


「いやいや、十分すげーよ！」


　激はげしく興こう奮ふんし、アレクは船体にかじりつき状態になる。


「確かにこれだと速そうだな……外がい殻かくが金属製なのは、戦せん闘とうを前提にしているからか。どんな魔動核積んでるんだろ……動力部も見たいなぁ……整せい備び点てん検けんとか参加させてくんねぇかなぁ……」


「……アレク、早く乗らないと置いていくよ？」


「うおっ、待ってくれ！」


　いつの間にか追い越こしていたヴラドが、タラップから呆れたように声をかけてきた。気づけば、バルバラはもう中に入っているらしい。アレクは慌あわててそっちへ駆け寄る。


「ふおーっ、中広っ!?」


　タラップを上がって中に入るなり、アレクは興奮して奇き妙みような声を出す。


　アレクの予想に反して、飛空挺の中はがらんとしていた。まだ艤ぎ装そうが終わっていないのだろう。それにしても、かなり広い。


「これだったら、人間なら詰つめれば二、三十人は乗れそうだな……」


「アレク、急いでこっち来て」


「あ、はいはいっ」


　飛空挺の先せん端たん方向で、バルバラが呼んでいた。アレクは急いでそちらへ向かうが、ダリウスはいささか焦じれた様子で壁かべに固定されていた椅い子すに座すわる。


「こんな鉄の塊かたまりが、空を飛ぶの……？」


「強力な魔動核を積んでる証しよう拠こだよ。さすが帝てい国こくはすげぇなぁ」


　うさんくさそうに周囲を見回すヴラドと共に、アレクはバルバラの許へ走った。ユーリカも無言で続く。


「アレク君、あなた一応魔動機師マギテツクよね？」


「一応ってのはひどいなぁ。ちゃんと魔動機師だよ」


「じゃあ、動力制せい御ぎよ、お願いね。操そう縦じゆうはこっちでやるから」


「うおっ、まだ未完成かよこいつ」


　バルバラの案内で操縦席に入り、アレクは目を丸くする。


　なぜなら操縦席の操作盤ばんなどが、明らかに試作品丸出しの粗そ末まつなものだったからだ。


「飛行試験も済すんでるし、いまは細かい調ちよう整せい中よ。正規の魔動機師がいれば問題ないわ」


「……じゃあ帝国軍の魔動機師を呼んできたほうがいいよ」


「どういう意味だ、ヴラド」


「それも考えたけど、この件にはあんまり関係者を増ふやしたくないの。アレク君ができるなら、それに越こしたことはないわ」


「了りよう解かい、任せとけ」


「……不安だなぁ……」


　意気込むアレクとは正反対に、ヴラドは不安そうだ。


「そこにマギスフィア入れると制御盤が起動するはずだから、そっちのメーターがいっぱいになるまで魔動核の出力を上げて。あとはこっちでやるから」


「了解了解。ふへへ、まさかこの手で飛空挺の操作ができる日が来るなんてなぁ」


　アレクはよだれの出そうな顔で、制御盤を見回す。


「おいおい、リリアンナを助けに行く話は覚えてるんだろうね？」


「あ、当たり前じゃないか」


「……ならいいんだけど」


　アレクはヴラドにジト目で見られ、慌てて表情を引き締しめる。


「じゃあ、出すわよ。いい？」


「ああ。マギスフィアセット、出力上げるぜ！」


　バルバラに言われたとおりにマギスフィアを操あやつり、アレクは出力を上げた。


「みんな、適てき当とうな座席とか取っ手に摑つかまっててね」


「え？　もう出るの？」


「ヴラドさん、こっちこっち」


　戸と惑まどうタビットの少年を、ユーリカが適当な座席に引っ張る。


「飛空挺出すよ！　ゲート開けて！」


　バルバラは伝声管に向かって大声を出すと、操そう縦じゆう桿かんを握にぎった。そして彼女の声を受けて、正面の門が開いてゆく。


　飛空挺の操縦席にある窓いっぱいに、雨が降りしきる空が広がる。足あし許もとの窓を見れば、ルキスラの街まち並なみと、その先にある遺い跡せき区くが見えた。


「行くよ……発進！」


　号令と共に、格納庫に仕し掛かけられた射しや出しゆつ機きによって機体が勢いよく弾はじき出される。


「わ、わ、わわわわっ!?」


「は、はう～っ」


　想像以上の勢いに、ヴラドを抱かかえたユーリカが転がってゆく。


「す、す、す、すっげーっ！」


　そんな中、アレクはただひとり歓かん声せいを上げる。


　次の瞬しゆん間かん、飛空挺は雨雲の下、ルキスラ上空を飛んでいた。





「機体安定、速力良好……これなら、すぐに目的地に着けるわね」


　いくつかの計器に目を通しながらバルバラは飛空挺を操作する。


「ドレイクもかなり速く飛ぶから、どれぐらい距きよ離りを詰められるかわからないけど……」


　その言葉に、少し興奮が落ち着いてきていたアレクは注意をそちらへ向ける。


「なあ、バルバラ」


「……なに？」


「あんた、ダリウスの過去について詳くわしいみたいだけど──」


「別に詳しいってほどじゃないわ」


「それでも、オレたちよりは詳しいだろ。だから、少し聞きたいんだけど……ダリウスとエーラって、どういう関係なんだ？　オレ、あんな我われを忘れたダリウスは初めて見たぜ」


「…………」


　アレクの問いに、バルバラはしばし沈ちん黙もくする。


「……ダリウスとエーラは、すごく息のあった冒ぼう険けん者しや仲間だったわ」


「ああ。オレもリリアンナも、ずいぶん前に命を助けてもらったことがあるよ」


「そして二人は、同じ親の許もとで育ったの」


「え……？」


「二人とも、血の繫つながりはないわ。知っての通り、ダリウスは皇こう帝ていの弟。だけど彼はナイトメアだったから、不ふ名めい誉よを恐おそれた皇家は帝国騎き士しのガノッサ家へ里さと子ごに出したの」


「それで、血の繫がらない親の許で……」


「そう。そして、エーラもガノッサ家に拾われた子よ。だから、二人は兄弟同然に育ったみたいね」


「でも……だったらどうして、あの二人は敵てき同士なんだ？　そもそも、エーラが蛮ばん族ぞくってどういうことだよ……？」


　少年の率そつ直ちよくな問いに、バルバラは再び沈ちん黙もくする。だがすぐに、口を開いた。


「……わたしもすべてを知ってるわけじゃないけど……ガノッサの親父おやじさんは蛮族討とう伐ばつの任務先で、生まれたばかりのドレイクを拾ったらしいわ。ダリウスに兄弟がほしいと思ってたガノッサの親父さんは、その子を連れ帰って息子むすことして育てることにしたようなの」


「蛮族の子を!?」


「ドレイクは、見た目だけなら人間とそう大差はないしね。ナイトメアのダリウスとは仲良くやれると思ったのかもしれないけど……」


「だけど……」


「それに、エーラは魔ま剣けんを持ってないドレイクだったらしいわ」


「魔剣を持ってない……？　それって……」


「ドレイクは卵たまごから生まれるんだけど、そのとき魔剣を抱かかえてるんだって。だからドレイクは必ず魔剣を持ってるし、その魔力で劇げき的てきな能力を発はつ揮きできるんだけど……」


「エーラは持ってなかった……？」


「そ。で、その影えい響きようでか、蛮族特有の残ざん忍にんさや攻こう撃げき性せいがなかったみたい」


　バルバラの言葉通り、確かにアレクが五年前に出会ったエーラは、穏おだやかで優やさしい人ひと柄がらに見えた。とても蛮族のような、荒あら々あらしいイメージは感じなかった。


「……二人は立りつ派ぱに育ち、エーラは誰だれよりも優しく思いやりのある青年に成長したわ。血は繫がっていなくても、ダリウスとエーラは本当の兄弟だった」


「それなのに、どうして……？」


「──悲劇が起きたのは、三年前。ダリウスにとっても、エーラにとっても、そしてユリウス皇帝にとっても大切な人が……死んだの」


「え……？」


「聞いたことない？　ユリウス皇帝の妹、イリシア姫ひめが亡なくなられた話」


「それって、確か三年ぐらい前に……まさか!?」


「……そう。ユリウス皇帝とは異い母ぼ妹まいに当たるイリシア姫は、ダリウスにとっても妹。そして、エーラにとっても妹同然の存在だった。しかも自由奔ほん放ぽうで冒険好きだった彼女は、一時ダリウスたちの冒険にも同行していた……そこで、悲劇は起きた」


「冒険の途と中ちゆうで、死んだってこと……？」


　冒険者が魔ま物ものや迷めい宮きゆうの罠わなを相手にして命を落とすのはよくある話だ。それだけならば、特別珍めずらしい話ではない。


　しかし。


「ダリウスたちは、遺い跡せきの中である魔剣を見つけた……そしてその魔剣は、エーラの血に眠ねむる蛮族の本能を呼び覚ましてしまった……」


「〝蛮王の剣つるぎ〟!?」


「恐おそらくね。そして……エーラは魔剣に捕とらわれ、イリシア姫を……殺してしまった」


「!?」


「それを止められなかったことで、ダリウスは冒険者をやめたわ。それまで密ひそかに通じていた兄のユリウス皇帝とも疎そ遠えんになった。エーラは失しつ踪そうし、その後行方ゆくえ知れず……」


「……そんなことが、あったのか……」


　想像以上に重い過去に、アレクはしばし言葉を失う。


「妹を、仲間に殺されるなんて……確かに、そんなことがあったんじゃ、また冒険に行く気力もなくなるよな……」


「特に、ユリウス陛へい下かを含ふくめ、ダリウスたちはとても仲がよかったから……」


「……皇帝も？」


「そうよ。ユリウス陛下にとって、ダリウスとイリシア姫は大切な血の繫がった弟と妹だもの。次の皇帝はアリオウス第一皇おう子じと決まってたから、ユリウス陛下も比ひ較かく的てき自由に生活していたらしいわ。よくお忍しのびでガノッサ家へ出入りしていたみたい」


「あの、ユリウス皇帝が……？」


「いまでこそあんな怖こわい顔してるけど、子供の頃ころは優しいお兄ちゃんだったのよ？」


「ホントかよ……」


「もちろん、噓うそなんかつかないわよ。エーラも含め、四人は本当の兄弟同然だったわ」


「だけど……エーラが魔剣に捕らわれたせいで……」


「彼ら兄弟の絆きずなは、完全に壊こわれてしまった……ダリウスがエーラに対して強い憎にくしみを持つのも、仕方ないのかもしれないわね」


「……なるほどな。だけど……」


　アレクには、少し違い和わ感かんがあった。


「兄弟同然に育って、そんなに仲がよかったのに、ダリウスはエーラをそんなに憎むものかな？　妹を殺したって言ったって、魔剣のせいなんだろ？　エーラのせいばかりじゃないと思うんだ」


「うーん……それはそうかもしれないけど、やっぱりイリシア姫の死がそれだけショックだったんじゃないかと──あいたっ」


「ダリウス!?」


「なにを二人でぶつぶつ言い合っているかと思えば……喋しやべりすぎだ、バルバラ」


　気がつけば、いつの間にかダリウスが操縦席のすぐ後ろまで来ていた。しかもバルバラは拳げん骨こつで頭を殴なぐられ、痛みに呻うめいている。


「痛いじゃない！　いきなり殴らなくてもいいでしょ！」


「おしゃべりにはお仕置きだ」


　やりとりや言い回しが、いつものダリウスよりも砕くだけた感じだ。かつてはそれだけ気安い仲だったのだろうと、アレクは思う。


「それにしたって、メチャクチャ痛い──」


「ねえ、ダリウス」


「……なんだ？」


　アレクの声に、ダリウスはそちらを見る。


「その……どうしても、エーラのことを許せないの……？　だって、全部魔剣のせいなんだろ……？」


「……エーラは、必ず俺が倒たおす。冒険者に復帰するとき、決めたことだ」


「でも──」


「そんなことより、そろそろ目的地じゃないのか？」


「え？　あ、ホント！　アレク君、少し出力下げて」


「あ、うん……」


　はぐらかされたことを残念に思いつつも、アレクは出力制せい御ぎよに注意を戻もどした。足あし許もとの窓を見れば、確かにもう遺跡区にさしかかっている。


　そしてそのとき、アレクは気づいた。腰こしの魔剣が、わずかに震ふるえ始めていることに。


「魔剣が……共鳴してる……？」


　鬼き哭こく山ざんで体験した、魔剣と魔剣の共鳴。


「……解放された魔剣があるのは、確実ってことか……」


　眼がん下かに広がる、広大な遺い跡せき区く。そのどこかに、魔剣がある。


　そしてその近くに皇帝とエーラ──それに、リリアンナがいるのだ。


「どうやら、決戦は目前のようだな」


「うん……魔剣も、それを感じ取ってるみたいだ……」


　アレクもダリウスも、魔剣に視線を落とす。


「……アレク、頼たのみがある」


「頼み……？」


「おまえの魔剣……その力を、貸してくれ」


「ダリウス!?」


　思いがけない言葉に、アレクは目をみはる。


　その間も、飛空挺はゆっくりと遺跡区の中へと降下していった。





　　　　３




「──ここだ」


　もはや土ど砂しや降ぶりになった雨の下、ユリウスは足を止めた。


　その前に立つのは、ほとんど倒とう壊かいしかかった巨きよ大だいな神しん殿でん。正面の門は破は壊かいされ、石いし造づくりの巨大な建物が雨に煙けむる中そびえていた。


「ここが、聖せい地ち……」


　リリアンナの感覚も、かなり強くこの奥おくから魔剣の気配を感じていた。そして朽くち果はててはいるものの、この神殿がかつてはザイア神を祭まつるものだったことにも気づく。


「陛下、待ち伏ぶせの気配はありませんぞ」


　先行して門をくぐったゲイリーが報告する。騎き士したちは捕らえたハリスたちの見張りに置いてきたため、いまはいない。


「……ようやく、ここへ戻ってきた……」


　ユリウスは小さな声でつぶやき、門をくぐるべく踏ふみ出す。だがそのとき、呻うめき声と共に胸むねを押おさえていた。膝ひざが折れそうになり、歩みが止まる。


「陛下!?」


　ドルッケンが慌あわててその体を支え、ゲイリーが駆かけ寄よる。


「こりゃいかん、一気に〝穢けがれ〟の影えい響きようが進行しておるぞ……」


　ドワーフの魔動機師は、珍めずらしく慌てた様子でそうつぶやく。


「これは……」


　見れば、魔剣を扱あつかった右みぎ腕うでが複ふく雑ざつな文様のような痣あざに被おおわれていた。服で隠かくれているために見えなかったが、文様は首くび筋すじにも広がっている。


「魔剣の副作用で……」


　アレクが魔剣を使ったときの様子を見ているだけに、リリアンナはまだ比較的冷静でいられた。そして役に立てるかどうか確信はなかったが、若き皇こう帝ていへと近づく。


「わたしが、診みます」


「リリアンナ殿どの？」


　ゲイリーが戸と惑まどいの表情を見せるが、ドルッケンは小さく頷うなずいていた。


「彼女は神官じゃ。しかも、遠えん征せい武ぶ官かんの資し格かくを持ち、魔剣の少年と旅をしてきた。わしらより、経験も知識も豊富じゃろう」


「……確かに、その通りですな」


　ドワーフの言葉にゲイリーも従い、ユリウスを支えるだけでリリアンナの邪じや魔まはしなかった。リリアンナはごくりと生なま唾つばを呑のみ込み、若き皇帝の右腕を手に取る。


「ひどい……」


　ユリウスの腕は、急きゆう激げきな〝穢れ〟の影響で肌はだが屍し蠟ろう化かし始めていた。青い痣で被われているからわかりにくいが、このままでは動かなくなりかねない。


「この程度、どうということは──」


「ないことないです！　ここまで黙だまってるなんて……ずっと苦しかったはずですよ!?」


　リリアンナはルキスラ帝国の皇帝に向かって一いつ喝かつしていた。周りの者たちはみなぎょっとなるが、リリアンナの眼中にはない。


「アレクといい、男ってこう無茶ばっかりして……っ」


　リリアンナはユリウスの腕を胸に抱いだき、精神を集中して祈いのりの言葉をつぶやく。


「神々の盾たて、我わが神ザイアよ……この者の〝穢れ〟を祓はらい給たまえ……」


　傷きずを癒いやすべきか、病やまいを癒すべきか、呪のろいを祓うべきか、どの奇き跡せきをザイアへ祈き願がんしたのか、リリアンナにもはっきりとはわかっていない。ただ目の前の男を救いたいという一心だけで、少女は意識を集中していた。


　すると、首筋まで広がっていたユリウスの痣は見る見る消えてゆき、まるで手首へと吸すい込まれるようにして腕の皮ひ膚ふを後こう退たいしていった。同時に精気を失っていた腕に体温と血の赤みが戻ってくる。


「おお……」


「これはすごい！」


　ゲイリーは驚おどろきの声を洩もらし、ドルッケンは歓かん声せいを上げた。ユリウスは大きく息を吐はき、静かにリリアンナの胸から自分の腕を離はなす。


「高位の神官になれば、ある程度の〝穢れ〟なら祓えると聞いていたが、ここまで劇げき的てきなものは聞いたことがないぞい！」


「いや、あの……」


　ドルッケンの賞しよう賛さんに、リリアンナはむしろ戸惑った。いつも意識してやっていたわけではないが、魔ま剣けんの副作用に苦しむアレクの苦痛を多少は紛まぎれさせてきた。それと同じようにやっただけのことなのだ。


「た、たぶん、魔剣の副作用で一時的に〝穢れ〟の影響が強く出ただけだと思うから……それに、根本的にすべての〝穢れ〟が祓えているわけじゃないですし……」


　困ったように手を振ふるリリアンナを見て、皇帝はふっと笑う。


「……ますます、俺の手許に置いておきたくなる女だな」


「そ、そんなこと言われても困りますっ」


「ふふ……慌あわてて結論を出す必要はないさ」


　ユリウスは右手を何度か握にぎったり開いたりを繰くり返し、感覚を確かめる。


「だが、なるほどな……魔剣の少年がなぜ〝穢れ〟に呑のみ込まれずにいるのかがわかったよ。そして、きみの本当の資質もな」


「わたしの、本当の資質……？」


　リリアンナには、皇帝の最後の言葉の意味はわからなかった。そして少女の問いに、ユリウスも答えはしない。


「行くぞ。目もく標ひようは、もう目前だ」


「はっ」


　ゲイリーは敬礼し、再び先行する。心配げに見ていたドルッケンもほっと息を吐くと、同じく偵てい察さつするべく先頭に立った。


　そしてそれに続く皇帝の足取りもまた、強い意い志しを表すかのように、しっかりとしたものだった。





　ゲイリーを先頭に入った神殿の廃はい墟きよは、もはやほとんどが瓦が礫れきの山だった。


　天てん井じようが残っている場所はわずかしかなく、大規き模ぼな破壊が行われた跡あとを晒さらしていた。その大半は〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉当時の戦いによるものだろう。しかし中には、明らかにここ数年に破壊されたと覚おぼしき跡もあった。


「これは……」


　壊こわれた天井から雨が降り込む中、リリアンナはユリウスたちが足を止めた大きな扉とびらを見上げた。


　封ふう印いんに携たずさわる者として、この大きな両開きの扉が強力な結けつ界かいによって封印されているのはわかる。だがすでにその効果は弱まり始めており、しかも騎き士し神しんザイアの加か護ごによるものではなかった。


「この封印を……お兄様が……」


「そうだ」


　短く答え、ユリウスはさらに歩を進める。


　短い階段を上り、扉のすぐ前に立った。近くで見上げれば、両開きの扉は黒ずんだ魔ま方ほう陣じんによって封じられていた。リリアンナも近くに寄って初めて、それが血によって描えがかれたものだと気づく。


「兄は俺とは違ちがい、物静かで学問を愛し、魔ま術じゆつを極きわめんとした学がく者しや肌はだの人だった。古代魔法文明時代の失われた秘ひ奥おうも、研究によっていくつか自分のものにしていたらしい」


「まさか、これは……」


「……そう。兄アリオウスが、自らの命を賭として施ほどこした封印だ」


「これを……!?　これほどの規模の魔方陣を血で描いたら……」


　間ま違ちがいなく──死ぬ。


「でも、どうしてそんなことを!?　確かに魔剣の封印は迂う闊かつに解放するべきではありません……だけど、ザイア神殿には正式な封印方法が伝わっています！　直近の遠征武官に要よう請せいすれば、再封印だって可能だったはずでは──」


「それでは、間に合わなかったんだよ」


　ユリウスは魔方陣の描かれた扉を見上げ、ナイフを取り出すと自らの手を傷つける。


「俺と兄は、全力で魔剣に捕とらわれた父と戦った。それでも、この神殿内に足止めするのが精せい一いつ杯ぱいだった……俺も瀕ひん死しだったが、俺をかばった兄は致ち命めい傷しようを負っていた……」


　ユリウスは語りながら、自らの鮮せん血けつに濡ぬれた手を魔方陣に重ねる。


「だから兄は、命を投げ打ってこの扉を封印した。自分が助からないことを知り、残された命を最大限に活いかすために……な」


「……勇ゆう敢かんな方だったんですね……」


「ああ。いまでも、俺は兄が皇帝になるべきだったと想おもっているよ」


　そうつぶやき、若き皇帝は兄が残した魔方陣を見上げる。


「父も、悪い為い政せい者しやではなかった。ただ平へい凡ぼんで、飛び抜ぬけた能力のない人だっただけだ。蛮ばん族ぞくなどのいない、平へい穏おんな時代に皇帝となっていたならば、国民に愛される穏おだやかな人物として帝てい位いを全まつとうできただろう」


　ユリウスは自らの血で、兄が施した魔方陣へ新たな文様を描き込む。


「だが乱世の皇帝としては、心が弱すぎた。できもしないのに、期待に応こたえようと無む理りをしすぎた。強い責任感が、父を狂きよう気きへと走らせた……」


「陛へい下かは、お父様のことも……」


「当然尊そん敬けいしていたよ。俺は本来気楽な次じ男なん坊ぼうでよかったんだ。自由に振ふる舞まわせてくれた父や兄にはいくら感かん謝しやしても足りないほどだ」


「だったら、どうにかしてお父様だけでも──」


「無理だよ」


　若き皇帝はリリアンナの言葉を一いつ蹴しゆうし、自らの血で魔方陣の繫つながりを断たった。


　もはやほとんど力を失いつつあった兄の結界は、そのことによって崩ほう壊かいし、わずかな輝かがやきと同時に塵ちりとなって消しよう滅めつしてゆく。


「……さあ、最後の封印を解といてくれ。遠征武官殿」


　残されたのは、神しん殿でん本来が持つ封印の力。弱まっているとはいえ、それをいま解くことができるのはリリアンナだけだ。


「父を救えるかどうかは、この扉を開けばわかる」


　躊ちゆう躇ちよする少女へ、ユリウスは血を吐はくような声で告げる。


「魔剣に捕らわれた亡もう者じやを解放し、昇しよう天てんさせてやるのも、ザイアの使徒の務めだろう？」


「…………」


　リリアンナは、しばし逡しゆん巡じゆんした。だが扉の奥からは魔剣の気配と、それに絡からみつくような邪じや悪あくで歪ゆがんだ意思が溢あふれ出ている。


　その邪悪で危き険けんな意思は、いずれ封印を破って飛び出してくるだろう。そうなれば、なにが起こるかわかったものではない。


（迷まよえる魂たましいを昇天させるのも……神官の務め……）


　単なる自己正当化ではないかと、リリアンナは自問自答する。


　だが血の封印が解かれたいま、少女は神殿内から流れ出す邪悪な意思をはっきりと感じていた。そこには、人の温かみや理性など、かけらも感じられない。


（魂を救う……そのためには、戦うしかない……）


　少女はごくりと唾つばを呑み、巨きよ大だいな扉へと近づく。


「……失敗は、できませんよ……？」


「もとより勝てない勝負をするつもりはない」


　リリアンナの言葉に、ユリウスは確信を込こめた言葉で返す。その決意に満ちた皇帝を前に、遠征武官の少女ももはや拒きよ否ひすることはできなかった。


（ザイアよ、お導みちびきください……）


　リリアンナは聖せい印いんを握り、扉の前へと立つ。そして覚かく悟ごを決め、両手を扉へ置いた。


「う…………っ」


　直後、扉そのものに施されていた最後の封印が解かれ、ゆっくりと開き始める。


　ズ、ズズズ……と音を立て、雨が降りしきる朽くちた神殿の中、雨水よりも冷たい瘴しよう気きが洩もれてくる。


「リリアンナ、下がれ。ここからは、俺の仕事だ」


　開いてゆく扉を前に、ユリウスは改めて歩み出た。そしてリリアンナを下がらせると、腰こしの魔剣に手をかける。


「俺は今日この日のために、父を葬ほうむる魔剣を探さがし求めてきた……そしてこの試練に打ち勝ってこそ、俺は次の目的のために戦える……」


「お供ともします、陛下」


　ゲイリーがその脇わきに立ち、ドルッケンが銃じゆうを構える。だがユリウスは、忠実な配下に対して軽く手を振り、下がらせた。


「〝蛮ばん王おうの剣〟同士の戦いに巻まき込まれれば、ただではすまん。おまえたちは下がり、戦いを見届けよ」


「陛下……っ」


　ゲイリーたちから、それでも共に戦いたい気持ちが溢れているのは、リリアンナにもわかった。だが足手まといになると考えてか、唇くちびるを嚙かみながら後退する。


「リリアンナ、おまえも下がっていろ。これは、先せん帝ていと俺との、帝位を賭かけた一対一の決けつ闘とうだ。邪じや魔まは許さん」


「ユリウス陛下……っ」


　そう告げるユリウスの背中は、何人をも拒きよ絶ぜつする強い意志を感じさせた。だから、リリアンナも反発することなく数歩後こう退たいする。


　そしてそのときを待っていたかのように、扉は大きく完全に開かれる。


「オオオオオオオオオオオオオオオオオオ………………」


　怨おん念ねんと妄もう執しゆうに満ちた、暗く冷たい声。


　やがてゆっくりと、魔剣の持ち手が歩み出てくる。


　それはまるで、憎ぞう悪おが形を成したかのような……恐おそろしく、おぞましい幽ゆう鬼きだった。
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　開け放たれた扉から、黒い瘴気を放つ魔ま剣けんを手にした人ひと影かげが歩み出る。


　そのあまりに禍まが々まがしい姿すがたを見て、リリアンナは思わず息を呑のんだ。


「これが、ユリウス陛下のお父様……」


　ゆらり、ゆらりと歩く様は、まさしく生ける屍しかばねという呼び名に相応ふさわしい。


　すっかりボロボロになった皇こう帝ていのガウンをまとい、頭には簡かん易いの王おう冠かんがあった。袖そでから露ろ出しゆつしている腕うでや顔は骨と皮ばかりとなり、落ちくぼんだ眼がん窩かは虚うつろな空くう洞どうと化している。しかしその奥おくにはぼんやりとした赤い光があり、恨うらめしげに生者を睨にらみつけていた。


　白い髪かみと髭ひげだけは長く伸のび、まるで枯かれ枝えだのような手には、それでも魔剣がしっかりと握にぎられている。


　アレクやユリウスが持つ片手半剣型のものより、やや大おお振ぶりな剣。それを、幽鬼と化した前皇帝はガリガリと不快な音を立てながら引きずっていた。


「……お久しぶりです、父上。そして今日こそ、引いん導どうをお渡わたししましょう」


　ユリウスは自らも魔剣に手をかけ、魔剣の幽鬼に正対する。


　それに対するように、ユリウスの父も魔剣を両手で握った。そして自らの敵を見定めるように、虚ろな目で雨の中に居い並ならぶ面々を睥へい睨げいする。


「オオオオオオオオオオ……オオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」


　突とつ然ぜん、魔剣の幽鬼は大声で吠ほえた。それは言葉にもならない、怨えん嗟さの叫さけび。


　だがその声は、明らかにユリウスではなく──リリアンナに向けられていた。


「!?」


「渡サヌ……断固トシテ渡サヌゾッ！　コノ剣ハ我ノモノダ！　我ノ力ノ源みなもとダ！　イマサラ取リニ来タトテ、断ジテ渡スモノカッ!!」


　幽鬼は吠え、両手で黒い瘴気を放つ魔剣を振り上げた。その視線が向かうのは、やはり遠えん征せい武ぶ官かんの少女──リリアンナだ。


「なぜ……!?」


　驚おどろきつつも、ゲイリーが少女の前に立った。非常事態に、ドルッケンも銃じゆうを構える。


　だが誰だれよりも、強い怒いかりをもって立ちはだかる者がいた。


　それは、ルキスラ帝国現皇帝──ユリウス・クラウゼ。


　憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで、全精力を込こめて魔剣を抜ぬき放はなつ。


「おまえの相手はこの俺だ、父上！　その穢けがれ、歪んだ魂たましい、俺がこの手で完全に昇天させてくれる！」


　澄すんだ鐘かねの音のような音を立て、ユリウスの手に魔剣がその姿を現した。その刀身から放たれる青い光は、幽鬼と化した父の持つ魔剣とは異ことなり、精気溢あふれる輝かがやきだ。そのまばゆい光に、魔剣の幽鬼は顔を覆おおって悲鳴をあげる。


「ヒ、ヒィィィィィィィッ！」


　しかし、その悲鳴さえも恐おそるべき威い力りよくを秘ひめ、聞く者の心を折らんと揺ゆさぶってくる。ゲイリーやドルッケンたちは耳を押おさえて苦く悶もんの表情を浮うかべるが、どうにか耐たえていた。リリアンナも意識が遠とお退のきかけるのを懸けん命めいに堪こらえ、必死に幽鬼の姿を凝ぎよう視しする。


「ヒヒヒヒアアアアァァァァァッ！」


　そして、魔剣の幽鬼は絶ぜつ叫きようしながら飛び込んできた。それに対し、ユリウスは魔剣を縦たて一文字に構えて精神を集中する。


「ぬんッ」


　魔剣オーバーロードは持ち手の意思を正しく反映するように、さらにまばゆい光を放った。それは輝きの盾たてとなって幽鬼の魔剣を弾はじく。


「アヒィッ」


　もはやかつて皇帝だった威い厳げんなどかけらも感じさせない悲鳴をあげ、幽鬼はヨタヨタと後退した。その姿はおぞましいのを通り越こし、すでに哀あわれでさえある。


「消え失うせろ！　俺の父は、おまえのように薄うす汚ぎたなく弱々しい存在ではないッ！」


　ユリウスは石の床ゆかを蹴けり、一気に間合いを詰つめる。そしてその勢いのまま、魔剣を全力で振り下ろしていた。


「ケ、ケェェェッ！」


　その斬ざん撃げきを、幽鬼は魔剣で受ける。凄すさまじい衝しよう撃げき波はが生まれ、雨あま粒つぶが爆ばく散さんするように飛び散った。ほぼ同時に、リリアンナたちも必死に身を屈かがめて風圧に耐える。


「クキキ……渡サンッ！　絶対ニ渡サンゾォォォォォォォッ！」


　ユリウスの刃やいばを弾き、幽鬼は大きく後方へ跳ちよう躍やくしていた。そして魔剣を縦に構えるや、周囲に同じような魔剣を構えた幽鬼の分身が無数に現れる。


「幻げん影えい……？　いや、違ちがう──」


　ゲイリーが驚きに呻うめきを洩もらすが、ユリウスは微び動どうだにしない。


「ヒヒャアアアッ！」


　幽鬼が叫ぶや、分身は一いつ斉せいに飛び出した。分身たちは建造物に激げき突とつするのも厭いとわず、ユリウスを包囲するように飛ひ翔しようする。


「!?」


　分身たちは次々と魔剣で石いし壁かべや石柱を破は壊かいしながら、金きん髪ぱつの皇帝へと間合いを詰める。その破は壊かい力りよくは、それぞれがまるで小型の竜たつ巻まきだ。


「これが、破壊跡あとの原因……っ」


　リリアンナは神殿がひどく破壊されていた理由を、いまはっきりと理解した。だが全方囲から襲おそい来る幽鬼を前にしても、ユリウスは動じない。


「陛へい下か!?」


「うろたえるな、ゲイリー」


　思わず大声を出す配下に短く答え、若き皇帝は笑みを浮かべる。


「蛮ばん王おうが残した魔剣には、いくつかの特とく殊しゆ能力が付ふ与よされている。父が持つ魔剣〝死と復活デスアンドリバース〟が持つのは、肉体が死してなお倒たおれることを許さない能力と、この周辺のさまよえる魂を己おのれの分身として襲わせる能力だ」


　そう告げるのとほぼ同時に、周辺に集まった幽鬼の分身がユリウスへと殺さつ到とうする。


「一度見た技わざが、何度も通用すると思わないでもらいたいな」


　石いし造づくりの神殿さえ破壊する分身たちの攻こう撃げきを前にしても、ユリウスの余よ裕ゆうは崩くずれない。


　若き皇帝は身をかわし、ときには魔剣で魔剣を弾きながら、父だった幽鬼へと間合いを詰めてゆく。その動きには、まったく無む駄だがない。


「ダリウスさんと同じ……ううん、それ以上かも……」


　まるで風を払はらうように、ユリウスは悠ゆう々ゆうと幽鬼の分身たちの間を進む。だがそれを、黙だまって見ている魔剣の幽鬼ではない。


「ヒイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ！」


　怒いかりと怨おん念ねんの叫びをあげ、幽鬼はさらに魔剣を振るった。するとさらに分身の数は増ふえ、密度を増してユリウスを襲う。


「陛下、いくらなんでも危き険けんですぞ！　後退してください！」


　ゲイリーがたまらず叫ぶが、彼の主君はただ、静かに魔剣を構えるのみ。


「確かに、この数は厄やつ介かいだな」


　膨ぼう大だいな分身を前に、ユリウスの前進が止まる。だが、その表情に危機感や焦あせりはない。


「魔剣オーバーロードよ……おまえの力、見せてやれ」


　そしてユリウスが強く念じた瞬しゆん間かん──世界は止まった。


「え……？」


　リリアンナは、目の前で起きていることをすぐには理解できなかった。


　幽鬼の分身たちが、突然動きを止めている。いや、厳げん密みつには止まっているのではない。恐おそろしく動きがゆっくりになっているのだ。


　しかも、動きが遅おそくなっているのは幽鬼ばかりではない。


　雨の粒つぶもまた、一粒一粒が視し認にんできるほどゆっくりと、地面に向かって落ちていた。幽鬼の分身が触ふれることで破壊した石材も、驚くほどスローモーな動きで飛散してゆく。


（どうなってるの、これ……）


　世界が止まったのではない。すべての時間が、遅くなってしまったのだ。


　なぜ自分がそんな状じよう況きようを視認できているのか、わからない。だが目をこすろうにも手は重く、瞬まばたきさえまともにできない。


　そんなすべての動きが限りなく静止した世界の中──たったひとりの男だけが動いていた。それも、普ふ段だんと変わらず、優ゆう雅がな動きで。


（ユリウス陛下……!?　じゃあ、これが魔剣オーバーロードの、本当の力……!?）


　若き皇帝は、立ちはだかる分身を次々に叩たたき斬きり、一直線に魔剣の幽ゆう鬼き──かつての父へと進んでゆく。恐らく、幽鬼にはその動きはまったく見えていないだろう。


（ユリウス陛下の周りだけ、時間がゆっくりと流れてる……時間さえ屈くつ服ぷくさせる……これが、魔剣オーバーロード……）


　ユリウスが進むごとに、雨粒が弾ける。その小さな水すい滴てきもまた、ゆっくりと飛び散っていた。そんな不可思議な光景の中、皇帝の魔剣オーバーロードが幽鬼を打つ。
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「──今度こそ、天に帰れ……ッ」


　ユリウスは全身全ぜん霊れいを込こめて、渾こん身しんの一いち撃げきを放つ。


　それは、かつて父であった幽鬼を狙ねらったものではない。


　彼が狙うは、ただ一点──幽鬼が持つ、魔ま剣けんそのものだった。


「ぬああああああああああああああああッ!!」


　裂れつ帛ぱくの叫びと共に、まばゆいほどに輝かがやく青い光が走る。


「!?」


　幽鬼の眼がん窩かが驚きに赤く光り──直後、耳をつんざくような共鳴音を伴ともなって魔剣同士が打ち合わされる。


　再び巻まき起こる、巨きよ大だいな衝しよう撃げき波は。


　そして次の瞬間、時間の速度は一気に元に戻もどり、凄すさまじい光の爆ばく発はつが見る者の目を焼く。


「ゲヒッ!?　ゲヒィィィィィィィィッ！」


　もはや生物が放つ叫びとは思えない声で、幽鬼は断だん末まつ魔まの叫びをあげた。


　直後、澄すんだ音と共に、幽鬼が持つ魔剣が真まっ二ぷたつに折れる。


「アヒィィィィィッ!?」


　自らを縛しばり付けていた魔剣の呪じゆ縛ばくから解とき放はなたれ、同時に自らの生命を維い持じしていた魔剣を失い、肉体の残ざん滓しは塵ちりとなって砕くだけてゆく。


　捕とらわれていた魂たましいは解放され、天へと昇のぼっていった。それは、醜みにくい幽鬼の姿ではない。どこか安らいだ表情を浮かべた、輝きに包まれた魂だ。それは淡あわい光の柱となって、雨雲の中へと消える。


　続いて、石の床ゆかを打つ乾かわいた響ひびき。


　それは、持ち手を失い、自らも力を失った魔剣が、床に落ちる音だった。


「一体いま、なにが……」


　ゲイリーが何度も、目をこすっている。ドルッケンも、同じようなものだ。


（あの二人には、いまの光景が見えていなかったんだ……）


　ユリウスのための時間。ユリウス以外が限りなく静止した世界。


　その光景を認識できたのは、どうやらリリアンナだけらしかった。


「……さらばだ、父上……」


　ユリウスは振ふり抜ぬいた魔剣を払はらい、流れるように鞘さやへと戻す。


「安らかに……父上、兄上……」


　そして、静かに刀身を鞘に収めた。


「陛下！」


「陛下、お見事！」


　だがユリウスが勝ったことは、誰の目にも明らかだ。だからゲイリーとドルッケンの二人は素直に歓かん声せいをあげ、ふらりとよろめく若き主君の体を支える。


「ユリウス陛下……」


　リリアンナも一歩遅おくれて、ユリウスへ歩み寄った。再び汚お染せんが始まっている〝穢けがれ〟を抑おさえるべく、その手に触ふれる。


「……さすがに、少し休息が欲ほしい気分だな」


　若き皇こう帝ていは、薄うすく笑みを浮かべながら、空を見上げる。まるで天へと旅だった父と兄を見送るように、その瞳ひとみは驚おどろくほど優やさしい。


「休みましょう……〝穢れ〟を癒いやすためにも、ゆっくりと……」


　リリアンナは精せい一いつ杯ぱいの祈いのりを胸むねの中で捧ささげ、ユリウスの〝穢れ〟を抑え込む。


　だが。


「……どうやら、そうも言っていられんようだ」


　空を見上げる皇帝の目が、警けい戒かいに細められる。


「!?」


　驚き、見上げた空。


　そこからは、翼つばさを広げた美び貌ぼうの男が、ゆっくりと舞まい降おりてくるところだった。
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　いつの間にか、雨あま足あしは弱まり始めていた。


　遠くの雲に、切れ間が見える。暗雲は薄うすれ、黄昏たそがれ色いろの光がわずかに大地を照らしつつあった。強い風が雲を急速に追いやり、大規き模ぼな天候の変化を生んでいるのだろう。


　そんな空の下、その男はゆっくりと舞い降りてきた。


　頭を飾かざる角は王おう冠かんのように輝き、まるで神の使徒のように翼を広げて地に這はう者たちを睥へい睨げいしている。


　だがその姿を見上げる者たちは知っていた。それが決して、皇帝ユリウスの勝利を祝しゆく福ふくするためにやってきた、天からの使いではないことを。


「ドレイク……」


　ユリウスがその名をつぶやくのを、リリアンナは聞き逃のがさなかった。


「あれが、ドレイク……!?」


　その名前は、彼女も聞いたことがあった。


　多様な蛮ばん族ぞくの中にあって、もっとも優すぐれた種しゆと言われる上位種族。人間に優美な角と皮ひ膜まくの翼を生はやしたその姿は、憎にくむべき蛮族でありながら目を奪うばわれるほどに美しい。


　生まれながらにして魔剣を持ち、剣と魔術の才能に長たけ、強きよう靭じんな肉体を持つ──その知能、美び貌ぼう、戦せん闘とう力りよくは、まさしく蛮族の中のエリートと呼ぶに相応ふさわしい。


　そして三百年前に〈大破局〉を起こし、魔動機文明アル・メナスを破は壊かいした〝蛮王〟もまた、このドレイク種だったと言われていた。


「この感じ……最低でも男爵級バロンクラス以上ですぞ。十分警けい戒かいを……」


　ゲイリーが、緊きん張ちようした面おも持もちで告つげる。


　ドレイクは強さに応じて爵しやく位いを名乗ることでも知られている。下から数えたほうが早い男爵級でさえ、その力は並なみの冒ぼう険けん者では歯が立たないレベルだ。


「正直、面おも白しろくない展てん開かいだな……」


　ユリウスは眉まゆをひそめ、吐はき捨すてる。


　リリアンナが見ても、ユリウスが力を使い切っているのは明白だった。魔剣を制せい御ぎよし、もうひと振りの魔剣を折るだけの力を引き出すのが、どれほど大変なことか。想像しただけでも膨ぼう大だいな体力と精神力、集中力を要するだろう。


　加えて、〝穢れ〟の影えい響きようはリリアンナの祈りをもってしても、すぐに消えることはない。とても連戦するだけの力は残されていないはずだ。


「まったく……一いち難なん去ってまた一難とは、まさにこのことじゃの……」


　ドルッケンは銃じゆうで狙ねらいを定さだめつつ、悪態をつく。その間にも、飛来したドレイクはふわりと、ユリウスたちから少し離はなれた石いし畳だたみの上に降り立つ。


「スレイ……!?　いや、違ちがう……？」


　その姿を見て、リリアンナはレジスタンスのアジトに案内してくれた、金きん髪ぱつの剣けん士しを思い出していた。しかしいま目の前にいる異い形ぎようの美男子は、銀髪。


「……誰だれかと思えば、エーラスレーダか」


「ご無ぶ沙さ汰たしております、ユリウス様」


　臣しん下かから身を離して立つ若き皇帝に、降り立ったドレイクは慇いん懃ぎんにお辞じ儀ぎをする。


「話には聞いていたが……まさかその姿で堂々と俺の前に立つとはな」


「いまさらあなたを前に変装デイスガイズする意味もないでしょう。それにあなただからこそ、僕ぼくはわざわざ地上に降り立った。そうでなければ、今いま頃ごろあなたたちは生きてはいない」


「…………っ」


　エーラスレーダの言葉を挑ちよう発はつと取ったゲイリーとドルッケンが、皇帝を守るように立つ。だが眼中にないとばかりに、銀髪のドレイクはユリウスだけを見つめていた。


「ユリウス様……あなたの魔剣と、あなたの砕くだいた魔剣、素直に渡わたしてくださるなら、命までは奪うばいません。それと、そちらの女性も渡していただきましょう」


「わたしを……!?」


　思いがけず視線を向けられ、リリアンナは目をみはる。


「……やはり、この少女だというのだな？」


「ほう……さすがルキスラ帝てい国こくの皇帝。感づいていましたか」


　ユリウスの言葉に、エーラスレーダはくすりと笑う。


「どういう……こと……？」


「僕と一いつ緒しよに来ていただければ、すべてお話ししましょう。さあ、皇帝陛へい下か。もはや戦いは無む益えきです。その場に魔剣オーバーロードを置き、彼女を残して立ち去ってください。そうすれば、今回はそのまま見送ります」


　リリアンナは、目の前の蛮族が告げる言葉の意味が理解できなかった。


　なぜ、この男は恭うやうやしく手を差し伸のべるのか。なぜ自分のことを欲ほつするのか──なにひとつ、意味がわからない。


（わたしが、魔剣の封ふう印いんを解除できるから……？）


　導みちびき出される唯ゆい一いつの理由が、それだった。そしてもしそれが目的だというのならば、断じて敵てきの手中に落ちるわけにはいかない。


「──下らない駆かけ引きのまねごとはやめろ。俺がおまえ相手に、要求を呑のむとでも思っているのか？」


　ユリウスは腰こしの魔剣に左手を添そえ、堂々と言い放つ。


「やはり、引けませんか……」


　対するエーラスレーダも、腰の剣に手を置いた。


「……それも、〝蛮王の剣〟……!?」


　銀髪のドレイクが腰に下げているのは、以前見たときに携けい帯たいしていた剣ではなかった。


　スレイと名乗っていたときに持っていた細剣レイピアとは異ことなり、その剣は明らかに大おお振ぶりで厚みがある。そして鞘に収められていてなお、強力な魔力を感じ取ることができた。


「ふん……おまえの魔剣と俺の魔剣、どちらが優すぐれているものかな？」


　ユリウスは右手を魔剣の柄つかに置き、いつでも抜ける構えを取った。だが、エーラスレーダは動かない。


「ユリウス陛下、これ以上魔剣を使うのは──」


「心配するな、リリアンナ。おまえのおかげで、まだ戦う力は残っているよ」


　そう告げると、制止する少女を押しのけて前に出る。


「それに、俺はこいつから逃にげるわけにはいかない理由があるんでな……」


「……やはり、そうですか」


　ユリウスの言葉に、エーラスレーダは諦あきらめたように身構える。


「ならば、死んでください……せめて、苦しむことなく」


「やれるものなら、やってみせよ！」


　余よ裕ゆうの態度を崩くずさないドレイクに対し、ユリウスは先手必勝とばかりに石の床ゆかを蹴ける。


　だが、激げき戦せんと魔剣の連続使用による体への負荷は、本人が想像する以上に大きかった。がくっと膝ひざから力が抜け、動きが止まってしまう。


「陛下!?」


「ぬ……っ」


　ゲイリーたちが悲鳴じみた声を上げ、さしものユリウスの表情にも険けわしいものが浮うかぶ。そしてその隙すきを見み逃のがすほど、エーラスレーダも甘あまくはなかった。


「終わりにしましょう……あなたの苦しみも、悲しみも、すべて──」


　魔剣を抜くべく、柄を握にぎる。


　だが銀髪のドレイクが踏ふみ込む直前、爆ばく音おんと共に炎ほのおが巻まき起こっていた。


「!?」


　エーラスレーダは大きく飛び退のき、火か炎えんの直ちよく撃げきを避さける。その隙に、リリアンナはユリウスに駆かけ寄より、その肩かたを支えた。


　雨水が蒸じよう発はつするにおいが漂ただよい、一いち陣じんの風と共に爆ばく炎えんは吹ふき消される。


　そしてそこに現れたのは、黒こく衣いの魔ま法ほう戦せん士し。


「ダリウスさん!?」


　突とつ然ぜん現れた男の姿に、リリアンナは驚きの声をあげる。


　いつ、どうやって、どこから現れたのか。まったく理解もできなければ、その手段を類るい推すいすることもできない。


　しかしいまは、その背中が誰だれよりも頼たのもしい。


「……跳ちよう梁りようはそこまでだ、エーラ」


　その男こそ、皇帝の弟にしてエーラスレーダとともに育った男。


〝黒い旋せん風ぷう〟ダリウス・ガノッサだった。





　廃はい墟きよと化した神しん殿でんの中で、二人の男が対たい峙じする。


　ひとりは、漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうをまとい、両手持ちの大たい剣けんを構えた戦士──ダリウス。


　もうひとりは、背中に皮ひ膜まくの翼つばさを広げた美び貌ぼうの魔ま人じん──エーラスレーダ。


「……どけ、ダリウス」


　エーラはそう告げると、改めて魔ま剣けんの柄を握った。今度こそは抜ぬく──全身から発せられる殺気から、その意い志しは明白だ。


　だがその眼がん前ぜんに立つダリウスも、大剣を手に下げたまま悠ゆう然ぜんと構えていた。張りつめた殺気と威い圧あつ感かんを放ってはいるものの、不安や恐きよう怖ふといった感情は一切感じさせない。


「それはできない相談だ、エーラ。俺は今度こそ、おまえを止める」


　ダリウスは一切表情を変えることなく、ゆっくりと大剣を構えた。己おのれの身長に匹ひつ敵てきするほどの刀身を持つ剣。だが、エーラを間合いに捉とらえるにはわずかに遠い。


「そうか……ならば、きみを倒たおして通るまでだ」


　エーラはついに、魔剣を抜くべく力を込める。


「覚かく悟ごしろよ、ダリウス……きみが知る通り、この魔剣〝狂王の刃タイラントブレード〟の真の力がもたらすのは、凶きよう暴ぼうな破は壊かい衝しよう動どうの喚かん起き……そして圧あつ倒とう的てきなスピードとパワーだ。戦いとなれば……もはや容よう赦しやはできない」


　魔剣が、鞘さやからゆっくりと抜き放たれてゆく。


　そこから溢あふれるのは、揺ゆらめく紫し炎えんのような輝かがやき。そして刀身が現れるに連れてエーラの瞳ひとみから理性の色が薄うすらぎ、残ざん虐ぎやくな獣けものの光が宿り始める。


「容赦できないのは……こちらも同じだ」


　そう告つげるダリウスの容よう姿しが、ゆっくりと変化してゆく。


　白かった肌はだは青みがかった色となり、額ひたいの角は大きく肥ひ大だい化かする。


　ナイトメア本来が持つ、異い貌ぼう。内に秘められていた魔力が増大し、長い黒くろ髪かみがざわざわと揺れる。


「ダリウスさん……」


　その姿すがたを見て、リリアンナは息を呑のむ。


　一見すれば、互たがいに異い形ぎようの怪かい物ぶつと言えるだろう。だがかつて冒険の旅を共にした二人の男が背負うものは、いまや真ま逆ぎやく。


「……いくよ」


　エーラがそう告げたのは、かつての友と戦うゆえの、せめてもの情けだったのだろうか。


　まるで瞬しゆん間かん移い動どうと見み紛まがうばかりの速度で、エーラは動いた。その勢いのままに、凄すさまじい斬ざん撃げきが振ふり下ろされる。


「く……っ」


　その動きに対して、ダリウスは辛かろうじて反応していた。銀髪のドレイクが放つ斬撃を、どうにか大剣で受ける。だが常じよう人じん離ばなれした速度で動くエーラは、そこからさらに二度、三度と斬撃を繰くり出す。


　ガッ、ガガッ。


　魔剣が放つ紫むらさきの残光が走り、金きん属ぞくがぶつかり、擦こすれあう音が響ひびく。


　目にも留まらない攻こう撃げきを、ダリウスはどうにか剣で弾はじいていた。だがそれでもすべてを避さけることはできず、一撃は鎧よろいで受けている。


「は、速い……っ」


　一連の動きをまったく目で追えず、リリアンナはただそうつぶやくことしかできなかった。しかも細身の体格からは想像できないほどに一撃が重く、大おお柄がらなダリウスの体が何度も揺れている。


　まさに、〝狂王の刃タイラントブレード〟。その名に恥はじない、恐おそるべき戦せん闘とう力りよくを秘ひめた魔剣。


　だが次の瞬間、突然エーラの動きが鈍にぶった。


「!?」


　端たん整せいなドレイクの顔に、苛いら立だちの表情が浮かぶ。


　鈍ったのは、エーラの動きだけではなかった。降り続ける雨あま粒つぶも、飛び散る水すい滴てきも、みなゆっくりと動いている。


（これは……ユリウス陛下の魔剣の力……!?）


　リリアンナ自身も、もはや動きはままならない。緩ゆるやかに時が流れることしか許されない世界の中で、エーラだけがまともな速度で動いている。


「〝制圧者オーバーロード〟の戦せん闘とう領りよう域いき内で、まだそれだけ動けるか……化け物め」


「ユリウス……ッ」


　凶きよう暴ぼうな獣けものそのままの瞳を、エーラはダリウスの背後に立つ男へと向けた。その手にあるのは、青い輝きを放つ魔剣オーバーロード。


「一対一の果たし合いだなどとは、思わないことだな」


「小こ細ざい工くを……っ」


　怒いかりに、エーラの表情が歪ゆがむ。そして驚おどろいたことに、そこへと斬きり込む戦士がいた。


　それはまさしく、黒い旋風。漆黒の魔法戦士──ダリウスだ。


「るあああああああッ！」


「!?」


　ガキッ！


　ダリウスの大剣がエーラを強きよう襲しゆうし、剣で受けた体をそのまま吹き飛ばした。時間の流れが遅おそいために、妙みように滞たい空くう時間が長く感じられる。


「ぬああっ！」


　そこへと駆かけ込こみ、ダリウスは大剣を再び振り下ろした。空中を舞まうエーラは翼つばさを打って強ごう引いんに体勢を整ととのえ、斬撃を剣で受けた衝しよう撃げきで石いし畳だたみに降り立つ。


　直後、時間は元通り動き出す。


「なぜ……この状態で動ける、ダリウスっ」


　怒りに吠ほえるエーラに、ユリウスが低く笑う。


「俺の時間へ入ることを、許可したからだよ。その魔剣がどれほどの戦闘力をおまえに与あたえようと、オーバーロードの戦闘領域では雑ぞう兵ひようも同然だ」


「おのれ……ッ」


　まだユリウスが魔剣を使えることは、誤ご算さんだったのだろう。明らかにエーラの表情が怒りと苛いら立だちに歪む。


「兄貴……本気であんたまで、〝穢けがれ〟ることを選ぶとは……」


「ふん……おまえだけ〝いかにも不幸です〟って面つらをしているのが、ずっと気に食わなかったんでな」


「……馬ば鹿かな兄だ」


「うるせぇよ、ボンクラ弟」


　二人は言い合い、小さく口くち許もとを歪める。


「……気をつけろよ、兄貴。やつの持つ魔剣は、もうひとつ能力を持っている。それも、他の魔剣の力を封ふうじるという、恐おそろしい力をな」


「ならばそれを使わせる前に、ケリをつけてやろう」


　蛮ばん族ぞくの本性とも言うべき獣じゆう性せいを剝むき出しにしたエーラを前に、ダリウスとユリウスの兄弟は肩かたを並ならべるようにして剣を構える。


「……二人なら勝てるとでも思ったのか？　いいだろう……その魔剣の力ごときで僕を止められないということ、思い知らせてやるよ」


　エーラは魔剣を構え、さらに魔力を引き出して戦闘力を高めてゆく。


　たとえ時間の流れが遅ち滞たいする空間にあっても、エーラの体は十分な戦闘力を維い持じしたまま動けるほどに素早い。いよいよ獣性を高め、銀ぎん髪ぱつのドレイクは艶なまめかしい舌で唇くちびるをゆっくりと舐なめた。


　それに対応するようにユリウスも身構え、ダリウスも己の身長ほどもある大剣を担かつぐ。


「やれるものなら、やってみるがいい」


　互いの視線が交差する。それが合図となって、ダリウスとエーラが踏み込んだ。


　間合いが重なり、殺気がほとばしる。


「シィ……ッ」


　先手を取ったのは、エーラだった。


　石畳を蹴けり、矢のように駆かけ出す。同時に大きく空気を吸すい、意識を集中させる。直後、その瞳は猫ねこのように細められ、全身の皮ひ膚ふが戦闘に備えて硬こう化かしてゆく。


「好きにはさせんよ……ッ」


　それに呼こ応おうして、ユリウスの魔剣が力を発はつ揮きした。突とつ然ぜん周囲の時間の流れが歪み、エーラの速度が常人並みにまで落ちる。


　だがそれでも、その戦闘力は必殺の威い力りよくを秘めている。ようやく、互ご角かくに持ち込めたと言ってもいい。


「せあぁッ！」


　圧あつ倒とう的な脚きやく力りよくと翼の力を用い、一気に間合いがゼロになる。動きを制限されてなお、恐るべき鋭するどさを持つ魔剣の刃やいばがダリウスの首くび筋すじを狙ねらって走った。


　大剣使いのダリウスにとって、接近戦は嫌いやな間合いだ。しかし動じることなくバックステップで初しよ撃げきをかわし、自分の間合いを作ろうとする。


　だが相手はドレイクだ。すかさず一歩踏ふみ込み、すぐさま剣を切り返してくる。同じように後こう退たいすれば、今度は確かく実じつに首を刎はねられるだろう。だから、ダリウスはその刃を大剣で払はらった。しかしそのために、攻撃体勢は崩くずれる。


「真、第五階位の攻ヴエス・フイブ・ル・バン！　衝撃、炸裂シヨルト・スラーパ──絶掌ダルラツド！」


　それでも、ダリウスは素早く呪じゆ文もんを唱となえて左手を突つき出した。そこから発せられる衝しよう撃げき波はは、間合いを詰つめすぎたがゆえにエーラといえども避さけることができない。


「ぐぅ……ッ」


　ダリウスの手のひらがエーラの腹ふく部ぶを捉とらえ、魔力の衝撃波がその体を貫つらぬく。常人なら即そく死ししかねないその一撃を、だがドレイクの戦士は眉まゆ根ねを寄せただけで耐たえる。


「だあああああああッ！」


　しかしそのわずかな隙すきに、ダリウスは大きく両手剣を振るっていた。体を回転させ、その勢いのままに大剣を振り抜ぬく。


　ガッ！


　大木をも一刀で両断しそうなダリウスの斬撃。さしものドレイクもこの一撃には耐えられまい──誰だれもがそう思うほどの重たい攻撃。


　しかしその斬撃を、エーラは左ひだり腕うで一本で受けていた。


「なに……!?」


「……いい攻撃だ。僕に対する遠えん慮りよや情など感じさせない……十分、敵てきを倒す剣としての気き迫はくを感じさせてもらったよ」


　エーラはダリウスの剣けんを押おし戻もどし、わずかに間合いを開いて剣を構え直す。


　皮膚硬化したエーラの腕からは、確かに血が流れている。だが、それだけだ。


　腕が叩たたき落とされることもなく、その体を吹ふき飛ばすこともなく。ひとりのドレイクの腕で、ダリウスの剣は受け切られていた。


「これで僕も、おまえを全力で殺すことができる……」


　そして軽く腕を振るって血を払うと、それだけで傷口は消えていた。ドレイクの再生能力が、少々の傷など即そく座ざに癒いやしてしまうのだ。


「──操、第三階位の増ザス・ザルド・フ・ルド。強化、増大フオレム・バルスト──炎刃ハイエンウエルフ」


　エーラの両手が流れるように動き、空中に魔ま法ほう文字を描えがき出す。それらが描き切られるや、魔人の剣に炎ほのおが宿った。刃やいばはさらに強く輝かがやき、紫し炎えんが揺ゆらめく。


「……これまでだ、ダリウス」


　再びエーラが攻こう勢せいに出る。一気に懐ふところへ飛び込み、炎をまとった刃で突く。ダリウスがそれを後退してかわすと、石畳を蹴って飛ひ翔しようした。身構える黒衣の戦士へ、頭上から魔ま剣けんを振り下ろす。


「く……ッ」


　ダリウスはそれを剣で受けたが、斬撃はフェイントだった。エーラはすぐさま懐へと踏み込み、鉤かぎ爪づめ状じようになった左手をダリウスの脇わき腹ばらに突き立てる。


「がああッ」


　鋭するどい鉤爪は鎧よろいを貫かん通つうし、ダリウスの脇腹を引き裂さくと同時に、紫炎が宿った。炎はダリウスの皮膚を、筋肉を焼き、耐たえ難がたい激げき痛つうに苦く悶もんの声が洩もれる。


「ダリウス……！」


　そこへ、ユリウスが駆けた。魔剣の力を使いすぎ、その体は思うように動かない。だがそれでも、その切っ先には必殺の威力があった。


「チ……ッ」


　エーラは素早く腕を引き抜き、ダリウスの血で濡ぬれた腕でユリウスの剣を払った。皇こう帝ていの魔剣はドレイクの硬化した表皮を切り裂き、新たな鮮せん血けつを散らす。


「るらあああああああッ！」


　さらにそこへ、傷きずの痛みを意志の力でねじ伏ふせたダリウスが飛び込んでくる。


　間合いを一気にゼロにしてしまう脅きよう威いの足さばきで踏み込み、得意の魔法から斬撃へのコンビネーションへと繫つなぐ。


　魔力が増大した異い貌ぼう時のナイトメアは、呪文の詠えい唱しようさえ必要としない。ゆえに、ダリウスの魔法と斬撃が敵を襲おそうのは、ほぼ同時。


　だが。


「以前の僕と同じだと思っているのなら……それは僕を舐なめすぎだよ、ダリウス！」


　黒衣の魔法戦士が放った衝撃波に、エーラは易やす々やすと耐えてみせた。さらに続く必殺の斬撃を、斜ななめにかざした魔剣で滑すべらすように受ける。


　ギャリリッ！


　刃が軋きしみ、ダリウス渾こん身しんの一撃はただ雨あま粒つぶを斬ったのみ。


「そして切り札ふだは、こういう時に使うものだ！」


　ギンッ！


　エーラが精神集中した瞬しゆん間かん、なにかが弾はじけるような音が聞こえた。次の瞬間、ユリウスが持つ魔剣オーバーロードの戦せん闘とう領りよう域いきが、突とつ如じよとして消しよう滅めつする。


「く……っ」


　エーラが持つ、魔剣タイラントブレードのもうひとつの能力──それは、魔剣の力を封じること。予期せぬタイミングで彼らの時間は普ふ通つうの世界へと戻り、そのせいでダリウスは大きく体勢を崩くずす。


「終わりだ、ダリウス！」


「!?」


　バリッと、エーラの角が放電するように光る。それは、体内の魔力が高まっている証あかしだ。やがて魔力の輝きは魔人の刃へと収しゆう束そくされ、魔法の炎が揺らめく。


　魔剣を封ふうじる能力を使ったため、魔剣タイラントブレードが与あたえる圧あつ倒とう的てきな戦闘力はほとんど消滅していた。しかしそれでも、エーラの力は並なみの戦士を遥はるかに凌りよう駕がする。


「く……ッ」


　ダリウスは危き険けんを感じて横よこ薙なぎに大剣を振ふるう。だがエーラの動きは魔剣の力抜きにしてなお、驚おどろくほどに速く、軽々とダリウスの大剣を避よけていた。


「シィッ！」


　凄すさまじい連撃がダリウスを襲い、そのことごとくを見切れなかった。


　一瞬にして黒衣の魔法戦士は全身から鮮血を噴ふき出し、大きく体が傾かしぐ。


「ダリウスッ！」


　ユリウスの悲鳴にも似にた叫さけび。だがその悲痛な声も空むなしく、動きを止めたダリウスへとエーラは飛び込んでいた。


「ダリウスさん!?」


　リリアンナの悲鳴。


　魔剣による突つきが、吸すい込まれるようにダリウスの胸むねを突き刺さす。魔力を帯び、炎をまとった切っ先は、易々と鎧よろいを砕くだいてダリウスの胸を貫つらぬいた。


「ぐ……っ、エーラ……っ」


　わずかに身をよじり、どうにか致ち命めい傷しようは避けた。だが炎をまとった刃が体を貫く激痛は、想像を絶する。それでもダリウスは手を伸のばし、魔剣を握にぎるエーラの手を摑つかんだ。


「それで、僕の動きを封ふうじたつもりかい？」


　そう告げるエーラの目は、氷のように冷ややかだ。かつての友が炎に焼かれているというのに、まるで動じた様子はない。


「すべては無む駄だなんだよ、ダリウス。たかが人族ごときに、いまの僕は止められない。それは何人束たばになろうと、無理して魔剣を持とうと……同じことだ」


　エーラの受けた傷は見る間に治ってゆき、有効打はひとつもなかった。逆にダリウスの傷はいまなお炎に焼かれ、激痛に息もできない。


「化け物め……ッ」


　ようやく同じ時間を共有できるようになったドルッケンが光こう弾だんを放ち、ゲイリーも呪文を唱えてエネルギーの槍やりを撃うつ。だがエーラはダリウスに剣を突き立てたまま、軽く身を捻ひねって弾たまをよけ、エネルギーの槍を片手で払う。


「無駄だ。おまえたちでは、僕に勝てない。諦あきらめて、魔剣と彼女を僕に渡わたせ」


　銀ぎん髪ぱつのドレイクは、ダリウスから魔剣を引き抜こうと手に力を込こめる。


　だが、そうはいかなかった。


　なぜなら、ダリウスが魔剣を体に食い込ませたまま、断固として進ませまいと筋きん肉にくを固め、さらにはエーラの腕を摑んでいたからだ。


「ダリウス、無む茶ちやをするな！」


　ユリウスが、残る力すべてを振ふり絞しぼり、魔剣を構える。だがその力は封じられ、いまやただの剣と化していた。


「下らない時じ間かん稼かせぎだな。ならば、完全なとどめをくれてやろう」


　エーラは強ごう引いんに剣を引き抜こうと、力を込める。


　だがその瞬間こそが、ダリウスの待ち望んだ瞬間だった。


「下らない時間稼ぎ……？　さて、それはどうかな」


「なに……？」


　思いがけず不ふ敵てきな笑みを浮うかべるダリウスの様子に、エーラは一瞬動きを止めていた。


「いまだ、アレク！」


「うりゃああああああああっ！」


　突然、空中から少年が飛び降りてくる。


　そして当然、その手にあるのは──魔剣ソードブレイカー！


「なんだと……!?」


　まったく予想外の出来事に、エーラは初めてその顔に動どう揺ようを浮かべる。


　当然、その手にある魔剣の力を彼は知っている。その力は、絶対に使わせてはいけない力だ。それを封じるためにこそ、魔剣タイラントブレードはあるはずなのに。


　肝かん心じんの魔剣はかつての友の胸に突つき立ち、まともに振るうことはできない。


「──切り札は、こうやって使うものだ」


「ダリウス……ッ」


　ぼそりと告げられた言葉に、エーラは歯は嚙がみする。


　直後、少年の刃は、ドレイクの魔剣を打っていた。





　　　　６




「──ドアを開けっ放しだから、揺ゆれはひどいけど……機体は安定してるからねっ」


　操そう縦じゆう席せきから振り返りつつ、バルバラが叫ぶ。


「バルバラ！　ダリウスの合図があったらいつでも飛び降りられるよう、もうちょっと高度下げて！」
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「あんまり下げたら気づかれるでしょっ」


　後部格かく納のう庫こからのアレクの声に、バルバラが言い返す。


「ユーリカ、体の固定は大だい丈じよう夫ぶか!?」


「はい……一応、大きな衝しよう撃げきでもほどけないようにしておきましたけど……」


「やっぱ無茶だよアレク！　この作戦は考え直したほうがいいって！」


　そう言ってジタバタしたのは、ヴラドである。その体は、アレクの背中にしっかりとロープで固定されていた。


「うるせぇな！　ダリウスはもう戦ってんだぞ！　いまさら中止にできるかよ！」


「でも失敗したら、この高さじゃぺしゃんこじゃないか！」


　そう告げるタビットの眼がん前ぜんには、遺い跡せき群ぐんが広がっていた。飛ひ空くう挺ていの格納庫のドアは開け放たれ、そこから下が見えているのだ。そしてそこではいままさに、ダリウスとエーラが死し闘とうを演えんじている。


「ヴラドが〝空中浮揚レビテート〟の魔法に失敗しなければ問題ないって。ヴラドの腕うで前まえなら大丈夫だって、ダリウスも太たい鼓こ判ばんを押してたし」


「まったく、無茶な作戦を思いつくもんだよ……」


　アレクの背中で、ヴラドはぐったりとなる。


「あっ！」


　そんなとき、下の様子を見ていたユーリカが悲鳴にも似にた声を洩もらした。アレクも慌あわてて下を見れば、ダリウスの体がエーラの刃やいばに貫つらぬかれている。


「ドレイクの動きを止めるって言ってたけど……そんな無茶なことするなんて……っ」


「──いまだ、アレク！」


　唇くちびるを嚙かむ少年へ、ダリウスから必死の叫びが届く。


「もう知るもんか！　なるようになれだ！」


「ア、アレク、もう行くのか!?　こ、心の準じゆん備びが──」


　背中からの抗こう議ぎを無む視しし、アレクは空中に身を躍おどらせた。そのまま魔ま剣けんを引き抜ぬき、二人の許もとへと飛び込んでゆく。


「アレク様!?」


「うわわわ……っ、真、第六階位の動ヴエス・ジスト・ア・ザルっ、重力、移動ゴルド・モートウス──浮揚レムナケアロっ」


　十階程度の高さから転落しながら、ヴラドは必死に呪じゆ文もんを唱えた。幸いにして空中でもその効果はきちんと発はつ揮きされ、石の床ゆかに叩たたきつけられる寸前で落下速度は一気に弱まる。それはロープで固定されている、アレクの体も同様だ。


「ヴラド、もうちょい右！」


「難むずかしいことを……っ」


　アレクの指示をなんとかこなし、ヴラドは魔法の効果で落下軌き道どうも微び妙みように制せい御ぎよしてみせた。アレクは一度だけ唇をぺろりと舐なめ、狙ねらいを定さだめる。


　エーラが持つ魔剣の能力は、他の魔剣の力を封じること。それを自由に振るわれては、アレクの魔剣ソードブレイカーとて無力だ。


　だがダリウスが身を挺ていしてエーラの魔剣を止めているいまならば、ソードブレイカーの力は遺い憾かんなく発揮できる！


「うりゃああああああああっ！」


「なんだと……!?」


　思いがけない場所からの叫びに、銀髪のドレイクが空を見上げる。


　そこへ、アレクの魔剣が叩たたき込まれた。


「ダリウス、離はなれて！　リリアンナ、手当てを！」


　アレクはそれだけ叫ぶと、躊ちゆう躇ちよすることなく魔剣の力を発動させる。


「魔剣砕きソードブレイカー!?　馬ば鹿かな……!?」


「いっけぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」


　カッ！


　アレクの意思を受け、ソードブレイカーは光を放った。


　直後、刃やいばを合わせていたエーラの魔剣タイラントブレードは、透すき通とおった鐘かねのような音を立てて砕くだけ散る。


「く……っ」


　間かん一いつ髪ぱつで刃を引き抜いていたダリウスは衝撃で床を転がり、リリアンナがそれを受け止めるようにして癒いやしの魔法をかけた。その間にも魔力の爆ばく発はつは広がってゆき、その中心となっているアレクとエーラの姿は光の中に呑のみ込まれる。


「アレク！」


　リリアンナは手で目を覆おおいながらも、その名を叫んだ。


　誰だれもが、目を開けてはいられなかっただろう。それほどまでに、ソードブレイカーが魔剣を砕く力は強く、砕かれる魔剣の輝かがやきはまぶしい。


「ぐああああああああッ!?」


　爆発の中心にいるエーラの絶ぜつ叫きようが、周囲に響ひびく。


　それは彼が持つ魔剣の、断だん末まつ魔まの叫びでもあった。





　やがて光は弱まり、爆風は去る。


　エーラの絶叫も消え、ゆっくりと光に焼かれた目の視力も回復していった。ようやく、視界に様々な像が浮かび始める。


「アレク……？」


　リリアンナの目に、ひとりの姿が浮かぶ。


　それは初め、背中からなにかを二本生やした、不思議な影かげにしか見えなかった。しかししばらくして、はっきりと細部が見えてくる。


「アレク！」


　それは、少年だった。


　魔剣を手に、肩かたで大きく息をしている少年だった。その背中から生えている二本のものは、ウサギの耳──ロープでしっかり固定されていた、ヴラドの耳だった。


「アレク、無事なのね……!?」


「……まあ、なんとかね……」


　駆かけ寄よるリリアンナに対し、アレクは苦笑を浮かべる。そして慎しん重ちように、魔剣を鞘さやの中に収めた。一方背中のヴラドは、目を回してぐったりしている。


「エーラスレーダは……？」


　ユリウスも身を起こし、危き険けんな敵の存在を確かく認にんしようと目を何度もこする。


「いない……？」


　ダリウスもまた、銀髪のドレイクの姿を求めて視線をさまよわせる。だが、アレクと相あい対たいしたはずのドレイクの姿は、そこにはなかった。


「消しよう滅めつした……？」


　ゲイリーやドルッケンも、怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せている。


　確かに魔剣同士のぶつかり合いであり、しかも持っていた魔剣を破は壊かいされたのだ。持ち手が消滅していても不思議はないのかもしれない。


「なんにせよ……勝った、ということか……」


　ユリウスはゆっくりと立ち上がり、己おのれの魔剣も鞘に収めた。そして改めて、エーラがいたはずの場所に目をこらす。


「あれほどの爆発です。仮かりに吹ふき飛ばされているのだとしても、無事ではありますまい」


　ゲイリーがそう告げる。ドルッケンも同意するように、小さく頷うなずいた。


　だが。


「アレク様、後ろです！」


　船体を隠かくして頭上に浮かんでいた飛空挺から、ユーリカの声が飛ぶ。アレクたちが慌あわてて反対側を見ると──そこには確かに銀髪のドレイクがいた。


「──まさか魔剣を砕くだかれるとは……不覚だったよ」


　ゲイリーの憶おく測そく通り、エーラは苦しそうに右みぎ肩かたを押さえて立っていた。


「エーラ……あの爆発に耐たえたのか……」


「凄すさまじい苦痛だったよ、ダリウス。本当に死ぬかとも思った……僕たちドレイクにとって、手持ちの魔剣を破壊されることは、死も同然だからね」


　そう告げるエーラの片方の翼つばさは折れ、もう片方も皮ひ膜まくがズタズタに裂さけていた。硬こう化かした皮ひ膚ふは焼やけ焦こげたように煙けむりをあげており、額ひたいからは血も流れている。


「観念しろ。もはや逃にげることはできん」


　ユリウスの降こう伏ふく勧かん告こくに、しかし銀髪のドレイクは不敵な笑みを浮うかべる。


「観念？　馬ば鹿かなことを言わないで欲しいものだね」


「なに……？」


「普ふ通つうのドレイクなら、魔剣を砕かれた時点で死んでいただろう……だけど、僕は魔剣を持たずに生まれてきた、出来損ないのドレイクだった。だからだろうね……魔剣を砕かれても死なないし、力を失ったりはしない……」


「？　あれって……」


　エーラがそう告げたとき、アレクはその足あし許もとに転がっているものの存在に気づいた。銀髪のドレイクは再度にやりと笑い、足許のそれを拾うべくしゃがむ。


「あれは、父の魔剣!?」


　直後、ユリウスもそのことに気がつく。だがそのときには、もう手て遅おくれだった。


「折れた魔剣でも、僕にとっては力になる……ソードブレイカーに砕かれたのとは違ちがい、この程度なら修復は可能だからね」


「クソッタレめ！」


　ドルッケンが慌てて銃じゆうを撃うつ。それはエーラの肩口に確かに命中したが、とどめを刺さすには至らなかった。それどころか、瞬しゆん時じに傷が癒いえる。


「魔剣の力!?」


「その通り。タイラントブレードを失ったのは誤ご算さんだったけれど……僕が本当に欲ほしかったのは、この魔剣〝デスアンドリバース〟だ。強力な再生能力を持つこの魔剣の力は、持ち手を不死にし、折れてもなお再生できる」


　エーラは余よ裕ゆうの笑みを浮かべ、ゆっくりと立ち上がる。


「でもいまはひとまず、お別れだ。このまま戦っても、勝ち目は薄うすいようだし。だけどこの決着は、いずれ……ね」


　それだけ告げると、銀髪のドレイクは呪文を唱える。そして次の瞬しゆん間かん、その姿はかき消えていた。


「瞬間移動テレポート!?」


　ゲイリーが舌打ちする。こうなっては、もはやどうやっても追うことはできない。


「逃げられた……か」


　ユリウスも、悔くやしそうにつぶやく。


　誰もが、ただ茫ぼう然ぜんとしていた。


　死し闘とうの末、敵の魔剣は砕かれた。だが肝かん心じんのエーラスレーダは逃げおおせ、傷つき疲つかれ果てた体だけが戦いの終わりを告げている。


「ここまでやって、逃げられるとは……」


　ゲイリーが悔くやしそうにつぶやき、ドルッケンは不ふ機き嫌げんそうに座すわり込む。


　とてつもなく大きな徒と労ろう感かんが、彼らの疲ひ労ろうを増大させる。どうしようもなく、肩ががっくりと落ちてしまう。


「でも──勝ちは、勝ちだ」


　そんな中、元気な声でそう言ったのは、アレクだった。


「アレク……？」


「だってそうだろ。オレとダリウスの作戦通り、敵の魔剣を叩き折ったんだ。その上、オレはリリアンナを助けることができた……」


　少年は〝蛮ばん王おうの剣つるぎ〟を使った影えい響きようで、全身から瘴しよう気きを放ちながらリリアンナへと歩み寄る。だがその一歩ごとに、体を襲おそう悪影響は薄うすらいでゆく。


「なんとか、リリアンナを守るって約束、果たせたかな……？」


「……うん……ありがとう、アレク……」


　思わず涙なみだぐむ少女に、アレクは手を伸のばそうとした。だが急きゆう激げきに体からは力が抜ぬけ、がくっと膝ひざが折れる。


「お、おお!?」


「危あぶないっ」


　倒たおれそうになった少年を、リリアンナは両手でしっかりと抱だきとめていた。少女の胸当てに顔を埋うずめながら、アレクは複ふく雑ざつな表情を浮かべる。


「だ、大だい丈じよう夫ぶ!?」


「まあ、なんとか……」


　釈しやく然ぜんとしないまま、アレクは身を離はなそうとした。けれど結局よろけてしまい、リリアンナに支えられる。


「ホントに、大丈夫なの……？」


「ダリウスや、皇こう帝ていさんに比べればね」


　そう言って、恥はずかしそうに鼻の頭を搔かく。


「なんだよ、みんななんかしょぼくれた顔しちゃってさ。オレたちは敵の魔ま剣けんを砕いたし、みんな生きてんだぜ？　なのにあいつは、捨て台詞ぜりふを残して逃げ帰った。これって、どう考えたってオレたちの勝ちじゃん」


　少年は言い放ち、鼻の下をこする。そのどこか子供っぽさの残る仕草に、誰もがぽかんとなっていた。


　しかしすぐに、ユリウスがたまらず噴ふき出す。


「ふ、ふふ……ははは……はははははは！　確かにな。大たい将しようの首は取り損ねたが、目もく標ひようは達成した。小こ僧ぞう。おまえの言う通り、これは立りつ派ぱな勝利だよ」


　若き皇帝は、心底愉ゆ快かいとばかりに笑う。それにつられるようにして、ドルッケンも笑った。続いて、ゲイリーも笑う。


「そうさ。それから、皇帝陛へい下か。オレたちがあんたの危機を助けてやったんだから、軟なん禁きんすんのはもうやめにしてくれよな」


「ふふ、この上間かん髪はつ入れず俺と取引か。まだ小僧かと思っていたが、面おも白しろいやつだ」


　ユリウスは滅めつ多たに見せることのない自然な笑顔で、少年の頭をくしゃくしゃっと撫なでる。


「ともかく、ひとまず休息を取ろう。今度は賓ひん客きやくとして、城へ招しよう待たいしたいのだが……受けてくれるかな？」


「堅かた苦くるしいこと言わないならね」


　皇帝の言葉に対するアレクの返答に、みな大声で笑う。


「ダリウス、大丈夫？」


「死にはせんさ。しばらく、食事は左手一本で不自由しそうだがな」


　アレクの気き遣づかいに、黒こく衣いの魔ま法ほう戦せん士しは左手をあげた。剣が貫かん通つうした影響で、右みぎ腕うではうまく動かないらしい。


「とにかく、帰ってしっかり手当てしましょう……それでなくとも、みんなボロボロなんだから……」


　皇帝を始め、アレクもダリウスもリリアンナも、ゲイリーもドルッケンも、みな疲れ切っている。いまはとにかく、休息が欲ほしかった。


「アレクさまぁ～～」


　そしてそこへ、頭上からユーリカの声がかかる。


　透とう明めい化かの効果を消した飛ひ空くう挺ていが、ゆっくりと降下してきていた。その様子を見上げれば、雲間から差し込む太陽の光が、幻げん想そう的な景色けしきを生み出している。


「……帰りは楽をできそうだな……」


　ユリウスが、少し冗じよう談だんめかしてそうつぶやく。


　いつの間にか、雨は上がっていた。




　エピローグ







　一連の事件から、数日後。


　アレクたちは皇帝との約束通り、城への招待を受けていた。


　それも、ユリウス皇帝二十九歳さいの誕たん生じようパーティだ。そのため、城のパーティ会場は近きん隣りん諸国から祝辞を述べにはせ参じた賓客でいっぱいだった。


「……だから、堅苦しいのはいやだって言ったのによ」


　まったく未体験な世界が眼前で展開されている中、アレクはただ壁かべにもたれて立ち尽つくすばかりだった。一応ぱりっとした服を着せられ、髪かみも整ととのえられてはいるものの、それが窮きゆう屈くつで落ち着かない。


「これでもお城のパーティの中じゃ、ずいぶんとラフなほうだと思うよ」


　そう言ったのは、アレクの隣となりで壁かべ際ぎわの椅い子すに座すわっているヴラドだ。


「立食式だし、ダンスフロアもあるし。椅子に座らされてテーブルマナーがどうとか言われたら、正直即そく座ざに帰らせてもらうところだね」


「ホントホント。作法とかマナーとか、全然無む縁えんの世界で育ったからなぁ」


　アレクは皿に盛もれるだけ盛ってきた料理をヴラドに差し出し、自分も指でつまんで口へと運ぶ。


「ん～っ、うまいっ。少なくとも、食べ物に関しては来た甲か斐いあったな」


「確かにそうだねぇ」


　ヴラドも野菜を中心につまみ、その味に舌した鼓つづみを打つ。


「──あの男は、食い物にうるさいからな。城の飯は何でもうまいぞ」


「あ、ダリウス……」


　声がしたほうを振ふり返り、アレクはしばし言葉を失った。なぜならいつもラフな格かつ好こうしかしないダリウスが、今日ばかりは仕立てのいい服で着き飾かざっていたからだ。


「思ったより、似に合あうなぁ……」


「さすが、こういうところは上流階級育ちって感じだね」


「……早く脱ぬぎたいと思っているのは、アレクと大して変わらんさ」


　率そつ直ちよくに褒ほめられ、ダリウスは視線を逸そらす。


「だけど、ルキスラ帝国の皇帝陛下の誕生日ってだけあって、ずいぶんと盛せい大だいだなぁ」


　改めて会場内を見て、アレクは大きく嘆たん息そくする。


　集まっている客は、百人を軽く超こえるだろう。給仕や楽団を入れると二百人以上はいるはずだ。みなきらびやかに着飾り、アレクたちの住む世界とはまるっきり別世界だ。


「それだけルキスラ帝国の影えい響きよう力りよくが大きいということだ。ダーレスブルグはもちろん、フェンディル王国、自由都市同どう盟めい、ロシレッタなどからも客が来ている」


「ザルツ地方の主立った国は、ほとんど全部集まってる感じかぁ」


　アレクが大きな人ひと垣がきができているほうを見れば、その中心にはユリウス皇帝がいた。みな少しでもルキスラの皇帝から好印象をもらおうと必死なのがよくわかる。


　そうした者たちの間を、ユリウスはあの激げき戦せんから数日しか経たっていないとは思えないほど軽快に立ち回っていた。ほどよい笑顔を絶やさず、談笑している。


「オレ、ガキのころは王様になったら働かなくていいしおいしいもの毎日食べられるし、羨うらやましいなぁって思ってたけど……あれ見てるとなれなくていいやって思うよ」


「言い寄ってくるのが美人ばかりならいいんだけど、おっさんも多いもんなぁ」


　ややアレクとは違ちがう視点で、ヴラドも一応同意してくれる。


「──どこの国も生き残りには必死だからね。まるで蛮ばん族ぞくより、陛下のほうが怖こわいって感じだわ」


　そう言いながら現れたのは、バルバラである。


　彼女もまた、今日は仕立ての良さそうな紫むらさきのドレスに身を包んでいた。下品になる寸前まで、胸むねや背中、肩かたが露ろ出しゆつした情熱的な姿すがただ。


「イイ……王おう侯こう貴き族ぞくバンザイ」


　アレクもその姿には驚おどろかされるが、誰だれよりヴラドが一番盛り上がっている。


「だけどあんたたち。一応、今日は隠かくれテーマとして、一連の事件を片付けたお祝いでもあるんだから、もうちょっとパーティを楽しみなさいよ」


「……こういうのが苦手なのは、よく知ってるだろう？」


　バルバラに肘ひじでつつかれ、ダリウスは小さく嘆息する。


「そんなんだから、根暗なオッサンみたいになっちゃうのよ。ほら、せっかくだから踊おどりましょ」


「お、おいっ」


　バルバラはダリウスの腕を取ると、強ごう引いんに引っ張って行ってしまった。だがなんだかんだで、二人は上じよう手ずに踊り始める。


「やっぱダリウスってすげぇなぁ……」


「だねぇ」


　再び取り残される形になったアレクとヴラドは、そんな二人の姿に嘆息する。


「アレク」


　そんなとき、再び声をかけてくる者がいた。そしてそちらを振り返り、アレクは目を見開く。


　なぜならそこにいたのは、赤いドレスに身を包んだ、リリアンナがいたからだ。


「ドレスをいろいろ選んでたら、ずいぶん遅おそくなっちゃった。ごめんね」


「お、おう」


「どうしたの、変な顔して」


「い、いいや、いやいやなんでもない。な、ヴラド」


「えっ!?　なんでそこでぼくに振るの!?」


「ほら、こういうのをなんて言うんだっけ、馬ま子ごにも衣い装しよう……？」


「……これでも一応、子し爵しやく令れい嬢じようなんですけど？」


　やや錯さく乱らん気味のアレクを、リリアンナがジト目で睨にらむ。


「それと、じゃん」


「ん？」


「お、おお……っ」


　リリアンナが手を引っ張り、二人の前に連れ出したのは、鮮あざやかな黄緑色のドレスをまとったユーリカだった。まったく予想外なことに、よく似合っている。


「ア、アレク様……どうでしょうか……？」


「わたしより選ぶのに時間かかっちゃった。どう、かわいいでしょ？」


　それこそ馬子にも衣装だったが、ユーリカの可か憐れんさもなかなかのものだった。リリアンナ見立てのドレスもリボンやフリルが多用されているものの上品にまとまっており、さながら貴族の令嬢といった雰ふん囲い気きだ。


「バルバラさんのお色気もいいけど、リリアンナさんとユーリカの若さ溢あふれる美もまたイイ……」


　ヴラドは目を細め、小さな鼻の穴を精せい一いつ杯ぱい広げて恍こう惚こつとした表情を浮うかべている。


「さて……と」


　そしてリリアンナは一度大きく息を吸すうと、アレクの前に立った。


「陛へい下かをお救いし、敵てきを撃げき退たいした若き勇者アレクさん。踊っていただけませんか？」


「え、え!?　オレ……!?」


　少し緊きん張ちよう気味の表情だったリリアンナだが、アレクの反応を見てぷっと噴ふき出す。


「オ、オレダンスとかやったことねぇしよ！　無理だよ無理、無理無理」




[image: ]


「大だい丈じよう夫ぶ、わたしがリードしてあげるから」


「とか言って、死ぬ寸前まで痛めつけて魔ま法ほうで回復とか繰くり返すんじゃねぇだろうな!?」


「どんなダンスよ、それ」


　よっぽど剣けん術じゆつの稽けい古こがトラウマなのか、アレクの言葉にリリアンナは呆あきれる。


「さ、こっち。行くよ」


「おおお、おいっ」


　腕を摑つかまれ、アレクもまたダンスフロアへと連れて行かれる。腕わん力りよくではやっぱり、リリアンナには敵かなわない。


「……それと、これはアレクがわたしや陛下を助けてくれたから、そのお礼で踊ってあげるだけだから。変な勘かん違ちがいしないでね」


「な、なんだよ、変な勘違いって？　あ、わかったぞ、オレをひとり置き去りにしてさらし者にでもする気だろ!?」


「しないわよ、バカッ」


「バ、バカって言ったな!?」


「うるさいわね。恥はずかしいから静かにしてよ。ほら、踊るわよ」


「わ、わ、わ……っ」


　なんだかんだ言いつつ、二人は踊りの輪の中へと入ってゆく。その様子を見送りながら、ヴラドは軽く嘆たん息そくした。


「いいなぁ、アレクは……」


「いいですね……」


　ユーリカもタビットの横に座り、同意するように嘆息する。


「なにか呑のむ？」


「じゃあ、お酒を少々」


　思いがけないユーリカの言葉にタビットは少し驚きつつも、肩をすくめながら食べ物や飲み物を調達してくる。


「……まあ、今日ぐらいは浮かれて騒さわぐのもいいよね」


　ヴラドは幼おさななじみの親友が、リリアンナに振り回されているのを遠目に見ながら、小さく微笑ほほえむ。


　戦いと戦いの合間にある休日としては、今日は悪くない一日だった。




キャラクターデータ
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　あとがき







　北きた沢ざわ慶けいです。


　第三巻、無事に完成させることができました。


　わりとペースがつかめてきたのか、今回は思い悩なやんだりスランプに陥おちいったりせず、楽しく執しつ筆ぴつできました。喫きつ茶さ店てんのはしごは相変わらずですが（笑）。そろそろ店員に顔を覚えられているんじゃないだろうか……。


　この第三巻では、クライマックスへ向けてだいぶ大きく物語が動いています。重要な新キャラクターが何人も登場し、主人公たちもいよいよでかい話に巻まき込こまれていくのが今回のお話。


「そしてその重要な新キャラクターのひとりが、このわ・た・し」


　……バルバラ、おまえは確かに新キャラだが、特別重要じゃないぞ。


「ええ!?　うそ!?　話が違ちがうんじゃないの!?」


　違わねーよ（笑）。まあ、別の意味で重要なキャラではあるが


「つまり、わたしにはやっぱり隠かくされた重大な秘ひ密みつが……」


　いや。ただ単に色っぽい大人のおねーさんキャラを出したかっただけなんだ。


「ひど……そりゃまあ、わたしのナイスバディにメロメロにならない男はいないけど」


　どことなく言い回しが古くさいぞ。


「うるさいわね。自分の趣しゆ味みで出したキャラクターに対して、ちょっと扱あつかいがぞんざいすぎるんじゃないの？」


　そいつは失礼。


　だがまあ、色っぽい大人のおねーさんとして、バルバラは重要なキャラクターなのは間違いない。


「十四歳さいと四歳の女の子しか出てこないから、ロリコンなのかと思ってたけど」


　失礼な。かわいい女の子も好きだが、大人の色気も大好きだぞ。


「節せつ操そうないわねぇ」


　特に強くて格かつ好こういいお姉さんはいいねぇ。


「たとえば、どういうところが？」


　引き締しまった腹ふつ筋きん！


「力説するわねー」


　割われる寸前のうっすら縦たてに筋すじの入った腹筋は最高だね。あとは、つるっとした肩かたとか。


「……そこはかとなくマニアックなような……」


　う、うーむ……あまり力説すると変へん態たい扱いされそうなので、このあたりにしておくか。


「そのほうがいいんじゃないかな。それより、今回スムーズな執筆ができたって言ってたけど、なにか理由でもあるの？」


　うーん、はっきりとはわからないけれど、今回は執筆期間中に某ぼう大作ＲＰＧの九作目が発売されてな。結構気分転てん換かんに役立ってくれた気はするんだわ。


「二巻かんじゃパズルゲームにはまると大変とか言ってたけど、やっぱりＲＰＧだと問題はないわけ？」


　そうだね。締め切りに追われてほとんど遊ぶ暇ひまなんかないんだけど、ＲＰＧだと一日一時間ずつでもそれなりに楽しめるし、今回は携けい帯たいゲーム機だったから茶店をはしごしているときも遊べたのは大きいかな。


「長時間ゲームし続けたりはしないの？」


　不思議とＲＰＧはしないなぁ。たまーに気づけば四時間ぐらいやってたことはあるけど（苦笑）。でもほどよい気晴らしグッズがあると、執筆も快調になるね。デビュー当時から、いいゲームがあるときほど執筆は快調だった気がする。


「次もいいゲームに巡めぐり会えるといいわね」


　だなぁ。シューティングとかＲＰＧとか、面白いのがあったら読者の方も教えてくださいねー（笑）。


「さて、そろそろ紙し幅ふくも尽つきてきたし、恒こう例れいの宣せん伝でんは？」


　おう、そうだな。


　ちょっと前になりますが、10月末にはＮＩＮＴＥＮＤＯ　ＤＳソフト、『ソード・ワールド2.0ＤＳ』が発売されています。この『剣つるぎをつぐもの』と同じテラスティア大陸を舞ぶ台たいにした冒ぼう険けんを体験できるゲームなので、まだ未プレイの方はぜひ手にしてみてください。


　これはもう、本当に伝統的ゲームブックスタイルで展開されるゲームなので、ゲームブック大好きだったファンの方も、ゲームブック未経験の方にも、ぜひ遊んでほしい作品です。タッチペンを使ってサイコロを振ふったり、雰ふん囲い気きもバッチリ。


「ゲームブックを元にしたストーリーが、富士見ドラゴンブックからも発売中よ」


　そして年末年始も、新刊が目め白じろ押おし。


　まず、十二月にはソード・ワールド2.0リプレイ、『マージナル・ライダー』の第二巻が登場！


「年が明けた頃ころには、『新米女神の勇者たち』の七巻が登場よね」


　こちらも驚おどろきの新展開なので、期待してくださいね。


　十二月には他ほかにも、『新米女神の勇者たち』の舞台になっている国家、ルーフェリアを紹しよう介かいしつつシナリオも三本掲けい載さいされた『ソード・ワールド2.0ツアー①　ルーフェリア』も発売予定です。


「相変わらず盛もりだくさんね」


　結構がんばってるだろう。えっへん。


「年末年始は、お楽しみが一いつ杯ぱい。クリスマスとお年玉を有効活用してね」


　第四巻もただいま執筆中。次回は大クライマックスの予定なので、こちらも期待してくださいね。


「わたしの活かつ躍やく、見み逃のがさないでね」


　……出番があるかどうかわからんけどな。


「なんですって？」


　ま、まあ、きっとなんかすんごい話になるので、ヨロシク！


　感想なども、お待ちしております！







二〇〇九年十月某日　京都の自宅にて　　　　　




北沢〝ゲームイベント大好き〟慶







『グループＳＮＥ公式ＨＰ』http://www.groupsne.co.jp/


『北沢慶個人サイト』http://www3.to/kitazawakei




ソード・ワールド2.0


剣をつぐもの３





北きた沢ざわ　慶けい
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